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このマニュアルの内容
まず、添付の『安全にお使いいただくために』をよくお読みください。この
パソコンを使う上での重要な注意事項が記載されています。

付録
このパソコンの機能仕様やアフターケアに関する情報、サポート窓口の一
覧などの情報を記載しています。

トラブル解決Q＆A
パソコンを使っていて困ったことが起きたとき、故障かな？と思ったとき
は、このPARTをご覧ください。

再セットアップ
このパソコンのハードディスクをカスタマイズしたくなったときや、トラ
ブルなどから復旧できず購入時の状態に戻したいときは、このPARTをご
覧になり、再セットアップを行ってください。

このパソコンの機能
このパソコンで利用できる機能や、別売の周辺機器を利用する場合の説明を
しています。電子マニュアル「ぱそガイド」と合わせてお読みください。

使用前の準備
パソコンの接続とWindowsのセットアップを説明しています。
はじめて使用するときは、このPARTをご覧になりパソコンを使うための
準備をしてください。また、購入時のアプリケーションのインストール状
況や起動のしかたなども説明しています。

PART1

PART2

PART3

PART4

PART5
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凡例
記号

してはいけないことや、注意していただきたいことを説明し
ています。よく読んで注意を守ってください。場合によって
は、作ったデータの消失、使用しているアプリケーションの破
壊、パソコンの破損の可能性があります。

利用の参考となる補足的な情報や、用語について説明してい
ます。

関連する情報が書かれている所を示しています。

モデル

◆モデルの呼び方
LaVie ME

LaVie J

Windows XP
Professionalモデル

Windows XP Home
Editionモデル

Office XPモデル

DVD-RAM/R/RWモ
デル

CD-R/RW with
DVD-ROMモデル

CD-R/RWモデル

CD-ROMモデル

CD/DVDドライブ
搭載モデル

CD/DVDドライブ
添付モデル

5GHz/2.4GHzデュア
ル対応ワイヤレスLAN
モデル

LE500、LE300を指します。

LJ500を指します。

Windows XP Professionalがあらかじめインストール
されているモデルです。

Windows XP Home Editionがあらかじめインストー
ルされているモデルです。

Office XP Personalがあらかじめインストールされて
いるモデルです。

DVD-RAM/R/RWドライブを搭載しているモデルです。

CD-R/RW with DVD-ROMドライブを搭載、または外
付CD-R/RW with DVD-ROMドライブを添付している
モデルです。

CD-R/RWドライブを搭載、または外付CD-R/RWドライ
ブを添付しているモデルです。

外付CD-ROMドライブを添付しているモデルです。

DVD-RAM/R/RWドライブ、CD-R/RW with DVD-ROM
ドライブ、CD-R/RWドライブのいずれかを搭載している
モデルです。

外付CD-R/RW with DVD-ROMドライブ、外付CD-R/
RWドライブ、外付CD-ROMドライブのいずれかを添付
しているモデルです。

5GHzと2.4GHzの両方の周波数に対応したワイヤレス
LANインターフェイスを内蔵しているモデルです。
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◆ LaVie Gシリーズについて
LaVie Gシリーズの各モデルについては、添付の『LaVie Gシリーズをご購入いた
だいたお客様へ』をご覧ください。

記載内容
・ 本文中に記載されているCD/DVDドライブは、DVD-RAM/R/RWドライブ、

CD-R/RW with DVD-ROMドライブ、CD-R/RWドライブ、CD-ROMドライ
ブのいずれかを指します。

・ 本文中に記載されているBIOSセットアップユーティリティは、画面上では
「PhoenixBIOSセットアップユーティリティ」（LaVie MEの場合）、「BIOS
SETUP UTILITY」（LaVie Jの場合）と表示されます。

・ イラストや画面は、モデルによって異なることがあります。

・ 本文中に記載の画面は、実際の画面と多少異なることがあります。
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このマニュアルに出てくる基本的な操作
キーボードでの操作

キーボードでの操作は、【　】で囲んで記載しています。

記載例 意味

【F2】を押す キーボードの を押すことを表しています。

【Ctrl】＋【Alt】＋【Del】 と を押しながら同時に を押すことを表しています。

「スタート」ボタンからの操作

Windowsの「スタート」ボタンから行う操作は、「　」で囲んで記載しています。

記載例 意味

「デバイス マネージャ」の開き方

次のようにするとデバイス マネージャを開くことができます。

1「スタート」-「コントロールパネル」をクリックする
「コントロールパネル」が表示されます。

2「パフォーマンスとメンテナンス」をクリックする
「パフォーマンスとメンテナンス」が表示されます。

3「システム」をクリックする
「システムのプロパティ」が表示されます。

4「ハードウェア」タブをクリックする

5「デバイス マネージャ」をクリックする
「デバイス マネージャ」が表示されます。

「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-
「システムツール」-「システムの復元」をクリック
する

「　」で囲まれた項目を順番に選択す
ることを表しています。
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型番の確認／電源の接続
パソコンの起動の前に必要な準備をしてください。

・接続の前に、必ず添付の『安全にお使いいただくために』をご覧ください。

・マニュアルどおりに正しい手順で接続してください。

・セットアップが終わるまでは、ACアダプタ、バッテリパック以外の添付品
や、別売のプリンタ、増設メモリなどの周辺機器の取り付けは行わないでく
ださい。ACアダプタ、バッテリパック以外の添付品や別売の周辺機器は、
Windowsのセットアップを完了させてから取り付けてください。

バッテリパックの接続

■ LaVie MEの場合

1 パソコンを裏返す

2 バッテリパックの両側の溝と本体のガイドを合わせて、矢印の方向にスライ
ドさせ、カチッと音がするまでしっかり取り付ける
取り付けるときは、バッテリパックの向きに注意してください。

溝

バッテリパック

ガイド

型番の確認

パソコンの底面に記載されている型番と製造番号が保証書の番号と合っているか確
認してください。番号が異なる場合は、すぐにご購入元にお申し出ください。

保証書は箱に貼付されています。

型番の確認／電源の接続
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■ LaVie Jの場合

1 パソコンを裏返す

2 バッテリイジェクトロックを矢印の方向にスライドさせる

バッテリイジェクトロック

3 バッテリパックをゆっくり矢印の方向にスライドさせ、カチッと音がするま
でしっかり取り付ける

左右の溝をパソコン本体のガイド
にあわせてスライドさせる

ガイド

バッテリパック

型番の確認／電源の接続
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4 バッテリイジェクトロックを矢印の方向にスライドさせる

ACアダプタの接続

1 ACアダプタをDCコネクタ（ ）に接続する

2 電源コードをACアダプタに接続する

3 電源コードのプラグをACコンセントに差し込む

◆ LaVie MEの場合

1

2

3

DCコネクタ（ ）

ACアダプタ
電源コード

型番の確認／電源の接続



5

PPPPP
AAAAA
RRRRR
TTTTT

1
使
用
前
の
準
備

プラグをACコンセントに差し込むとバッテリ充電ランプ（ ）がオレンジ色に点

灯して、バッテリの充電がはじまります。
バッテリがフル充電されるとバッテリ充電ランプが消灯します。

・購入直後は、バッテリ駆動ができなかったり動作時間が短くなることがあ
ります。またバッテリ残量が正しく表示されない場合もあります。必ずバッ
テリをフル充電してから使用してください。

・バッテリ容量が95％以上のときにはランプが点灯せず、充電状態にならな
い場合があります。

・Windowsのセットアップが終わるまで、ACアダプタを抜かないでくださ
い。

◆ LaVie Jの場合

1

2
3

DCコネクタ（ ）

ACアダプタ
電源コード

■ウォールマウントプラグ（LaVie Jのみ）
LaVie Jは、電源コードの代わりにウォールマウントプラグを使うこともできます。

ウォールマウントプラグ

DCコネクタ（ ）

ACアダプタ

型番の確認／電源の接続
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セットアップ
はじめてパソコンの電源を入れたときには、Windowsのセットアップの作業が必要
です。
セットアップが終わらないとパソコンを使えるようになりません。この作業には全
部で30分程度の時間がかかります（時間はモデルにより異なります）。

セットアップするときの注意

■途中で電源を切らない
セットアップの途中では絶対に電源を切らないでください。途中で電源スイッチを
操作したり電源コードを抜いたりすると、故障の原因になります。途中で画面が止ま
るように見えることがあっても、故障ではありません。あわてずに手順どおり作業し
てください。
万が一途中で電源を切ってしまった場合は、5秒以上待ってから、もう一度電源ス
イッチを操作し、そのままセットアップの作業を続けてください。その場合、正しく
セットアップされていない可能性がありますので、セットアップ完了後に「PART3
再セットアップ」をご覧になり、標準再セットアップを行ってください。

■セットアップ中はパソコンをそのまま放置しない
キー操作が必要な画面で、長時間放置しないでください。

■NXパッドの使い方について
セットアップでは、NXパッドを使って画面のマウスポインタ（ ）を操作します。　
NXパッドの使い方については、PART2の「ポインティングデバイス」（p.71）をご覧
ください。

■画面について
セットアップ中に表示される画面は、モデルにより多少異なります。

■電源を入れてもセットアップの画面が表示されないときは
はじめて電源を入れたときにセットアップの画面が表示されない場合は、PART4の
「電源を入れたが」（p.181）をご覧ください。

セットアップ
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Windowsのセットアップ

セットアップをはじめる

1 パソコンのふたを開ける
ロックレバーを右にスライドさせたまま、ふたを持ち上げます。

2 電源を入れる
電源スイッチ（ ）を押すと電源が入り、電源ランプ（ ）が緑色に点灯します。

◆ LaVie MEの場合

電源ランプ（ ）

電源スイッチ（ ）

セットアップ

ロックレバー



8

◆ LaVie Jの場合

電源ランプ（ ）

電源スイッチ（ ）

しばらくすると、画面に「NEC」のロゴが表示されます。
次の画面が表示されるまで、何も操作せずにお待ちください。

・上記の画面が表示される前にメッセージが表示される場合がありますが、異常
ではありません。しばらくして上記の画面が表示されるまでお待ちください。

・上記の画面が表示されない場合は、PART4の「電源を入れたが」（p.181）を
ご覧になり、作業を行ってください。

・これ以降は、セットアップが完了するまで、電源スイッチ（ ）に触れないでく
ださい。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因となります。

セットアップ中に困ったときは、
ここをクリックするか、または
【F1】を押して、表示された項目を
クリックすると解決のしかたが表
示されます。

セットアップ
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使用許諾契約に同意する

このパソコンを使うには、「パソコンに入っているソフトを違法にコピーして他人に
渡したりしない」という契約に同意していただく必要があります。

1「使用許諾契約」の内容を確認する
をクリックすると続きを読むことができます。

2 記載内容に同意する場合は「同意します」の左にある をクリックして に
する

「同意しません」を選択した場合は、このパソコンを使うことはできません。

3 画面右下の （次へ）をクリックする
「コンピュータに名前を付けてください」の画面が表示されます。

3 画面右下の （次へ）をクリックする

NXパッドの左ボタンを1回押す操作を「クリック」、左ボタンを続けて2回押す
操作を「ダブルクリック」といいます。
NXパッドについて詳しくは、PART2の「ポインティングデバイス」（p.71）を
ご覧ください。

「使用許諾契約」の画面が表示されます。

セットアップ
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コンピュータ名を入力する場合
は、ここに半角英数字で入力する

セットアップ

Windows XP Professionalモデルの場合は、次の「管理者パスワードの設定
をする」に進んでください。
Windows XP Home Editionモデルの場合は、「インターネットに接続する
方法を指定する」（p.12）に進んでください。

セットアップ後にコンピュータ名を変更することもできます。
変更方法は、Windowsのヘルプで「コンピュータ名」のキーワードで検索し、
「コンピュータ名を変更する」をご覧ください。

コンピュータに名前を付ける

このパソコンをLANに接続して使う場合は、ここでコンピュータ名を入力しておく
と便利です。入力する場合は、「このコンピュータの名前」欄に半角英数字で入力して、
画面右下の （次へ）をクリックしてください。
特に必要ない場合は、この操作を省略することができます。入力を省略する場合は、
画面右下の （省略）をクリックしてください。
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ドメインの参加をキャンセルする（Windows XP Professionalモデルのみ）

1「いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません」の左が に
なっていることを確認する

2 画面右下の （次へ）をクリックする

コンピュータをドメインに参加させる場合は、セットアップ完了後に設定でき
ます。設定方法は、Windowsのヘルプで「ドメイン」をキーワードに検索し、「ド
メインに参加する」をご覧ください。

セットアップ

「このコンピュータをドメインに参加させますか？」の画面が表示された場合
は次の「ドメインの参加をキャンセルする」に進んでください。表示されない場
合は「インターネットに接続する方法を指定する」（p.12）に進んでください。

2「パスワードの確認入力」欄をクリックして、手順1と同じパスワードを入力
する

3 画面右下の （次へ）をクリックする

管理者パスワードの設定をする（Windows XP Professionalモデルのみ）

「管理者パスワードを設定してください」の画面が表示されます。
ここで、パソコンの管理者のパスワードを設定します。

1「管理者パスワード」欄をクリックして、管理者パスワードを入力する

・パスワードには大文字／小文字の区別があります。

・パスワード欄に入力した文字は「●」で表示されます。

・パスワードは忘れないようにしてください。

・ここで入力したパスワードは、セットアップ完了後に変更することができ
ます。変更方法は、Windowsのヘルプで「パスワード」をキーワードに検索
し、「ユーザーのパスワードを変更する」をご覧ください。
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ユーザー登録は、セットアップ完了後に「ユーザー登録ウィザード」で行ってく
ださい。「ユーザー登録ウィザード」については、Windowsのヘルプで「ユー
ザー登録」をキーワードに検索し、「オンラインユーザー登録を使用する」をご
覧ください。

セットアップ

1 画面右下の （省略）をクリックする

インターネットへの接続は、セットアップ完了後に設定することができます。
接続方法については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「インターネットの
設定」をご覧ください。

ユーザー登録をキャンセルする

モデルによって、「Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか？」の画
面が表示されない場合があります。その場合は、次の「インターネットアクセス
のセットアップをキャンセルする」に進んでください。

1「いいえ、今回はユーザー登録しません」の左にある をクリックして にす
る

2 画面右下の （次へ）をクリックする

インターネットに接続する方法を指定する

「インターネット接続が選択されませんでした」の画面、または「インターネットに接
続する方法を指定してください。」の画面のどちらかが表示される場合があります。

どちらの画面も表示されない場合は、次の「ユーザー登録をキャンセルする」に
進んでください。
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セットアップ

インターネットアクセスのセットアップをキャンセルする

モデルによって、「今すぐインターネット アクセスのセットアップを行います
か？」の画面が表示されない場合があります。その場合は、次の「コンピュータ
を使うユーザーを指定する」に進んでください。

1「いいえ、今回はインターネットに接続しません」の左にある をクリックし
て にする

2 画面右下の （次へ）をクリックする
「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」の画面が表示されます。

コンピュータを使うユーザーを指定する

1「ユーザー1」欄にカーソルが点滅していることを確認し、名前を入力する

・ ニューメリックロックキーランプ（ ）が点灯している場合は、【Fn】を押し
ながら【Num Lk】を押してランプを消してから名前を入力してください。

・ ユーザー2～5は、ここでは入力しないでください。

・ ユーザー名は、セットアップ完了後に変更したり追加したりできます。詳し
くは、Windowsのヘルプで「アカウント」をキーワードに検索し、「ユーザー
のアカウントの種類を変更する」または「ユーザーのグループまたはアカウ
ントの種類を変更する」をご覧ください。

2 画面右下の （次へ）をクリックする
「設定が完了しました」と表示されます。
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パソコンを使う準備をする

1 画面右下の （完了）をクリックする
Windowsが再起動し、「パソコンの設定」の画面が表示されます。

パソコンの処理が行われている間は、画面に が表示されたり、ハードディス
クアクセスランプ（ ）が点灯したりします。この間は何も操作せず、そのまま
お待ちください。

2 （次へ）をクリックする

この後、Windowsの設定やアプリケーションのインストールがはじまります。
Office XPモデルの場合は、Office XPのインストールも行われます。
設定やインストールが終了するとWindowsが再起動し、次の画面が表示されます。

セットアップ
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121ポップリンクを設定する

121ポップリンクは、お客様が安心して快適にパソコンをお使いいただくための
サービスを提供するソフトウェアです。
121ポップリンクを使用すると、お使いのパソコンについての最新情報がインター
ネットを通じて定期的に届くようになります。

「121ポップリンク」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目
次」

1「利用する」の左が になっていることを確認する

「利用する」を選ぶと、121ポップリンクがパソコンに常駐します。

2 （次へ）をクリックする
「設定が完了しました。」という画面が表示されます。

3 （完了）をクリックする
Windowsが再起動し、「システムの復元ポイントの設定」と表示されます。しばら
くこの画面が表示された後、自動的に再起動します。再起動後、次のようなデスク
トップ画面が表示されます。

Office XPモデルの場合は次のページの「Microsoft® Office XP Service
Packのインストール」に進んでください。
上記以外の場合はこれでセットアップは完了です。「お客様登録のご案内」
（p.18）に進んでください。

セットアップ

※お使いのモデルによって、
画面は多少異なります。
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Microsoft® Office XP Service Packのインストール（Office XPモデルのみ）

・あらかじめ、添付の「Microsoft® Office XP Personal」CD-ROMを用意
しておいてください。インストールの途中で必要になる場合があります。

・ LaVie Jの場合は、CD/DVDドライブを接続してください。CD/DVDドラ
イブの接続のしかたについて詳しくは、PART2の「CD/DVDドライブ」
（p.80）をご覧ください。CD/DVDドライブ接続後、再起動するようメッ
セージが表示された場合は、再起動を行ってください。

1 デスクトップの「Microsoft Office XP Service Pack」フォルダをダブル
クリックする
「OXPSP」の画面が表示されます。

2「Microsoft Office XP Service Pack1」アイコンをダブルクリックする
「このアップデートプログラムをインストールしますか？」と表示されます。

3「はい」をクリックする
「追加使用許諾契約書」が表示されます。

4 使用許諾契約の内容を確認し、記載内容に同意のうえ「はい」をクリックする
インストールがはじまります。

5「Microsoft® Office XP Personal」CD-ROMをセットするようメッセー
ジが表示された場合は、CD-ROMをCD/DVDドライブにセットし、「OK」を
クリックする
「アップデートは正常に適用されました。」と表示されます。
CD/DVDドライブへのセットのしかたについては、PART2の「CD/DVDドライブ」
（p.80）をご覧ください。

6「OK」をクリックする
続けて、「Microsoft® Office XP Sevice Pack 2」をインストールします。

「Microsoft® Office XP Service Pack 2」のインストールは、必ず
「Microsoft® Office XP Service Pack 1」のインストールが完了してから
行ってください。

セットアップ
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7「Microsoft Office XP Service Pack2」アイコンをダブルクリックする
「このアップデートプログラムをインストールしますか？」と表示されます。

8「はい」をクリックする
「追加使用許諾契約書」が表示されます。

9 使用許諾契約の内容を確認し、記載内容に同意のうえ「はい」をクリックする
インストールがはじまります。

10「Microsoft® Office XP Personal」CD-ROMをセットするようメッセー
ジが表示された場合は、CD-ROMをCD/DVDドライブにセットし、「OK」を
クリックする
「アップデートは正常に適用されました。」と表示されます。
CD/DVDドライブへのセットのしかたについては、PART2の「CD/DVDドライブ」
（p.80）をご覧ください。

11「OK」をクリックする

12「OXPSP」の画面の右上の をクリックする

13「Microsoft® Office XP Personal」CD-ROMをCD/DVDドライブにセッ
トしている場合は、CD-ROMを取り出す
取り出し方については、PART2の「CD/DVDドライブ」（p.80）をご覧ください。

Office XPを使う準備ができました。
これでセットアップは完了です。次のページの「お客様登録のご案内」に進んでく
ださい。

セットアップ
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お客様登録のご案内

NECでは、サービス・サポートでの「121（ワン・トゥ・ワン）＝お客様一人一人に向き
合う」を実現するため、お客様登録をおすすめしています。
お客様登録をしていただくと、ご登録内容をもとに、お客様一人一人にあわせた次の
ようなサービス・サポートを提供いたします。

■電話で121コンタクトセンターにお問い合わせいただいた時に、つながりやすく
なります。121コンタクトセンターでは、お客様がお持ちの商品や、以前のお問い
合わせ内容などを対応員が把握したうえ、お客様一人一人のニーズや状況に沿っ
た適切なアドバイスをさせていただきます。

■NECパーソナル商品総合情報サイト（http://121ware.com）でいろいろなサー
ビスが受けられます。
・121ware.comのマイアカウント（http://121ware.com/my/）で保有商品
をご登録いただくと、「サポート」コーナーで保有商品の情報や保有商品に関す
るQ&A情報、保有商品に合ったモジュールをいち早く入手できます。また、自動
アップデート機能でパソコンを常に最新の状態にできます。

・121wareのショッピングコーナー「121@store(ワントゥワンアットスト
ア)」(http://121ware.com/store/)でNECのパソコンや周辺機器、ソフト
ウェアなどをご購入いただけます。

�
■Eメールアドレスをご登録いただくと、ご登録いただいた情報をもとに、ご利用製
品のサポート情報、新商品情報(商品広告など含む)、お買い得情報、講習会やキャ
ンペーンのご案内など、お客様に適した情報をタイムリーにお送りします。毎週お
届けしているメールマガジン「NEC121wareニュース」は、あなたのデジタルラ
イフを広げる情報が満載です。ぜひご利用ください。
※携帯電話･FAXでのメールアドレスのご登録はご遠慮ください。

NEC121コンタクトセンターに技術的なお問い合わせをする際は、「お客様登
録番号」が必要となります。あらかじめ登録しておくと安心です。「お客様登録
番号」は、インターネットで登録された場合、「121ware.com」の「マイアカウ
ント」に表示されます。「NECオンラインお客様登録」または「お客様登録申込
書」で登録された場合は、Eメールまたは郵送にてお送りします登録完了通知に
てお知らせしています。

セットアップ
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お客様登録の方法

下記の方法からいずれか一つをお選びください。登録料、会費は無料です。
インターネットに接続できる方には、「インターネットで登録する」をおすすめします。
詳しくは『お客様登録ガイド』・「お客様登録申込書」をご覧ください。

■インターネットで登録する
インターネットに接続して、N E C のパーソナル商品総合情報サイト
「121ware.com」のマイアカウント（http://121ware.com/my/）から登録する
方法です。登録後すぐに121ware.comでのいろいろなサービスを受けられます。

■「NECオンラインお客様登録」で登録する※

「NECオンラインお客様登録」を使って登録する方法です。登録はフリーコールで
行われますので、通信料金はかかりません。
・ISDN・ADSL・CATV・光ファイバー等の回線および携帯電話・PHSの接続で
は、オンライン登録ができませんので、インターネットまたはお客様登録申込書
にてご登録ください。

■「お客様登録申込書」で登録する※

専用のFAX用紙を使って登録する方法です。

※121ware.comのいろいろなサービスをご利用するには、後日Eメールまたは郵送でお送りする
登録完了通知をお手元に準備し、http://121ware.com/my/でログインID取得が必要です。

・「121ware.com」→『121wareガイドブック』

・インターネットに接続する方法→ 「ぱそガイド」-「インターネットと電子メールをはじめよ
う」-「インターネットに接続する」

セットアップ
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基本的な使い方

電源の入れ方／切り方

電源を入れる

1 電源スイッチ（ ）を1秒くらい押す
電源が入り、電源ランプ（ ）が緑色に点灯します。

◆ LaVie MEの場合

äÓñ{ìIÇ»égÇ¢ï˚

電源ランプ（ ）

電源スイッチ（ ）

◆ LaVie Jの場合

電源ランプ（ ）

電源スイッチ（ ）

基本的な使い方
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電源を切る

1「スタート」-「終了オプション」をクリックする
「コンピュータの電源を切る」が表示されます。

2「電源を切る」をクリックする
パソコンの電源が自動的に切れ、電源ランプ（ ）が消灯します。

電源を切ったあとに再度電源を入れなおすときは、電源ランプ（ ）が消えて5
秒以上たってから行ってください。電源を切ってすぐに電源を入れなおすとパ
ソコンに負担がかかり、故障の原因になります。

基本的な使い方

このパソコンに入っているアプリケーション

このパソコンには多くのアプリケーションが用意されていますが、購入時の状態で
はインストールされていないアプリケーションがあります。必要に応じて、アプリ
ケーションをインストールしてください。

「スタート」-「すべてのプログラム」をクリックすると表示されるメニューに
は、現在インストールされているアプリケーションのみ表示されています。

●ソフトナビゲーター
アプリケーションのインストールやアンインストール作業は、「ソフトナビゲー
ター」を使って簡単にできるようになっています。ソフトナビゲーターでは、アプリ
ケーションのインストール／アンインストールのほかに、現在アプリケーションが
インストールされている状態なのかを確認することもできます。
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◎：インストール済み（「ソフトナビゲーター」から再インストール可能）
●：インストール済み（添付CD-ROMから再インストール可能）
○：インストール済み（Cドライブを購入時の状態に戻す機能で再インストール可能）
◇：インストール済み（HD上のセットアッププログラムを実行して再インストール可能／ソフトナビゲーター非表示）
△：ハードディスクに格納（「ソフトナビゲーター」からインストールして利用）
▲：DVD-ROMまたはCD-ROM添付（添付のDVD-ROMまたはCD-ROMからインストールして利用）
※1：Office XPモデルのみ
※2：CD-R/RW with DVD-ROMモデル、DVD-RAM/R/RWモデルのみ
※3：CD-ROMモデル以外でCD-R、CD-RWに書き込みができます
※4：仮想DVD作成ができるのは、CD-R/RW with DVD-ROMモデル、DVD-RAM/R/RWモデルのみです
※5：DVD-RAM/R/RWモデルのみ

分類
Office XP Personal

メニュー

インターネット

アプリケーション名

Microsoft® Word※1

Microsoft® Excel※1

Microsoft® Outlook®※1

Microsoft® Bookshelf®
Basic 3.0※1

Microsoft® Outlook® Plus！2.0※1

ソフトナビゲーター

インターネット無料体験

BIGLOBEでインターネット

DIONサインアップ

ODN（Open Data Network）

So-net簡単スターター

東京電話インターネット
サインアップナビ

OCNスタートパック

＠niftyでインターネット

かるがるネット

mypop

Internet Explorer

ホームページミックス

Outlook Express

翻訳アダプタⅡ CROSSROAD

ワープロ

表計算

スケジュール管理

辞書

Outlook付加機能

インターネット体験

プロバイダ入会・
インターネット接続

ホームページ閲覧

ホームページ作成

電子メール

英日・日英翻訳

LaVie ME

●

●

●

▲

●

○

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

○

○

◎

○

△

■おもなソフトウェア

LaVie J

－

－

－

－

－

○

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

○

○

◎

○

△
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基本的な使い方

分類
インターネット

はがき作成

交通情報検索

地図

画像表示・編集

パソコン学習

DVDコンテンツ作成

プレーヤ

アプリケーション名
Fresh Voice

Windows Messenger

BIGLOBE IP電話

オンラインラボ工房

PCポータル

ドット・ゲートサービス/Web
サーバー導入ガイド

ライブフォト/i

MobileOptimizer

筆王

駅すぱあと

ゼンリン電子地図帳

Smart Excursion

VideoStudio

DVD-MovieAlbumSE※5

蔵衛門デジブック

SmartHobby

パソコンのいろはⅡ

Office XPステップ バイ
ステップ  インタラクティブ※1

DVD MovieWriter※5

WinDVD 4※2

BeatJam

Windows Media Player

インターネット
テレビ電話

インターネット電話

インターネット
写真印刷

ポータルサイト

ドット・ゲート
サービス

その他

映像編集

電子アルバム

マルチメディア

ファイル管理

パソコン操作レッスン

Word、Excel、Outlook
操作レッスン

DVD-Videoディスク
再生

音楽CD、MP3再生

音楽CD再生

LaVie ME
◎

○

○

◇

◇

◎

△

△

△

△

▲

－

△

△

◎

◎

◎

▲

◎

◎

◎

○

LaVie J
◎

○

○

◇

◇

◎

△

△

△

△

－

▲

△

－

◎

◎

◎

－

－

◎

◎

○
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分類
CD-R/CD-RW書き込み

仮想CD/DVD作成※3

アプリケーション操作・サポート

サポート

パソコンの

トラブル予防

パソコンの
設定

ゲーム

携帯電話活用

アドレス帳シンクロ

電子文書表示

ウイルスチェッカー

データバックアップ

ファイアウォールソフト

再セットアップ
媒体作成

キーボード設定�

省電力設定

世界時計

ホームネットワーク構築

スクリーンセーバー

　

基本的な使い方

アプリケーション名
RecordNow DX※3

Virtual CD 7

ぱそガイド

CyberSupport for NEC

121ポップリンク

Norton AntiVirus

バックアップ-NX

PCGATE Personal

再セットアップディスク
作成ツール

ワンタッチスタートボタンの設定

電源管理ユーティリティ

ワールドクロック

ホームネットワークアシスタント

3Dフィッシュ アクアリウム

Helbreath

Gunbound

Epoch Online

Cyber囲碁

携帯マスター9

アドレスステーション2

Acrobat　Reader

LaVie ME
◎

△

○

○

◎

◎

○

◎

○

○

○

△

◎

△

◇

◇

◇

◇

△

△

◇

各アプリケーションの使い方について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」、ま
たは各アプリケーションのヘルプ

LaVie J
◎

△

○

○

◎

◎

○

◎

○

○

○

△

◎

△

◇

◇

◇

◇

△

△

◇
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アプリケーションの使い方

「ソフトナビゲーター」でアプリケーションを起動

ソフトナビゲーターでアプリケーションを起動することができます。選択したアプ
リケーションがインストールされていない場合は、 のアイコンで表示されていま
す。アイコンをクリックすると、インストールできます。
インストール方法や注意事項については、 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹
介と説明」-「アプリケーションの追加と削除」をご覧ください。

■ソフトナビゲーターの使い方

1 デスクトップの  をダブルクリックする
ソフトナビゲーターが表示されます。

2「目的で選ぶ」または「名前で選ぶ」のどちらかをクリックする
・「目的で選ぶ」：やりたいことのジャンルと項目を選んでいくと、目的に合ったソ
フトが表示されます。

・「名前で選ぶ」：やりたいことのジャンルを選ぶと、アプリケーション名が表示さ
れます。起動したいアプリケーションの名前がわかっているときは、こちらを選
んでください。

基本的な使い方
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3 アプリケーションを起動する

◆「目的で選ぶ」をクリックした場合

◆「名前で選ぶ」をクリックした場合

これで目的のアプリケーションが起動します。

・「名前で選ぶ」をクリックした場合は、③でアプリケーションをダブルク
リックして起動することもできます。

・ソフトナビゲーターの画面に表示される「このソフトについて」をクリック
すると、表示されているアプリケーションの詳細情報（電子マニュアル「ぱ
そガイド」の説明）を見ることができます。

・ソフトナビゲーターの画面は、よりすばやくアプリケーションを起動させ
るための「クイックメニュー」に切り替えることもできます。詳しくは、ソフ
トナビゲーターのヘルプをご覧ください。

③「このソフトを使う」を
クリックする

基本的な使い方

②やりたいことを
選ぶ

①ジャンルを
選ぶ

②やりたいことを
選ぶ

①ジャンルを
選ぶ

③起動したいアプ
リケーションを
クリックする

④「このソフトを
使う」をクリッ
クする
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電子マニュアルの使い方

このパソコンには電子マニュアルが入っています。
電子マニュアルでは、アプリケーションの使い方、WindowsやBIOSの設定方法をは
じめ、トラブル事例や基本操作用チュートリアルなど、幅広い内容を紹介しています。

ぱそガイド

「ぱそガイド」はこのパソコンの使い方を詳しく説明した電子マニュアルです。

■起動のしかた
デスクトップ上にある （ぱそガイド）アイコンをダブルクリックすると、ぱそガイ
ドが表示されます。

●ぱそガイドの画面

基本的な使い方

パソコンに関するさまざまな設定方法を
詳しく説明しています。

アプリケーションの概要と使い方や、追
加と削除のしかたについて説明していま
す。目的別／50音別の両方でアプリ
ケーションを検索できます。

トラブル事例と解決方法をQ&A形式で
紹介しています。
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ソフトチョイスについて

一つの目的に対して、複数のソフトを用意してあるのがソフトチョイスです。いろい
ろなソフトを実際に試してから、正式版を購入できます。
詳しくは、「ソフトナビゲーター」の「ソフトチョイスの説明」をクリックしてご覧く
ださい。

他のパソコンからのデータの移動について

他のパソコンからこのパソコンへデータを移動したい場合は、「バックアップ-NX」
や「Outlook Express」のインポート／エクスポート機能が便利です。
詳しくは、 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-「パソ
コンのデータ移動」をご覧ください。

省電力機能の設定

外出先で使用するときなど、バッテリを節約しながらパソコンを使いたいときには、
あらかじめ省電力機能を設定しておくことをおすすめします。
省電力機能について詳しくは、PART2の「電源」の「節電するには」（p.43）をご覧く
ださい。

基本的な使い方

「パソコンのいろはⅡ」

「パソコンのいろはⅡ」は、Windowsの基本操作を練習できるチュートリアルソフト
です。「パソコンのいろはⅡ」では、実際のアプリケーションを操作しながら使い方を
練習できます。また文字入力のしかたや、インターネット（Internet Explorer）、メー
ル（Outlook Express）などの基本操作について学習できます。



このパソコンの機能
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内蔵
マイクロフォン

各部の名称と役割

お使いのモデルによって、各部の位置や形状が多少異なる場合があります。

各部の名称と役割

LaVie ME

キャップスロックキー
ランプ

スクロールロックキー
ランプ

CD/DVD
アクセスランプ

ハードディスク
アクセスランプ

ニューメリック
ロックキーランプ

電源ランプ

バッテリ充電
ランプ

キーボード（p.75）

NXパッド（p.71）

PCカードスロット（p.100）

PCカードイジェクトボタン（p.102）

液晶ディスプレイ
（p.118）

CD/DVDプレーヤ
ボタン（p.86）

スピーカ

電源スイッチ（ ）

ワンタッチスタートボタン
（p.78）

CD/DVDドライブ（p.80）

■本体前面／右側面
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各部の名称と役割

■本体背面／左側面

■本体底面

USBコネクタ
（p.96）

電話回線用モジュラー
コネクタ （p.60）

LANコネクタ （p.52）

外部CRT用コネクタ
（p.120）

盗難防止用ロック
（p.66）

S映像出力端子
（p.121）

音量調節つまみ
（p.127）

ヘッドフォン／オーディ
オ／光デジタルオーディ
オ（S/PDIF）出力端子 /
（p.123）

外部マイクロフォン端子
（p.125）

IEEE1394コネクタ
（p.108）

ワイヤレススイッチ/ワイヤレス
ランプ （5GHz/2.4GHzデュ
アル対応ワイヤレスLANモデル）
（p.57）

バッテリ充電ランプ

電源ランプ

DCコネクタ

バッテリパック

ベイアンロック

バッテリアンロック
（p.40）

メモリスロット（p.111）
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アクセスランプ

LaVie J

キーボード（p.75）

NXパッド（p.71）

電源スイッチ

ワンタッチスタート
ボタン（p.78）

ニューメリック
ロックキーランプ

キャップスロックキーランプ

バッテリ
充電ランプ

電源
ランプ

スクロールロックキーランプ

ワイヤレスランプ

PCカード
スロット
（p.100）

外部マイクロフォン
端子 （p.126）

ヘッドフォン／オーディオ
出力端子 （p.124）

IEEE1394コネクタ（p.109）

コンパクトフラッシュカードスロット
（p.100）

■本体前面／右側面

液晶ディスプレイ
（p.118）

NEC専用電源I/F
（p.81）

USBコネクタ （p.81）

各部の名称と役割



33

PPPPP
AAAAA
RRRRR
TTTTT

2
こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
機
能

スピーカ

外部CRT用コネクタ
（p.120）

DCコネクタ

USBコネクタ
（p.96）

電話回線用モジュラーコネクタ （p.61）

バッテリパック 盗難防止用ロック （p.66）

LANコネクタ （p.53）

バッテリパック

バッテリイジェクトロック（p.41）

バッテリアンロック（ ）
（p.42）

メモリスロット（p.111）

スピーカ

■本体背面／左側面

■本体底面

各部の名称と役割



34

強制イジェクトピン
CD/DVDドライブを強制的
に開くときに使用します。

接続用コネクタ

ディスクトレイ

非常時ディスク
取り出し穴

CD/DVDドライブ（LaVie Jのみ）

接続のしかたや使い方などについて詳しくは、「CD/DVDドライブ」（p.80）をご覧
ください。

■前面

■背面

アクセスランプ
ディスクにアクセス中
はオレンジ色に点灯し
ます。

イジェクトボタン
CD/DVDドライブを開けるボタンです。
電源が切れているときは、押してもディスクトレイは
開きません。

各部の名称と役割
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電源

電源コードをACコンセントに接続しているときは、AC電源でパソコンは駆動して
います。ACコンセントから電源コードを抜くとバッテリ駆動に切り替わります。

電源状態の確認方法

電源ランプ（ ）（p.30、p.32）の色で電源の状態を確認できます。

バッテリ駆動

ACアダプタをパソコンから取り外すと自動的にバッテリ駆動に切り替わります。
バッテリのみでの駆動時間は限られていますので、長時間使用するときは節電の機
能を使用することをおすすめします（p.43）。
バッテリのみでの駆動時間については、PART5の「仕様一覧」（p.210）をご覧くだ
さい。

バッテリ残量の確認

バッテリのみで使用するときは、バッテリの残量に注意してください。 バッテリの
残量は、次の方法で確認できます。

■電源ランプで確認する
電源ランプ（ ）の状態で、バッテリ残量を確認できます。緑は通常の状態ですが、黄
色やオレンジの場合はバッテリ残量が少ない状態です。

状態
電源が入っている

スタンバイ状態

バッテリ残量が少ない

スタンバイ状態でバッテリ残量が少ない

バッテリ残量が残りわずか

スタンバイ状態でバッテリ残量が残りわずか

電源が切れている、または休止状態

ランプ

緑
点灯

点滅

黄色
点灯

点滅

オレンジ
点灯

点滅

消灯

電源
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■画面右下の通知領域で確認する
の上にポインタをあわせると、バッテリ残量が表示されます。また、 をダブルク

リックすると、バッテリについての詳しい情報が表示されます。

■「電源オプションのプロパティ」で確認する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「電源メーター」タブをクリックする
バッテリの状態を確認できます。

バッテリの残量が少なくなったら

バッテリ残量が少なくなった場合は、次のどちらかの操作を行ってください。

●ACコンセントが使えないとき
使えるACコンセントが近くにない、ACアダプタを持ってきていないなどの理由で、
すぐにACコンセントを使用できないときは、使用中のアプリケーションを終了し
て、パソコンの電源を切ってください。

●ACコンセントが使えるとき
ACアダプタを持っていて、使えるACコンセントが近くにあるときは、パソコンに
ACアダプタを接続してコンセントから電源を供給してください。バッテリ充電ラン
プ（ ）が点灯し、バッテリの充電がはじまります。

バッテリを充電しながらパソコンを使用することもできます。

上記の操作をしないで、バッテリ残量が少ないままバッテリのみで使用していると、
再度バッテリ残量が少ないというメッセージが表示され、しばらくすると自動的に
休止状態（p.47）になります。

フロッピーディスクやハードディスクの読み書き中にバッテリ残量がなくな
り、パソコンの電源が切れると、作成中のデータや、フロッピーディスク、ハー
ドディスクのデータが失われたり、壊れることがあります。

電源



37

PPPPP
AAAAA
RRRRR
TTTTT

2
こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
機
能

■バッテリ残量が少なくなったときの動作の設定
バッテリでパソコンを使用中に、バッテリ残量が少なくなった場合や残りわずかに
なった場合のパソコンの動作を設定できます。
次の手順で設定してください。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「アラーム」タブをクリックする

3 バッテリ残量が少ないとき（バッテリ低下アラーム）と、バッテリ残量が残りわ
ずかなとき（バッテリ切れアラーム）の が になっていることを確認する
になっている場合、 になっているアラームは動作しません。

4「アラームの動作」をクリックする
表示される画面で設定できます。

5「OK」をクリックする

バッテリの充電

■バッテリを充電するときの注意
・バッテリの充電中は、バッテリパックをパソコンから取り外さないでください。
ショートや接触不良の原因になります。

・できるだけフル充電するようにしてください。バッテリ残量が少ない状態で少量
の充放電を繰り返すと、バッテリ残量に誤差が生じることがあります。

・購入直後や長期間放置したバッテリは、必ずフル充電してから使用してください。

■バッテリ充電のしかた
バッテリパックをパソコンに取り付けて、ACアダプタをACコンセントに接続して
ください。自動的にバッテリの充電がはじまります。
バッテリが充電中かどうかは、バッテリ充電ランプ（ ）で確認できます。

ランプ

オレンジ
点灯

点滅

緑 点灯

（LaVie MEのみ） 点滅

消灯

状態
バッテリ充電中

バッテリのエラー

バッテリ充電中（別売のセカンドバッテリパック増設時）

バッテリのエラー（別売のセカンドバッテリパック増設時）

ACアダプタが接続されていない、または充電完了

電源
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バッテリ充電ランプがオレンジ色に点滅しているときは、バッテリパックを取
り付けなおしてください。

■バッテリリフレッシュ
バッテリリフレッシュは、一時的に低下したバッテリの性能を回復させるために行
います。次のようなときには、バッテリリフレッシュを実行してください。

・バッテリでの駆動時間が以前よりも短くなったとき
・購入直後や、長期間の放置でバッテリの性能が一時的に低下したとき
・バッテリの残量表示に誤差が生じているとき

バッテリリフレッシュ→PART4の「バッテリ」の「すぐにバッテリ切れになってしまう」
（p.192）

バッテリのみで長時間使用するには

バッテリパックは消耗品です。充放電を繰り返すと充電能力が低下します。

携帯して外に持ち出したときなどは、バッテリのみで使用することになります。上手
に節電しながら使うことで、より長い時間バッテリのみで使用できるようになりま
す。また、大容量のバッテリに交換したり、バッテリを増設することもできます。

■省電力機能を上手に使う
省電力機能を使うと、一定時間パソコンを操作しなかったときに自動的に消費電力
を抑えることができます。操作しない時間が長く続いたときは自動的にパソコンの
電源を切ることもできます。使い方にあわせて設定することで、バッテリ駆動時間を
長くすることができます。

省電力機能を使う→このPARTの「節電するには」（p.43）

電源
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■大容量バッテリパックに交換する
LaVie MEをお使いの場合は、大容量のバッテリパック（L）（PC-VP-BP29）に交換
することで駆動時間を長くすることができます。

LaVie Jをお使いの場合は、大容量のバッテリパック（L）（PC-VP-BP27）に交換す
ることで駆動時間を長くすることができます。

大容量バッテリパックへの交換→次の「バッテリパックの交換」

■セカンドバッテリパックを増設する（LaVie MEのみ）
バッテリスロットに取り付けるバッテリパックのほかに、セカンドバッテリパック
（PC-VP-BP30）を増設できます。セカンドバッテリパックを増設することで駆動時
間を長くすることができます。セカンドバッテリパックはベイに取り付けます。

セカンドバッテリパックの増設→このPARTの「ベイ」（p.116）

・ベイにセカンドバッテリパックを取り付けるには、購入時に取り付けられ
ているCD/DVDドライブを取り外す必要があります。

・セカンドバッテリパックのみで使用することはできません。標準のバッテリ
パックを取り付けた状態でセカンドバッテリパックを取り付けてください。

バッテリパックの交換

■使用できる交換用バッテリパック
このパソコンのバッテリスロットに取り付けることのできる交換用のバッテリパッ
クは、次の表のとおりです。

型番
PC-VP-BP28

PC-VP-BP29

PC-VP-BP26

PC-VP-BP27

品名
バッテリパック（M）

バッテリパック（L）

バッテリパック（M）

バッテリパック（L）

モデル名
LaVie ME

LaVie J

電源
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■バッテリパックの交換をするときの注意
・バッテリパックの交換を行う際は、添付の『安全にお使いいただくために』を必ず
ご覧ください。

・バッテリやバッテリスロットの端子部分には絶対に触れないでください。接触不
良の原因となります。

・休止状態またはスタンバイ状態のままでバッテリパックを交換しないでくださ
い。バッテリパックの交換を行うときは、休止状態またはスタンバイ状態を解除し
てパソコンの電源を切ってください。

・特に必要でない限り、バッテリパックを交換しないでください。故障の原因となり
ます。

■バッテリパックの交換のしかた
ここでは、バッテリパック（M）を例に説明しています。バッテリパック（L）の場合も
同様の手順で取り付けることができます。

● LaVie MEの場合

1 パソコンの電源を切る

2 電源コードのプラグをACコンセントから抜いて、ACアダプタをパソコンか
ら取り外す

3 液晶ディスプレイを閉じて、パソコンを裏返す

4 バッテリアンロック（ ）を図の矢印の方向にスライドさせたまま、バッテリ
パックを外側にスライドさせて取り外す

バッテリアンロック（ ）
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ガイド

バッテリパック

溝

5 新しいバッテリパックの両側の溝と本体のガイドを合わせて、図の矢印の方
向にスライドさせ、カチッと音がするまでしっかり取り付ける
取り付けるときは、バッテリパックの向きに注意してください。

● LaVie Jの場合

1 パソコンの電源を切る

2 電源コードのプラグをACコンセントから抜いて、ACアダプタをパソコンか
ら取り外す

3 液晶ディスプレイを閉じて、パソコンを裏返す

4 バッテリイジェクトロックを図の矢印の方向にスライドさせ、ロックを解除
する

バッテリイジェクトロック

電源
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5 バッテリアンロック（ ）を図の矢印の方向にスライドさせたまま、バッテリ
パックを外側にスライドさせて取り外す

6 新しいバッテリパックの両側の溝と本体のガイドを合わせて、図の矢印の方
向にスライドさせ、カチッと音がするまでしっかり取り付ける
取り付けるときは、バッテリパックの向きに注意してください。

ガイド

溝

バッテリパック

バッテリアンロック（ ）

電源
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7 バッテリイジェクトロックを図の矢印の方向にスライドさせ、バッテリパッ
クをロックする

電源

節電するには

たとえばこんな節電方法

パソコンを外出先などに携帯したときは、いつでもACアダプタを使って電源をとれ
るとはかぎりません。バッテリだけで使用する機会が増えるはずです。しかし、バッ
テリで使用できる時間は限られています。限られたバッテリ容量を有効に使うため
にも上手に節電しましょう。

■省電力機能を使う
何も操作をしないまま一定時間が経過すると、自動的にディスプレイやハードディ
スクの電源を切ったり、パソコン本体の電源を切って消費電力を節約する機能を省
電力機能と呼びます。パソコンの電源を入れたまま放置してしまったときなどは、自
動的に節電をはじめてくれるので便利な機能です。節電がはじまるまでの時間を設
定したり、ボタンを押す操作などで節電をはじめるように設定することもできます。

省電力機能の設定→このPARTの「省電力機能」（p.44）
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省電力機能

省電力状態とは

省電力機能によってパソコンが電力を節約している状態を、省電力状態と呼びます。
省電力状態には、「スタンバイ状態」と「休止状態」があります。また、これらをまとめ
て「スリープ状態」と呼ぶ場合もあります。

●スタンバイ状態
パソコンの液晶ディスプレイやハードディスクなどの電源を切っている状態です。
このときパソコンの電源は完全には切れていません。作業中のデータがメモリに保
存されているため、わずかに電力を消費しますが、復帰した後すぐに作業の続きをは
じめることができます。少しの間、作業を中断するときなどに便利です。

● 休止状態
パソコンの状態や作業中のデータをハードディスクに保存して、Windowsを終了せ
ずにパソコンの電源を切っている状態です。休止状態を解除すると、休止状態にする
前の状態から作業を続けることができます。Windowsを終了していないので、
Windowsの起動にかかる時間は省かれます。ただしスタンバイ状態から復帰するよ
りも時間がかかります。長時間作業を中断するときなどに便利です。

電源

■ CPUの処理スピードを変更する
CPUの処理スピードを変更することで節電することもできます。スピードを上げる
と節電よりも性能優先となってパソコンの消費電力も大きくなります。処理スピー
ドを控えめにすることで節電効果を得ることができます。
電源管理ユーティリティを使うと、CPUクロックの最高速度に対して現在どの程度
の性能を出しているかを表示できます。また、設定の変更もできますので状況に応じ
て設定してください。

「電源管理ユーティリティ」→「省電力機能の設定」（p.48）、または 「ぱそガイド」-「アプリケー
ションの紹介と説明」-「50音別目次」

■ディスプレイの輝度を下げる
液晶ディスプレイの輝度を下げることでも節電効果はあります。使用環境によって
は輝度を下げたほうが見やすかったり、ということもありますので、こまめに調節し
てみましょう。

輝度の調整→このPARTの「画面表示の調整」（p.118）
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電源

ランプ
緑点滅

黄色点滅

オレンジ点滅

消灯

状態
スタンバイ状態

スタンバイ状態でバッテリ残量が少ない

スタンバイ状態でバッテリ残量が残りわずか

電源が切れている、または休止状態

アプリケーションによっては、スタンバイ状態のことを「サスペンド」、休止状
態のことを「ハイバネーション」、省電力状態から復帰することを「レジューム」
と呼ぶことがあります。

■省電力状態の確認
パソコンが省電力状態になっているかどうかは、電源ランプ（ ）で確認できます。

■購入時の省電力機能の設定
一定時間何も操作を行わなかった場合、自動的に省電力状態になります。購入時には
次のような時間に設定してあります。使用状況にあわせて設定を変更してください。

省電力機能の設定をする→このPARTの「省電力機能」の「省電力機能の設定」（p.48）

状態

ディスプレイの電源が切れる

ハードディスクの電源が切れる

スタンバイ状態になる

休止状態になる

ACアダプタ接続時

－

－

20分

－

バッテリ駆動時

2分後

3分後

5分後

15分後
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省電力機能を利用するときの注意

・次のようなときには、省電力機能を使用しないでください。パソコンが正常に動か
なくなったり、正しく復帰できなくなることがあります。
－ハードディスクやフロッピーディスク、CD-ROMなどのディスクの読み書きを
しているとき

－省電力状態に対応していないアプリケーションや周辺機器を使用しているとき
－音声または動画ファイルを再生しているとき
－プリンタへ出力しているとき
－LANまたはワイヤレスLANでファイルコピーなどの通信作業をしているとき
－通信用のアプリケーションを使用しているとき
－電話回線を使って通信しているとき
－「システムのプロパティ」の画面が表示されているとき
－Windowsの起動／終了処理中

・NEC製プリンタのMultiWriterシリーズ、MultiImpactシリーズでPrintAgent
をお使いの場合は、スタンバイ機能が正常に動作しないことがあります。その場合
は、「省電力機能の設定」（p.48）をご覧になり、「システムスタンバイ」を「なし」に
設定してください。

■省電力状態にするときの注意
・省電力状態への移行中にフロッピーディスクやCD-ROMなどのディスク、PC
カードの入れ替えを行わないでください。

・省電力状態にする前に、フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクを取り出
してください。

・省電力状態のときに、PCカードの入れ替えや周辺機器の取り付け／取り外しを行
わないでください。

・休止状態を利用する場合、ハードディスクにパソコンのメモリ容量分の空き領域が必
要です。あらかじめハードディスクの空き領域を確認してください。確認方法につい
ては、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「省電力機能」-「スタンバイ状態（サスペ
ンド）または休止状態（ハイバネーション）にできない」をご覧ください。

■省電力状態から復帰するときの注意
・省電力状態から復帰するときにパスワードを入力するように設定している場合、
パスワード入力画面が表示されるので、パスワードを入力してください。

・タイマ、LAN、FAXモデムの自動受信操作や、液晶ディスプレイを開いてスタンバ
イ状態から復帰した場合、液晶ディスプレイに何も表示されないことがあります。
その場合は、NXパッドかキーボードを操作してください。

・省電力状態から復帰後、デバイスの警告メッセージが表示される場合があります。
その場合は「OK」をクリックしてください。警告が発生したデバイスは、そのまま
使用できます。

・省電力状態にしてからすぐに復帰させたいときは、パソコンに負担がかからない
よう、省電力状態になった後、約5秒以上たってから操作してください。
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省電力状態にする

■スタンバイ状態にする
購入時の状態では、バッテリ駆動時に一定時間以上キーボードやNXパッドからの入
力がないと、自動的にスタンバイ状態になります。
また、次の手順でスタンバイ状態にすることもできます。

1「スタート」-「終了オプション」をクリックする

2「スタンバイ」をクリックする

次の操作でスタンバイ状態になるように設定することもできます。

・電源スイッチを押す

・液晶ディスプレイを閉じる

省電力機能の設定→「省電力機能の設定」（p.48）

■休止状態にする
購入時の状態では、バッテリ駆動時に一定時間以上キーボードやNXパッドからの入
力がないと、自動的に休止状態になります。
また、次の手順で休止状態にすることもできます。

1「スタート」-「終了オプション」をクリックする

2【Shift】を押したまま、「休止状態」をクリックする
【Shift】を押すと、「スタンバイ」が「休止状態」に切り替わります。

次の操作で休止状態になるように設定することもできます。

・電源スイッチを押す

・液晶ディスプレイを閉じる

省電力機能の設定→このPARTの「省電力機能」の「省電力機能の設定」（p.48）

電源
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省電力状態から復帰する

■スタンバイ状態から復帰する
スタンバイ状態から復帰するには、次の操作を行ってください。

1 電源スイッチを押す
ログオン画面が表示されます。

2 ログオンしたいユーザー名をクリックする

上記以外にも次の方法でスタンバイ状態から復帰できます。

●液晶ディスプレイを開いて復帰する
液晶ディスプレイを閉じてスタンバイ状態にした場合は、液晶ディスプレイを開く
とスタンバイ状態から復帰できます。

●タスクスケジューラを使って復帰する
タスクスケジューラを使い、時刻を指定して復帰できます。

タスクスケジューラの使い方→Windowsのヘルプ

■休止状態から復帰する
休止状態から復帰するには、次の操作を行ってください。

1 電源スイッチを押す
「Windows を再開しています...」と表示された後、ログオン画面が表示されます。

2 ログオンしたいユーザー名をクリックする
休止状態にする前の状態でWindowsが起動します。

省電力機能の設定

「電源管理ユーティリティ」では、CPUの処理スピード優先かバッテリ駆動優先かの
電源設定を切り替えたり、省電力機能が働くまでの時間を設定できます。パソコンの
使用状況に合わせて選んでください。
また、スタンバイ状態や休止状態にする操作を設定することもできます。

省電力の設定を行う場合は、コンピュータの管理者権限を持つユーザアカウン
トでログオンしてください。

電源
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■電源設定を変更する
「電源管理ユーティリティ」は、パソコンのCPUクロックの最高速度に対する割合を
表示します。画面右下の通知領域にある を右クリックし、表示されるメニューか
ら「復元」をクリックすると「電源管理ユーティリティ」ウィンドウが表示されます。

1「電源管理ユーティリティ」ウィンドウで右クリックし、表示されるメニュー
から「電源設定の変更」をクリックする

2 パフォーマンスまたは利用シーンから電源設定を選択し、「OK」をクリックする

●パフォーマンスで選べる電源設定

●利用シーンで選べる電源設定

電源

説明
電力を最も節約する設定です。

外出先で使用するときにバッテリ駆動時間を長く保つ
ようにする設定です。

ACアダプタ接続時は速度優先で、バッテリ駆動時は電
力を節約する電源設定です。

電源に常に接続している場合に適した設定です。

処理速度が優先される設定です。

電源設定
バッテリの最大利用

ポータブル/
ラップトップ※1

LaVie

自宅または会社のデ
スク※2

常にオン

説明
電源に常に接続している場合に適した設定です。

外出先で使用するときにバッテリ駆動時間を長く保つ
ようにする設定です。

プレゼンテーションを行うためにモニタをオンにして
おく設定です。

コンピュータを常にオンにしておき、パフォーマンス
を良くするために最適化する設定です。

音楽鑑賞など、モニタの電源を短時間でオフにしても
よい場合に適した電源設定です。

文字の入力など、パフォーマンスを必要としない作業
に適した設定です。

DVDやゲームなど、パフォーマンスが必要なアプリ
ケーションを使用していて、モニタの電源を常にオン
にしておく必要がある場合に適した設定です。

電源設定
自分または会社の
デスク※1

ポータブル/
ラップトップ※2

プレゼンテーション

最小の電源管理

音楽鑑賞

ワープロ

DVD/ゲーム

※1：LaVie MEのみ
※2：LaVie Jのみ
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説明
ここで指定した時間、何も入力がなかった場合、液晶
ディスプレイの電源が切れます。

ここで指定した時間、ハードディスクへのアクセスが
なかった場合、ハードディスクの電源が切れます。

ここで指定した時間、何も入力がなかった場合、自動的
にパソコンがスタンバイ状態になります。

ここで指定した時間、何も入力がなかった場合、自動的
にパソコンが休止状態になります。

状態
モニタの電源を切る

ハードディスクの電
源を切る

システム スタンバイ

システム休止状態

「電源管理ユーティリティ」ウィンドウのブーストボタンをクリックすると、電
源状態（バッテリ駆動）や電源設定に関係なく、CPUの省電力設定を「高速」に
設定できます。

「電源管理ユーティリティ」→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

■省電力機能が働くまでの時間を設定する

1「電源管理ユーティリティ」ウィンドウで右クリックし、表示されるメニュー
から「電源設定の変更」をクリックする

2「カスタマイズ」をクリックする

3 次の項目について、時間を設定する

4「OK」をクリックし、次の画面でも「OK」をクリックする

電源設定はコントロールパネルからも設定できます。「スタート」-「コントロー
ルパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源オプション」をクリックし、
「電源設定」タブで設定します。

電源
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■休止状態やスタンバイ状態にする操作を設定する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「詳細設定」タブをクリックする

3「電源ボタン」欄で、それぞれの操作をしたときの動作を設定する
・「ポータブルコンピュータを閉じたとき」
パソコンの液晶ディスプレイを閉じたときの動作を選択します。

・「コンピュータの電源ボタンを押したとき」
パソコンの電源スイッチを押したときの動作を選択します。

休止状態を利用する場合は、「休止状態」タブをクリックして、「休止状態を有効
にする」が になっていることを確認してください。

4「適用」をクリックして、「OK」をクリックする

電源

説明
その操作をしても、何もしません

「コンピュータの電源を切る」の画面が表示されます。
動作を決定してください。

スタンバイ状態にします

休止状態にします

Windowsを終了して、パソコンの電源を切ります

状態
何もしない

入力を求める※

スタンバイ

休止状態

シャットダウン※

※：「コンピュータの電源ボタンを押したとき」のみ設定可能
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通信回線

LANで接続する場合

LANコネクタにADSLモデムやCATVモデムを接続してブロードバンドでインター
ネットに接続したり、ネットワークを作って複数のパソコンでプリンタやファイル
を共有することができます。また、ブロードバンドルータを使用すると、複数のパソ
コンから同時にインターネットを使用できます。

LANケーブルを接続する

■接続するときの注意
・ LANケーブルは別売です。
・接続するLANや機器の規格にあったLANケーブルを用意してください。
・100BASE-TXでLANに接続するためには、カテゴリー5のLANケーブルが必要
です。

・ LANケーブルにはストレートケーブルとクロスケーブルの2種類があります。目
的によって使用するケーブルが違うので、購入の際は注意してください。
どちらのケーブルが必要かは、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。

■接続のしかた

1 パソコンの電源を切る

2 LANケーブルのプラグを向きに注意して、パソコンのLANコネクタ（ ）に
接続する

◆ LaVie MEの場合

通信回線

LANコネクタ（ ）
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◆ LaVie Jの場合

3 LANケーブルのもう一方のプラグを、ADSLモデムやハブなどの機器のLAN
コネクタに接続する
詳しくは、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。

ネットワークの設定

ADSLモデムやCATVモデム、ルータを使用してインターネットに接続するための
設定については、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。
ネットワークの設定は、次の方法で行います。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「ネットワークとインターネット接続」-
「ホームネットワークまたは小規模オフィスのネットワークをセットアップ
または変更する」をクリックする
「ネットワークセットアップウィザード」が表示されます。

2 画面の説明を読み、設定を行う

LANの設定について→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「LANの設
定」

LANの設定を行うと、PCGATE Personalの「ネットワークセキュリティウィ
ザード」が表示されます。「ぱそガイド」-「ウイルスとトラブルの予防」-「不正
アクセスからパソコンを守るには」をご覧になり、設定を行ってください。

通信回線

LANコネクタ（ ）
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ネットワークの設定を行うと、「マイネットワーク」にお使いのパソコンの名前
が表示されます。「スタート」-「マイコンピュータ」の「マイネットワーク」をク
リックして確認してください。

■セキュリティの設定
常時接続を行っていると、パソコンへの不正侵入を受けやすくなります。このパソコ
ンにインストールされている「PCGATE Personal」を使って、セキュリティの設定
をしてください。

・セキュリティの設定をする→このPARTの「セキュリティ機能」の「ウイルスや不正侵入を防ぐ」
（p.69）

・「PCGATE Personal」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50
音別目次」

電源回復（スタンバイ状態からの復帰）の設定

このパソコンをネットワークに接続している場合、電源回復イベントが発生すると
パソコンをスタンバイ状態から自動的に復帰させることができます。詳しい設定方
法については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「LANの
設定」をご覧ください。

・電源回復を使用する場合は、パソコンにACアダプタを取り付けてコンセン
トからの電源で使用してください。

・電源回復の設定をすると、購入時の状態にくらべてパソコンの消費電力が
大きくなり、バッテリのみで使用する場合、使用できる時間が短くなりま
す。バッテリのみで使用できる時間を優先する場合は、電源回復の設定は行
わないでください。

LANを使用するときの注意

・ネットワークを使用している間はLANケーブルをパソコンや機器から取り外さ
ないでください。

・ネットワークとの通信中は、パソコンを休止状態やスタンバイ状態にしないでく
ださい。

・ネットワーク通信をすると、バッテリのみで使用可能な時間が短くなります。長時
間の通信をするときは、パソコンにACアダプタを接続しコンセントからの電源で
使用してください。

通信回線
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ワイヤレスLANで接続する場合

5GHz（IEEE802.11a）または2.4GHz（IEEE802.11b）に対応しているワイヤレ
スアクセスポイントを経由してADSLモデムなどの通信機器と接続すれば、パソコ
ンにケーブルをつなぐことなくインターネットに接続したりネットワークに接続で
きるようになります。

・ワイヤレスLAN機能をお使いになる前に、添付の『安全にお使いいただくた
めに』を必ずご覧ください。

・ワイヤレスLAN機能を使用してネットワークへ接続するには、別売の無線
LANアクセスポイントやレジデンシャルゲートウェイなどが必要です。

接続できる機器

・「IEEE802.11a」または「IEEE802.11b」に対応している機器とワイヤレス
LAN機能で接続できます。ただし、機器によっては接続できないこともあるので、
機器を購入する前にメーカーや販売店に確認してください。

・このパソコンに接続できるNEC製のワイヤレスLAN対応機器については、NEC
のパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com（ワントゥワンウェアドット
コム）」をご覧ください。
http://121ware.com/

通信機能とセキュリティ

■通信できる距離
このパソコンのワイヤレスLAN機能では、このパソコンと相手の機器との間に壁な
どの障害物がなければ、最大70m程度まで通信ができます。ただし、家庭やオフィス
には通信の障害となるものがあるため、通信できる距離はもっと短くなります。

■通信速度
規格上の最大通信速度は、5GHzワイヤレスLANの場合は、54Mbps、2.4GHzワイ
ヤレスLANの場合は11Mbpsですが、一般にはその50%以下の速度で通信が行わ
れます。
通信速度は、パソコンと相手の機器の間の電波の状態や距離によっても変化します。
また、通信状態が悪くなって通信が途切れそうになると、通信が途切れないようにす
るために、自動的に通信速度を落とす機能があります。

現在、どのくらいの速度で通信しているかは、画面右下の通知領域の をダブルク
リックすると表示される画面で確認できます。

通信回線
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安定した通信をするために次のことに注意してください。

・パソコンと相手の機器との距離は、できるだけ近くする。

・通信中は近くで同じ周波数帯域を使用する電子レンジや他の無線機器を使
わない。

■ワイヤレスLAN通信のセキュリティ
ワイヤレスLANはケーブルを使用するLANと違い、電波の届く範囲であればどこか
らでも、第三者からのデータの盗聴（傍受）または「なりすまし」によるネットワーク
への不正アクセスを受ける危険性を持っており、重要なデータの漏洩につながる可
能性があります。こういったワイヤレスLANの使用上の危険を回避するために、以下
のセキュリティ機能を組み合わせて使用することをおすすめします。

・以下の機能を利用するには、機能に対応したアクセスポイントなどが必要
です。

・これらの設定は危険性をより低くするための手段であり、安全性を100%
保証するものではありません。

●盗聴（傍受）を防ぐには
WEP機能を使用して暗号キーを設定すると、同じ暗号キーを使用している通信機器
間のワイヤレス通信のデータを暗号化できます。5GHzワイヤレスLAN機能は、
「64bit WEP機能」、「128bit WEP機能」と「152bit WEP機能」に対応していま
す。また、2.4GHzワイヤレスLAN機能は、「64bit WEP機能」と「128bit WEP機
能」に対応しています。
ただし、暗号キーを設定していても、暗号キー自体を第三者に知られたり、暗号解読
技術によって暗号を解読されたりする可能性があるため、設定した暗号キーは定期
的に変更することをおすすめします。

WEP機能を使用するには、通信する相手の機器もWEP機能に対応している必
要があります。

WEP機能の設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「ワイヤレスLAN
の設定（5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANモデル）」

通信回線
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●不正アクセスを防ぐには
・アクセスポイントと通信機器の両方に任意のネットワーク名（SSID）を設定する
ことで、同じSSIDを設定していない通信機器からの接続を回避できます。ただし、
同じSSIDを設定していない機器でも、そのネットワークがどんなSSIDを使用し
ているかは検出できてしまうため、SSIDを設定しただけではセキュリティを保
てません。これを回避するには、アクセスポイント側でSSIDを通知しないように
設定する必要があります。

・接続するパソコンなどのMACアドレス（ネットワークカードが持っている固有の
番号）をアクセスポイントに登録することで、登録した機器以外はアクセスポイン
トに接続できなくなります。

ワイヤレスLAN機能のオン／オフ

他の機器に影響をあたえる場合や、ワイヤレスLAN機能を使用しないとき、ワイヤレ
スLAN機能が使用できない環境で本機を使用するときには、必ずワイヤレスLAN機
能をオフにしてください。
ワイヤレスLAN機能のオン／オフの状態は、パソコン本体のワイヤレスランプ（ ）
で確認できます。LaVie MEをお使いの場合は、青に点灯しているときがオンの状態
です。LaVie Jをお使いの場合は、緑に点灯しているときがオンの状態です。オフの
ときは消灯しています。
ワイヤレスLAN機能をオン／オフするには、次の方法があります。

■ワイヤレススイッチで切り替える（LaVie MEのみ）
ワイヤレススイッチを押すごとにオン／オフが切り替わります。

通信回線

ワイヤレススイッチ／
ワイヤレスランプ
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■キーボードで切り替える（LaVie Jのみ）
【Fn】+【F2】を押します。
キーを押すごとにオン／オフが切り替わります。

■「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で切り替える

この方法で切り替えると、ワイヤレスランプでワイヤレスLAN機能の状態は確
認できません。

●オフにする
「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で「無効にする」をクリックする

●オンにする
「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-「通信」-「ネットワーク接続」をク
リックし、「ワイヤレスネットワーク接続」アイコンをダブルクリックする

■「ワイヤレスクライアントマネージャ」で切り替える

●オフにする
画面右下の通知領域の を右クリックし、「RF送信回路」-「オフ」をクリックする

●オンにする
画面右下の通知領域の を右クリックし、「RF送信回路」-「オン」をクリックする

通知領域に がない場合は、「スタート」-「すべてのプログラム」-「ワイヤレス
クライアントマネージャ」をクリックしてください。
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ワイヤレスLAN機能の設定を行う

5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANモデルの場合、購入時の状態では、接
続先に合わせて5GHzか2.4GHzが自動的に選択されます。
ワイヤレスLANへの接続のしかたや設定について詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソコ
ンの設定」-「ネットワークの設定」-「ワイヤレスLANの設定（5GHz/2.4GHzデュアル対
応ワイヤレスLANモデル）」をご覧ください。

・ LANの設定を行うと、PCGATE Personalの「ネットワークセキュリティ
ウィザード」が表示されます。「ぱそガイド」-「ウイルスとトラブルの予
防」-「不正アクセスからパソコンを守るには」をご覧になり、設定を行ってく
ださい。

・ワイヤレスLANの設定は、「コンピュータの管理者」アカウントを持つユー
ザーが行ってください。「制限付き」アカウントでは、一部の設定ができません。

ワイヤレスLANを使用するときの注意

・ネットワークとの通信中は、パソコンを休止状態やスタンバイ状態にしないでく
ださい。

・ネットワーク通信をすると、バッテリのみで使用可能な時間が短くなります。長時
間の通信をするときは、パソコンにACアダプタを接続しコンセントからの電源で
使用してください。

通信回線
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モデムで接続する場合

電話回線に接続する

電話回線のモジュラーコンセントが1つの場合、パソコンで通信をするときは電話機
のモジュラーケーブルを取り外す必要があります。

モジュラーケーブルを接続するには、お使いの電話回線のコネクタがモジュ
ラーコンセントになっている必要があります。お使いの電話回線が3ピンプラ
グ式コンセントの場合は、市販のモジュラーコンセントへの変換プラグが必要
です。
直結配線方式の場合はモジュラーコンセントへの変更が必要になります。詳し
くはNTTへご相談ください。

1 壁面などのモジュラーコンセントから、電話機などのモジュラーケーブルを
取り外す

2 パソコンの電源を切る

3 本体背面のカバーを開け、モジュラーケーブルのプラグを向きに注意して、パ
ソコンの電話回線用モジュラーコネクタ（ ）に接続する

◆ LaVie MEの場合

通信回線

電話回線用
モジュラーコネクタ（ ）
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◆ LaVie Jの場合

4 モジュラーケーブルのもう一方のプラグを、壁面などのモジュラーコンセン
トに接続する

■ 電話機のつなぎ換えをしたくない場合は
このパソコンを接続した電話回線で電話機を使いたい場合は、もう一度、モジュ
ラーコンセントからパソコンのモジュラーケーブルを取り外して、電話機をつな
ぎ直す必要があります。
この場合は、市販の分岐アダプタを使うと、つなぎ換えの作業を省略でき、電話機
とパソコンの両方を接続することができます。

通信回線

モジュラーコンセントに分岐アダプ
タを取り付けて、分岐アダプタにパ
ソコンと電話機のモジュラーケーブ
ルを接続します。

電話回線用
モジュラーコネクタ（ ）
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・分岐アダプタを使用しても、パソコンでの通信と電話機の使用を同時に行
うことはできません。

・パソコンで通信しているときは、電話機の受話器を外さないでください。通
信が切断されることがあります。

・電話機などの種類によっては、分岐アダプタに接続すると、動作しない機種
がありますので注意してください。

・分岐アダプタに接続する電話機などによっては、パソコンでの通信が正常
にできないことがあります。この場合は、次のいずれかの方法で、正常に通
信できるようになります。

- 接続する電話機などにアース接続用の端子がある場合は、アースを接続する。

- パソコンで通信するときには、電話機などを取り外す。

・分岐アダプタを使う場合、接続された電話機からのノイズにより、通信速度
が低下することがあります。

・回線自動転換機能付き分岐アダプタを使うと、電話機での通話時に、ノイズ
が入ることがあります。これを防ぐには、ノイズ防止回路付きの回線自動転
換機能付き分岐アダプタを使うことをおすすめします。

モデムの設定

パソコンのモデムを使ったインターネットへの接続のしかたや設定について詳しく
は、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「通信の設定」-「モデムの設定」をご覧ください。

モデムを使っての通信が終了したら

通信が終了したら、画面右下の通知領域に が表示されていないことを確認してく
ださい。

通信回線
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モデムを使用するときの注意

・通信を行うときは、使用していないアプリケーションを終了してください。
・通信中は休止状態やスタンバイ状態にしないでください。
・接続中または接続して通信中に、【Fn】を使ってディスプレイの切り替えや画面の
伸縮をしたりビープ音や輝度の調節を行わないでください。接続できない場合や
通信が切断される場合があります。

・内蔵FAXモデムは一般加入電話回線のみに対応しています。それ以外の回線に接
続すると故障、破損の原因になります。

・回線の状態によっては、接続しにくかったり、通信時に雑音が入ったり、希望の通
信速度では通信できない場合があります。

・キャッチホンサービスをご利用の場合、通信中に電話がかかってくると、モデムで
の接続が切断されることがあります。

・コードレスホンや親子電話など加入電話回線以外の回線を使っている場合、正常
なデータ通信ができないことがあります。

・電話局の交換機の種類によっては、14,400bpsでのファクシミリ通信ができな
い場合があります。その場合は通信速度を9,600bpsに変更してください。

・データ通信を行う場合、フロー制御はRTS/CTSに設定してください。
・構内交換機（PBX）の種類によっては、内蔵FAXモデムが使用できない場合があります。
・通常の電話回線を使用する場合、送信レベルは購入時の設定から変更する必要は
ありません。

・回線状況が悪く、うまく接続ができない場合は送信レベルの調整が必要な場合が
あります。送信レベルの調整を、工事担任者以外が行うことは法律で禁じられてい
ますので、当社指定の窓口にご相談ください。

・ハイパーターミナルなどを使用して通信する場合はATコマンドが必要です。AT
コマンドについては、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ハードウェア情報」-
「ATコマンド」をご覧ください。

・このパソコンのモデムはデータ通信、ファクシミリ通信、インターネット通信の各
機能が使用できますが、添付のアプリケーション以外では機能が使用できない場
合があります。

海外で内蔵のモデムを使用する

このパソコンの内蔵モデムを使用可能な国は次のとおりです。
アイルランド、イタリア、英国、オーストラリア、オーストリア、オランダ、カナダ、ギ
リシャ、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、デンマーク、ドイツ、ニュー
ジーランド、ノルウェー、フィンランド、フランス、米国、ベルギー、ポルトガル、香港、
マレーシア、ルクセンブルグ、日本

記載の国以外では内蔵モデムを使用しないでください。

通信回線



64

■使用する国にあわせたモデムの設定
海外で内蔵のモデムを使用する場合は、使用する国にあわせて設定する必要があります。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとその他のハードウェア」-「電
話とモデムのオプション」をクリックする
「電話とモデムのオプション」が表示されます。

2「モデム」をクリックする

3「プロパティ」をクリックする

4「詳細設定」をクリックする

5「国または地域の選択」の をクリックし、使用する国名を選択する

6「OK」をクリックする
「成功」の画面が表示されます。

7「OK」をクリックする

8「ダイヤル情報」をクリックする

9「新規」をクリックする

10「所在地」欄に任意の名称を入力する

11「国/地域」の をクリックし、使用する国名を選択する

12「市外局番」欄に、使用する発信元の番号を入力する

13「OK」をクリックする

14「電話とモデムのオプション」の画面を閉じる

国別の設定が正しくない場合、電話回線網へ損害を与えるおそれがあります。
また、パソコンの故障の原因にもなりますので、回線接続を行う前に必ず国別
の設定が正しいか確認してください。

通信回線
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通信環境を切り替える

パソコンをさまざまな場所に持ち歩いていると、インターネットに接続するときや
会社内のLANに接続するときなど、いろいろな接続先を設定することが多くなりま
す。たとえば、会社では社内のLANに接続し、出張先ではPHSやモデムを使って接
続。休日はADSL回線でインターネットを楽しんだり、外出先でワイヤレスLANを利
用する、といったようにいろいろな通信環境を利用するときは、それぞれにあわせた
設定を作っておき、切り替えて使用することになります。

「MobileOptimizer」の利用

いくつもの接続設定を使用環境に合わせて切り替えるときは「MobileOptimizer」が
便利です。あらかじめ接続先にあわせた設定を作成して「MobileOptimizer」に登録
しておけば、簡単な操作で切り替えられるようになります。
「MobileOptimizer」は購入時にはインストールされていません。「ソフトナビゲー
ター」を使ってインストールしてください。

・ 「MobileOptimizer」のインストールと起動のしかた→ 「ぱそガイド」-「アプリケーション
の紹介と説明」-「50音別目次」

・ 「MobileOptimizer」の使い方→「スタート」-「すべてのプログラム」-「MobileOptimizer」-
「MobileOptimizer ヘルプ」

通信回線
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セキュリティ機能
このパソコンの不正使用、パソコン本体とデータの盗難、またはパソコンの起動に必
要なファイルへのウイルス感染の防止方法を説明します。

盗難を防ぐ（セキュリティケーブル）

このパソコンの盗難防止用ロック（ ）（p.31、p.33）に別売のセキュリティケーブ
ル（PK-SC/CA02）を取り付け、盗難を防ぐことができます。詳しくは、セキュリティ
ケーブルのマニュアルをご覧ください。

当社製セキュリティケーブル（PK-SC/CA01）は、このパソコンでは使用でき
ません。

不正使用やデータの盗難を防ぐ（パスワード）

パスワードには、Windowsで設定するパスワードとBIOSで設定するパスワードが
あります。Windowsで設定するパスワードでは、起動時にパスワードを入力しない
とWindowsを起動できないように設定できます。詳しくはWindowsのヘルプをご
覧ください。
BIOSで設定するパスワードでは、パソコン起動時やBIOS設定変更時にパスワード
の入力が必要になるように設定したり、ハードディスクにパスワードを設定してお
くことができます。詳しくは、次の「起動時やBIOS設定変更時のパスワード」または
「ハードディスクのパスワード」（p.68）をご覧ください。

起動時やBIOS設定変更時のパスワード

パソコンにパスワードを設定することで、BIOSセットアップユーティリティを起動
するときにパスワードの入力が必要になり、入力したパスワードによって設定可能
な項目が制限されます。また、パソコンの電源を入れるときにパスワードの入力が必
要な設定にすると、パソコンが不正に使用されることを防げます。

・設定したパスワードは忘れないようにしてください。パスワードは再セッ
トアップしても解除できません。パスワードは忘れないように控えて、人目
に付かないところに保管しておくことをおすすめします。

・ご購入元、NEC 121コンタクトセンターなどにパソコンの修理を依頼さ
れる際には、パスワードを解除しておいてください。

セキュリティ機能
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■パスワードの種類
設定できるパスワードには、「スーパバイザパスワード」と「ユーザパスワード」があ
ります。このパソコンを複数のユーザーで使用する場合に、管理者以外のユーザーが
BIOSの設定を自由に変更できないようにしたり、パスワードを知らない人が不正に
パソコンを起動してデータ盗難などを行うのを防ぐことができます。

●スーパバイザパスワード
管理者用のパスワードです。スーパバイザパスワードを入力してBIOSセットアップ
ユーティリティを起動すると、すべての項目が設定可能になります。

●ユーザパスワード
使用者用のパスワードです。ユーザパスワードを設定するには、スーパバイザパス
ワードが設定されている必要があります。ユーザパスワードを入力してBIOSセット
アップユーティリティを起動した場合、設定できる項目が制限されます。

LaVie Jをお使いの場合、スーパバイザパスワードのみを設定しているとき
は、パスワード入力画面でパスワードを入力せずに【Enter】を押して、Win-
dowsやBIOSセットアップユーティリティを起動することができます。パソ
コンの不正使用を防止するためには、スーパバイザパスワードとユーザパス
ワードの両方を設定してください。

■パスワードの設定をする
パスワードの設定は、BIOSセットアップユーティリティで行います。
設定方法については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ハードウェア情報」-
「BIOS設定」をご覧ください。

■パスワードを設定しているときの電源の入れ方
パソコン起動時にパスワードの入力が必要な設定にしているときは、次の手順で電
源を入れてください。

1 パソコンの電源を入れる
次のようなパスワードを入力する画面が表示されます。

◆LaVie MEの場合

パスワードを入力してください。［_　　　　］

◆LaVie Jの場合

　　　Enter CURRENT Password：　　　

セキュリティ機能
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2 設定したパスワードを入力し、【Enter】を押す
正しいパスワードを入力すると、Windowsが起動します。

・間違ったパスワードを入力すると警告が表示されます。3回間違ったパス
ワードを入力すると、パスワードの入力ができなくなります。その場合は、
一度パソコンの電源を切って、手順1からやりなおしてください。

・スーパバイザパスワードとユーザパスワードの両方を設定している場合
は、どちらのパスワードを入力してもかまいません。

ハードディスクのパスワード

ハードディスクにパスワードを設定することで、このパソコンからハードディスク
を抜き取り、ほかのパソコンに移し替えて不正にハードディスクの中身を読み取ら
れるのを防ぐことができます。

・ハードディスクのパスワードは、他人が不正にパソコンを起動できないよ
うにするものではなく、ハードディスクをこのパソコンから抜き取られて
他のパソコンで使用されるのを防ぐものです。ハードディスクのパスワー
ドだけでは十分にパソコンの不正使用を防止できませんので、ほかのセ
キュリティ機能と併用してください。

・ハードディスクのパスワードのセキュリティを有効にしても、設定したマスタ
パスワードやユーザパスワードをパソコンの起動時に入力する必要はありま
せん。

■パスワードの種類

●マスタパスワード
ロック解除専用のパスワードです。ユーザパスワードでロック解除できないときに、
代わりにロック解除するためのパスワードです。

●ユーザパスワード
ハードディスク認証を行うために設定します。ユーザパスワードを設定することで、
このパソコン以外でのハードディスクの不正使用を防止できます。

セキュリティ機能
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■パスワードの設定をする
パスワードの設定はBIOSセットアップユーティリティで行います。設定方法につい
ては、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ハードウェア情報」-「BIOS設定」をご覧
ください。

・ LaVie MEをお使いの場合、マスタパスワードを設定しないとユーザパス
ワードは設定できません。

・ LaVie Jをお使いの場合、ハードディスクのパスワードは必ずHDDマスタ
パスワード、HDDユーザパスワードの順で両方を設定してください。片方
のみ設定しただけでは、ハードディスクのセキュリティは有効になりませ
ん。

・ハードディスクのパスワードを忘れてしまった場合、ロックは解除できま
せん。ロックを解除するためには、ハードディスクを有償で交換する必要が
あります。ハードディスクのパスワードは忘れないよう十分注意してくだ
さい。

ウイルスや不正侵入を防ぐ

コンピュータウイルスから守る（Norton AntiVirus）

コンピュータウイルスからパソコンを守るために、日頃からウイルスチェックを行
いましょう。コンピュータウイルスに感染すると、パソコンが壊れたり、正常に動作
しなくなることもあります。また、パソコンの動作は正常に見えても、知らない間に
感染し、パソコンに登録してあるメールアドレスに勝手にウイルス入りのメールを
送ってしまうウイルスもあります。このパソコンにインストールされている
「Norton AntiVirus」を使ってコンピュータウイルスの感染を防ぐようにしましょ
う。ウイルスに感染してしまった場合もNorton AntiVirusでウイルスを駆除するこ
とができます。

「Norton AntiVirus」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

セキュリティ機能
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ハードディスク起動セクタへのウイルス感染防止

パソコンの電源を入れたときに、起動のために最初に読み込む部分をハードディス
ク起動セクタといいます。ハードディスク起動セクタがウイルスに感染してしまう
と、パソコンを正常に起動できなくなってしまうことがあります。ハードディスク起
動セクタへの書き込みを禁止に設定しておくことで、起動に必要なファイルのウイ
ルス感染を防止できます。

LaVie Jをお使いの場合、なんらかのプログラムがハードディスク起動セクタへ書
き込みを行おうとしたときは、次のように表示されます。

BootSector Write !!

VIRUS: Continue (Y/N)?

書き込みを防止するためには「N」を入力してください。

ハードディスク起動セクタへの書き込み禁止の設定→このPARTの「BIOSセットアップユー
ティリティ」の「設定項目一覧」（p.131、p.134）

パソコンへの不正侵入を防ぐ（PCGATE Personal）

インターネットに接続しているときなど、通信の機能を使って外部にパソコンをつ
ないでいるときはパソコンに不正侵入される可能性があります。不正なアクセス者
によって、知らない間にパソコンの中のデータを覗かれたり改ざんされたりなどの
被害にあわないように、対策を行う必要があります。このパソコンにインストールさ
れている「PCGATE Personal」を使って不正侵入を防ぐようにしてください。

「PCGATE Personal」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音
別目次」

PCGATE Personalのほかに別売のファイアウォール機能を持つルータを組
み合わせて使うと、よりセキュリティ効果が高まります。

セキュリティ機能
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ポインティングデバイス

マウス添付のモデルや別売のマウスを購入した場合は、NXパッドのほかにもマウス
を使用できます。パソコンを外出先に携帯して使うときはNXパッドで操作し、自宅
や仕事先などスペースにとらわれず使用できる場所ではマウスで操作、と使い分け
ることができ便利です。

NXパッド

名称と役割

■ LaVie MEの場合 ■ LaVie Jの場合

①

③

①

②

③

④

機能
ここで指をすべらせて、ポインタの移動などを行
います。

左右2つのボタンがあります。これらのボタンで
操作の確定などを行います。

このボタンを押すことで、画面をスクロールさせ
ることができます。

このスイッチをスライドすることで、画面をスク
ロールさせることができます。

名称
パッド

クリックボタン

スクロールボタン
（LaVie ME）

スクロールスライドスイッチ
（LaVie J）

ポインティングデバイス

②

①

④

②
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便利な使い方

■パッドのみで使う
パッドのみでクリックやダブルクリック、ドラッグなどの操作ができます。左手で
パソコンを持ちながら右手のみで操作したいときなどに便利な操作方法です。
●タップ／ダブルタップ
パッドを指先で軽く1回たたくと、クリックと同じ操作になります。2回連続して
たたいた場合はダブルクリックと同じです。それぞれタップ、ダブルタップと呼び
ます。
●ドラッグ
ドラッグするアイコンなどの上にポインタを合わせた状態でパッドを軽くたた
き、そのまま指を動かすことでドラッグできます。

■NXパッドを設定する
タップやパッドのみでのドラッグのほかにも、パッド上で指をすべらせることで
画面をスクロールさせたり、キーボードから入力するときに間違ってタップした
りポインタが動くことがないようにNXパッドを無効にしておく機能などもあり
ます。これらの機能を使うには、NXパッドの設定が必要です。「スタート」-「コント
ロールパネル」-「プリンタとその他のハードウェア」-「マウス」をクリックすると
表示される「マウスのプロパティ」で設定ができます。

「ボタン」タブにある「デモ」ボタンをクリックすると、パッドやボタンを使った
便利な使い方の説明を見ることができます。

NXパッドの設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「マウス、パッドの設定」-「NXパッドの
設定」

スクロールボタン／スクロールスライドスイッチ

スクロールボタンまたはスクロールスライドスイッチを使うと、ウィンドウの表示
内容を上下方向にスクロールしたり、拡大縮小表示できます。

・スクロールボタンまたはスクロールスライドスイッチの機能に対応していな
いアプリケーションでは使えません。

・アプリケーションによっては、ポインタの位置によって動作が異なること
があります。

ポインティングデバイス
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■画面を上下方向にスクロールする
図のようにスクロールボタンのパッド側や手前側を押したり、スクロールスライ
ドスイッチをパッド側や手前側にスライドすることで画面が上下にスクロールし
ます。ボタンを押したままにしたり、スイッチをスライドさせたままにすると、連
続して画面もスクロールします。

●LaVie MEの場合 ●LaVie Jの場合

LaVie Jをお使いの場合は、スイッチを押すことで画面を上下左右にスクロー
ルすることもできます。
スクロールさせたい画面にポインタを移動してスクロールスライドスイッチ
を押すと、ポインタの形が や に変わります。ポインタの形が変わったら
パッドを使ってスクロールしてください。もう一度スイッチを押すとスクロー
ルを終了します。

■ズーム機能を使う

アプリケーションによっては、この機能は使えません。

●LaVie MEの場合
拡大または縮小したい画面にポインタを合わせ、キーボードの【Ctrl】を押したま
まスクロールボタンのパッド側や手前側を押します。パッド側を押すと表示が拡
大され、手前側を押すと縮小されます。

●LaVie Jの場合
拡大または縮小したい画面にポインタを合わせ、キーボードの【Ctrl】を押したま
まスクロールスライドスイッチをパッド側や手前側にスライドします。パッド側
にスライドすると表示が拡大され、手前側にスライドすると縮小されます。

ポインティングデバイス
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マウス

マウスが添付されているモデルを購入された場合はマウスが使用できます。別売の
USBマウスを使用することもできます。

マウスの接続

1 マウスのプラグをパソコンのUSBコネクタ（ ）に接続する
プラグの が上を向くように差し込んでください。

USBコネクタへの接続→このPARTの「USBコネクタ」（p.96）

マウスを使用するための設定

このパソコンでマウスを使用するにはマウスドライバの設定が必要です。また、マウ
スを使用するために設定を行ったあとでNXパッドを使用する場合は、NXパッドを
使用する設定に戻す手順が必要です。

マウスを使用する設定にする、NXパッドを使用する設定に戻す→ 「ぱそガイド」-「パソコンの
設定」-「マウス、パッドの設定」-「マウスの設定」

■マウスを設定するときの注意
マウスドライバの変更を行うとき、一時的にマウスやNXパッドなどが使用でき
なくなる場合があります。その場合でもキーボードによる操作は可能なので、次の
手順でWindowsを再起動してください。

1【 】を押す

2 カーソル移動キーで「終了オプション」を選択し、【Enter】を押す

3 カーソル移動キーで「再起動」を選択し、【Enter】を押す

ポインティングデバイス
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キーボード／ワンタッチスタートボタン

キーの名称と役割

キーの名称

■ LaVie MEの場合

キーボード／ワンタッチスタートボタン

■ LaVie Jの場合
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【 】： アプリケーションキー

 【カタカナ ひらがな】： かなキー

 【変換】： 変換キー

 スペースキー

 【無変換】： 無変換キー

【半角／全角】： 半角／全角キー

【Alt】： オルトキー

【 】： Windowsキー

【Fn】： エフエヌキー

【Caps Lock】： キャップスロックキー

【Tab】： タブキー

【Esc】： エスケープキー

【F1】～【F12】： ファンクションキー

【Pause】： ポーズキー

【Ins】： インサートキー

【Del】： デリートキー

【Back Space】： バックスペースキー

【Enter】： エンターキー（リターンキー）

【Shift】： シフトキー

【↑】【↓】【←】【→】： カーソル移動キー

【Ctrl】： コントロールキー

特殊なキーの使い方

説　　明
一度押すとキャップスロックキーランプ（ ）が点灯し、ア
ルファベットを入力すると大文字が入力されます。もう一
度押すとランプは消灯し、アルファベットを入力すると小
文字が入力されます。

押すごとに、日本語入力システムのオン／オフが切り替わ
ります。

日本語入力システムがオンになっているとき、一度押すと
かな入力モードになり、キー上面のかな文字で日本語を入
力できるようになります。もう一度押すとローマ字入力
モードになり、キー上面のアルファベットの組み合わせで
日本語を入力できるようになります。

日本語入力システムがオンになっているとき、一度押すと
英数字を入力できるようになります。

日本語入力システムがオンになっていて英数字が入力さ
れるモードになっているとき、一度押すとひらがなやカタ
カナを入力できるようになります。

他のキーと組み合わせて機能を実行します（p.77）。

右クリックするのと同じ機能があります。

「スタート」をクリックするのと同じ機能があります。

「ファイル名を指定して実行」を表示します。

現在起動しているウィンドウをすべてアイコン化します。

【 】＋【M】でアイコン化したウィンドウを元に戻します。

Windowsのヘルプを表示します。

ファイルやフォルダを検索するウィンドウを表示します。

コンピュータを検索するウィンドウを表示します。

タスクバーに表示されているボタンを順番に切り替えます。

キー操作
【Shift】＋【Caps Lock】

【半角／全角】

【Alt】＋
【カタカナ ひらがな】

【Caps Lock】

【カタカナ ひらがな】

【Fn】

【 】

【 】

【 】＋【R】

【 】＋【M】

【Shift】＋【 】＋【M】

【 】＋【F1】

【 】＋【F】

【Ctrl】＋【 】＋【F】

【 】＋【Tab】

キーボード／ワンタッチスタートボタン
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ホットキー機能

【Fn】と他のキーを組み合わせることで、パソコンの設定をキー操作で簡単に調整す
ることができます。これをホットキー機能といいます。

キー操作
【Fn】＋【F2】※

【Fn】＋【F3】

【Fn】＋【F5】

【Fn】＋【F6】

【Fn】＋【F7】

【Fn】＋【F8】

【Fn】＋【F9】

【Fn】＋【F10】

【Fn】＋【F11】

【Fn】＋【F12】

【Fn】＋【Ins】

【Fn】＋【Del】

【Fn】＋【 】

【Fn】＋左【Alt】

【Fn】＋【Pause】

【Fn】＋【↑】

【Fn】＋【↓】

【Fn】＋【←】

【Fn】＋【→】

機　　能
ワイヤレスLAN機能の
オン／オフ（ ）
（LaVie Jの場合）

ディスプレイの切り替え
（ ）

画面の伸縮（ディスプレ
イストレッチ機能）
（LaVie MEの場合）

ビープ音のオン／オフ
（ ）

輝度を上げる（ ）
（LaVie Jの場合）

輝度を上げる（ ）
（LaVie MEの場合）

輝度を下げる（ ）
（LaVie Jの場合）

輝度を下げる（ ）
（LaVie MEの場合）

音量を上げる（ ）
（LaVie Jの場合）

音量を下げる（ ）
（LaVie Jの場合）

スクロールロック

ニューメリックロック

プリントスクリーン

システムリクエスト

右Windows

右Alt

Break

Page Up

Page Down

Home

End

説　　明
ワイヤレスLAN機能のオン／オフを
設定します。

外部ディスプレイが接続されている
とき、表示するディスプレイを切り替
えます（p.122）。

低解像度時に、ディスプレイの画面を
拡大表示する／しないを切り替えま
す（p.119）。

ビープ音のオン／オフを設定します。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
の輝度が増加します（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
の輝度が増加します（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
の輝度が低下します（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
の輝度が低下します（8段階）。

キーを押すごとに、音量が増加します。

キーを押すごとに、音量が低下します。

【Scr Lock】の役割

一度押すとニューメリックロック
キーランプ（ ）が点灯し、キー上段に
黄色で表示されている数字や記号が
入力できるようになります。もう一度
押すとランプは消灯し、通常の文字が
入力できるようになります。

【Prt Scr】の役割

【Sys Rq】の役割

右【 】の役割

右【Alt】の役割

【Break】の役割

【PgUp】の役割

【PgDn】の役割

【Home】の役割

【End】の役割

キーボード／ワンタッチスタートボタン

※：5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANモデルのみ
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ワンタッチスタートボタン

このパソコンには、【インターネット】ボタンと【メール】ボタンの2つのワンタッチス
タートボタンがあります。ワンタッチスタートボタンを押すと、あらかじめ割り当て
られたアプリケーションが起動します。すばやく簡単にアプリケーションを起動で
きるので便利です。

各ボタンの使い方

ワンタッチスタートボタンの設定

「ワンタッチスタートボタンの設定」では、【インターネット】ボタンや【メール】ボタ
ンを押したときに起動するアプリケーションを選択したり、ワンタッチスタートボ
タンの機能の有効／無効を切り替えることができます。

「ワンタッチスタートボタンの設定」について→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「キーボー
ドの設定」-「ワンタッチスタートボタンの設定」、または「スタート」-「すべてのプログラム」-「ワン
タッチスタートボタンの設定」-「ワンタッチスタートボタンの設定 ヘルプ」

説　　明
インターネットに接続するためのボタンです。購入時の状態
では「インターネット無料体験」またはインターネットに接続
するためのウィザード画面が起動します。

メールのアプリケーションを起動するためのボタンです。購入
時の状態では「Outlook」、「Outlook Express」またはイン
ターネットに接続するためのウィザード画面が起動します。

表示 ボタンの名称
【インターネット】
ボタン

【メール】ボタン

キーボード／ワンタッチスタートボタン

【Fn】＋【F3】、【Fn】＋【F5】、【Fn】＋【F6】、【Fn】＋【F11】、【Fn】＋【F12】の設
定については、パソコンを起動するたびに設定をしなおす必要があります。

キーボードをより使いやすく設定する→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「キーボードの設定」
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ワンタッチスタートボタンを使用するときの注意

・セーフモードなど、Windowsのキーボードドライバが動作しない状態では、ワン
タッチスタートボタンは使えません。

・休止状態またはスタンバイ状態からワンタッチスタートボタンを押して復帰した
ときに、設定したアプリケーションが起動しない場合があります。このような場合
は、以下のいずれかの設定を行ってください。
- 「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源オ
プション」をクリックし、「詳細設定」タブの「スタンバイから回復するときにパ
スワードの入力を求める」の  をクリックして  にする

- 「スタート」-「コントロールパネル」-「ユーザーアカウント」-「ユーザーのログオ
ンやログオフの方法を変更する」の「ユーザーの簡易切り替えを使用する」の 
をクリックして  にする

・パソコンの電源を切った状態からアプリケーションを起動させる場合、ユーザー
アカウントを複数設定していると、ログオン画面でユーザーを選択する必要があ
ります。また、パスワードを設定している場合は、ログオンユーザーのパスワード
を入力する必要があります。

キーボード／ワンタッチスタートボタン
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CD/DVDドライブ

 J 使用する前に（LaVie Jのみ）

次の手順でUSBコネクタに接続してください。

CD/DVDドライブが添付されていないモデルをお使いの場合、LaVie JでCD-
ROMなどのディスクを使用するには別売の外付けCD-R/RW with DVDド
ライブ（PC-VP-BU14）、外付けCD-R/RWドライブ（PC-VP-BU13）、または
外付けCD-ROMドライブ（PC-VP-BU12）が必要になります。

CD/DVDドライブを接続する

1 CD/DVDドライブの背面にCD/DVDドライブ用ケーブルのプラグを取り付
ける
○マークのある方を上にして、押し込みます。

CD/DVDドライブ
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2 CD/DVDドライブ用ケーブルのプラグを、パソコン左側面のUSBコネクタ
（ ）とNEC専用電源I/F( )に接続する
プラグの左右を確認してから、押し込んでください。

パソコン背面のUSBコネクタには、接続できません。

USBコネクタ（ ）

NEC専用電源I/F（ ）

CD/DVDドライブ
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レンズ保護シート

イラストはモデルにより異なります

CD/DVDドライブを取り外す

CD/DVDドライブを接続すると画面右下の通知領域に が表示されます。CD/
DVDドライブを取り外すときは、 をクリックすると表示される「××××を安全
に取り外します」で、取り外す機器名が表示されているものをクリックします。「安全
に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外してください。

正しい手順で取り外さないと、パソコンが正常に動作しなくなることがあります。

CD/DVDドライブのレンズ保護シートの取り外し方

レンズ保護シートがあらかじめ取り付けられている場合は、使用する前にレンズ保
護シートを取り外してください。

1 イジェクトボタンを押す
ディスクトレイが少し飛び出します。

CD/DVDドライブの電源が入っていない場合は、イジェクトボタンを押して
もディスクは飛び出しません。CD/DVDドライブをパソコンに接続し、パソコ
ンの電源を入れてください。

2 手でディスクトレイを静かに引き出す

3 レンズ保護シートを取り外す

4 CD/DVDドライブの前面を押して、ディスクトレイを元の位置に戻す
カチッと音がするまでしっかり押してください。

CD/DVDドライブ
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ドライブとディスクの互換性

このパソコンのCD/DVDドライブで使えるディスクは次のとおりです。

 ◎ 読み込み・書き込み可
 ○ 読み込みのみ可(書き込み不可)
 × 読み込み・書き込み不可

 ※: 片面2.6GバイトのDVD-RAMおよび、両面5.2GバイトのDVD-RAMは、読み込みのみ可(書き込み、
フォーマット不可)。なお、カートリッジから取り出せないタイプのDVD-RAMは利用できません。

CD/DVDドライブを使用するときの注意

・CD/DVDドライブ内のレンズには触れないでください。
・ラベルやテープが貼られているなど、重心バランスの悪いディスクを使用すると、
使用時の振動や故障の原因になります。

・コピーコントロールCDなどの一部の音楽CDは、現在のCompact Discの規格
外の音楽CDです。規格外の音楽CDについては、音楽の再生や音楽CDの作成がで
きないことがあります。

・このパソコンで音楽CDを使用する場合、ディスクレーベル面にCompact Disc
の規格準拠を示す［CDロゴ］（ ）マークの入ったディスクを使用してください。

・CD（Compact Disc）規格外ディスクを使用すると、正常に再生ができなかった
り、音質が低下したりすることがあります。

・アクセスランプが点滅しているときは、パソコンからCD/DVDドライブ用ケーブ
ルを取り外さないでください。また、ケーブルの抜き差し行う場合は3秒以上の間
隔をおいてください（LaVie Jのみ）。

・CD/DVDドライブのほかにUSB対応機器を接続していると、転送速度が遅くな
ることがあります（LaVie Jのみ）。

音楽CD、ビデオCD、
フォトCD、CD-ROM

○

○

○

○

メディア

ドライブ

CD-ROM
ドライブ

CD-R/RW
ドライブ

CD-R/RW
with DVD-ROM

ドライブ

DVD-RAM/
R/RWドライブ

CD-R

○

◎

◎

◎

CD-RW

×

◎

◎

◎

DVD-ROM
(DVD-Video)

×

×

○

○

DVD-R

×

×

○

◎

DVD-RW

×

×

○

◎

DVD-RAM

×

×

×

◎※

CD/DVDドライブ
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ディスクのセットのしかたと取り出し方

ディスクをセットする

■ LaVie MEの場合

1 CD/DVDドライブのイジェクトボタンを押す

ディスクトレイが少し飛び出します。

2 手でディスクトレイを静かに引き出す
レンズ保護シートがあらかじめ取り付けられている場合は、使用する前に必ずレ
ンズ保護シートを取り外してください。

3 ディスクのデータ面（文字などが印刷されていない面）を下にして、傷など付
けないようディスクトレイの中央に置き、ディスクを軸にしっかりはめ込む

4 CD/DVDドライブのイジェクトボタンに触れないようにディスクトレイ前
面を押して、ディスクトレイを元の位置に戻す

イジェクトボタン

CD/DVDアクセスランプ

軸

CD/DVDドライブ
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軸

■ LaVie Jの場合

1 イジェクトボタンを押す

ディスクトレイが少し飛び出します。

CD/DVDドライブの電源が入っていない場合は、イジェクトボタンを押して
もディスクトレイは飛び出しません。CD/DVDドライブをパソコンに接続し、
パソコンの電源を入れてください。

2 手でディスクトレイを静かに引き出す

3 ディスクのデータ面（文字などが印刷されていない面）を下にして、傷など付
けないようディスクトレイの中央に置き、カチッと音がするまでディスクを
軸にはめ込む

4 CD/DVDドライブの前面を押して、ディスクトレイを元の位置に戻す
カチッと音がするまでしっかり押してください。

CD/DVDドライブ
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ディスクを取り出す

ディスクへのアクセス中（アクセスランプ点灯中）は、ディスクを取り出さない
でください。

CD/DVDドライブのイジェクトボタンを押すとディスクトレイが少し飛び出すの
で、ディスクトレイを引き出してディスクを取り出してください。

音楽CDやDVD-Videoディスクの再生

ディスクを再生するのに便利なボタン

■CD/DVDプレーヤボタン（LaVie MEのみ）
ディスクを再生するときに次のボタンを利用できます。

CD/DVDプレーヤボタンには次の機能があります。

ボタン 機能

停止

前のトラックへ戻る
押し続けると巻き戻し

再生／一時停止

次のトラックへ進む
押し続けると早送り

CD/DVDドライブ
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CD/DVDドライブ

Windowsが起動している場合、CD/DVDプレーヤボタンは、このパソコンに
インストールされている「BeatJam」または「WinDVD 4」で使用できます。

音楽CDの再生

このパソコンにインストールされている「BeatJam」で音楽CDを再生できます。

「BeatJam」の使い方→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」、ま
たは「スタート」-「すべてのプログラム」-「JUSTSYSTEM アプリケーション」-「BeatJam」-
「BeatJamのマニュアル」

■音楽CD からのデジタル出力設定
このパソコンでは音楽CDからの出力をデジタルで行うことができます。

パソコンのスピーカから音楽CDの音声が出力されない場合は、音楽CDからの
デジタル出力設定が必要です。

音楽CD からのデジタル出力設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「サウンドの設定」

DVD-Videoディスクの再生（CD-R/RW with DVD-ROMモデル、DVD-RAM/
R/RWモデルのみ）

このパソコンにインストールされている「WinDVD 4」でDVD-Videoディスクを再
生することができます。
このパソコンにはDolby Virtual Speaker機能が搭載されています。外部ステレオ
スピーカを接続し、ドルビーデジタル5.1チャンネルサラウンド対応のDVD-Video
ディスクを再生すると、迫力あるサラウンドサウンドでDVD-Videoディスクを楽し
むことができます。
また、DolbyHeadphone機能も搭載されています。このパソコンのヘッドフォン／
オーディオ／光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子（ / ）（LaVie MEの場
合）、ヘッドフォン／オーディオ出力端子（ ）（LaVie Jの場合）に市販のヘッドフォ
ンを接続すると、DVD-Videoディスクの臨場感あふれるデジタルサウンドを楽しむ
ことができます。これらの機能を利用するには設定が必要です。WinDVD 4で
をクリックして設定を行ってください。

Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。
ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
非公開機密著作物。著作権1992-1999年ドルビーラボラトリーズ。不許複製。
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・「WinDVD 4」の使い方について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音
別目次」、または「WinDVD 4」のヘルプ

・DolbyHeadphone機能について→このPARTの「サウンド機能」（p.123)

このパソコンではリージョンコード（国別地域番号）が2またはフリーに設定
されているDVD-Videoディスクのみ再生することができます。

CD-RやCD-RWにデータを書き込む（CD-ROMモデルを除く）

このパソコンにインストールされている「RecordNow DX」を使うと、CD-Rや
CD-RWにデータを書き込んだり、音楽CDなどから好きな曲を集めてオリジナル音
楽CDを作ったりできます。

・お客様がオリジナルのCD-ROM、音楽CD、ビデオCDなどの複製や改変を
行う場合、オリジナルのCD-ROMなどについての著作権を保有していな
かったり、著作権者から複製・改変の許諾を受けていない場合は、著作権法
または利用許諾条件に違反することがあります。複製などの際は、オリジナ
ルのCD-ROMなどの利用許諾条件や複製に関する注意事項にしたがって
ください。

・コピーコントロールCDなど、一部の音楽CDではオリジナル音楽CDを作成
できない場合があります。

・書き込みを行う前には必ず、他のアプリケーションは終了し、スクリーン
セーバーや常駐プログラムを解除してください。

・書き込みに失敗したメディアは再生できなくなります。書き損じによるメ
ディアの補償はできませんので、ご注意ください。

・データを書き込むときは、書き込み中に省電力状態にならないように設定
してください。

・作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などにより、他のドラ
イブでは使用できない場合がありますので、ご注意ください。

・「RecordNow DX」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別
目次」

・自動的に省電力状態にならないように設定する→「省電力機能の設定」（p.48）
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DVD-RやDVD-RW、DVD-RAMにデータを書き込む（DVD-RAM/R/RWモデルのみ）

■DVD-R、DVD-RWにデータを書き込む
DVD-RAM/R/RWモデルでは、DVD-R、DVD-RWへのデータの書き込みやDVD-RW
の書き換えができます。
DVD-RやDVD-RWへのデータの書き込みや、DVD-RWの書き換えをするには
「RecordNow DX」を使用します。

・お客様がオリジナルのCD-ROM、音楽CD、ビデオCD、DVD-ROM、DVD-
Videoなどの複製や改変を行う場合、オリジナルのCD-ROMなどについて
の著作権を保有していなかったり、著作権者から複製・改変の許諾を受けて
いない場合は、著作権法または利用許諾条件に違反することがあります。複
製などの際は、オリジナルのCD-ROMなどの利用許諾条件や複製に関する
注意事項にしたがってください。

・書き込みを行う前には必ず、他のアプリケーションは終了し、スクリーン
セーバーや常駐プログラムを解除してください。

・書き込みに失敗したメディアは再生できなくなります。書き損じによるメ
ディアの補償はできませんので、ご注意ください。

・データを書き込むときは、書き込み中に省電力状態にならないように設定
してください。

・作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などにより、他のドラ
イブでは使用できない場合がありますので、ご注意ください。

・「RecordNow DX」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別
目次」

・自動的に省電力状態にならないように設定する→このPARTの「省電力機能の設定」(p.48)
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■ DVD-RAMにデータを書き込む
DVD-RAMへのデータの書き込みには「DVD-RAM用ドライバーソフト」が必要で
す。このソフトにより、ハードディスクやフロッピーディスクと同様に、ファイルの
書き込みや削除が可能になります。

・このパソコンのDVD-RAM/R/RWドライブで、DVD-RAMメディアを使
用するときは、カートリッジなしのタイプを使うか、メディア取り出し可能
なカートリッジタイプでメディアを取り出してお使いください。

・このパソコンのDVD-RAM/R/RWドライブは、片面2.6Gバイト／両面
5.2GバイトのDVD-RAMメディアへの書き込み、書き換えには対応してい
ません。

DVD-RAMを利用する設定にする

DVD-RAMを利用するためには、次の手順で設定を行ってください。設定を行わない
場合、CD-R/RWへの書き込みが優先され、DVD-RAMは利用できません。

1「スタート」-「マイコンピュータ」をクリックする

2 DVD-RAM/R/RWドライブのアイコンを右クリックする

3 表示されたメニューの「プロパティ」をクリックする

4「書き込み」をクリックする

5「このドライブでCD書き込みを有効にする」が  になっていることを確認
する
 になっていた場合は、  をクリックして  にしてください。

6「OK」をクリックする
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DVD-RAMをフォーマットする

フォーマットされていないDVD-RAMにデータを書き込むにはフォーマットが必要
です。次の手順でフォーマットを行ってください。

DVD-RAMをフォーマットするときは、Norton AntiVirusのAuto Protect
を無効にしてください。

1 DVD-RAM/R/RWドライブに、フォーマットするDVD-RAMメディアを
セットする

2「スタート」-「すべてのプログラム」-「DVD-RAM」-「DVD-RAM ドライバー」-
「DVDForm」をクリックする
次の画面が表示されます。

3「フォーマット種別」と「ボリュームラベル」の項目を設定して「開始」をクリッ
クする
フォーマット確認の画面が表示されます。

4「はい」をクリックする
フォーマットがはじまります。

5 フォーマットが終了して、次の画面が表示されたら「OK」をクリックする

6 をクリックして画面を閉じる
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他のDVDプレーヤーでメディアを読み込むときの注意

DVD-RAM/R/RWモデルのDVD-RAM/R/RWドライブは、次の規格に対応してい
ます。
・DVD-R for General Ver.2.0
・ DVD-RW Ver.1.1

DVD-RAM/R/RWモデルのDVD-RAM/R/RWドライブで書き込みをしたDVD-R
メディアやDVD-RWメディアは上記の規格に準拠したDVDプレーヤーで再生でき
ます。
また、上記の規格に準拠したDVDレコーダーで録画したDVD-RメディアやDVD-
RWメディアを、DVD-RAM/R/RWモデルのDVD-RAM/R/RWドライブで再生す
ることもできます。

・「VRモード」で録画したDVD-RメディアおよびDVD-RWメディアをこのパ
ソコンで再生するには、対応ソフトウェアを別途購入することが必要です。

・書き込みに使用するアプリケーションによっては、他のDVDプレーヤーな
どで再生できるようにするために注意が必要な場合があります。詳しくは
使用するアプリケーションのマニュアルをご覧ください。

・お客様がオリジナルのCD-ROM、音楽CD、ビデオCD、DVD-ROM、DVD-
Videoなどの複製や改変を行う場合、オリジナルのCD等についての著作権
を保有していなかったり、著作権者から複製・改変の許諾を受けていない場
合は、著作権法または利用許諾条件に違反することがあります。複製などの
際は、オリジナルのCD-ROMなどの利用許諾条件や複製に関する注意事項
にしたがってください。
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使用する前に

次の手順でUSBコネクタに接続してください。

フロッピーディスクドライブが添付されていないモデルをお使いの場合、この
パソコンでフロッピーディスクを使用するには別売のフロッピーディスクド
ライブ（PC-VP-WU14）が必要になります。

フロッピーディスクドライブを接続する

1 フロッピーディスクドライブのプラグをパソコン背面のUSBコネクタ
（ ）に接続する
プラグの が上を向くように差し込んでください。

USBコネクタへの接続→このPARTの「USBコネクタ」（p.96）

フロッピーディスクドライブを取り外す

フロッピーディスクドライブを接続すると画面右下の通知領域に が表示されま
す。フロッピーディスクドライブの取り外しは、 をクリックすると表示される「×
×××を安全に取り外します」で、取り外す機器名が表示されているものをクリック
します。「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外
してください。

正しい手順で取り外さないと、パソコンが正常に動作しなくなることがあります。

フロッピーディスクドライブ
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フロッピーディスクのセットのしかたと取り出し方

フロッピーディスクをセットする

1 カチッと音がするまでフロッピーディスクを水平に差し込む
フロッピーディスクがセットされるとイジェクトボタンが少し飛び出します。

フロッピーディスクを取り出す

・フロッピーディスクを取り出す際は、添付の『安全にお使いいただくため
に』を必ずご覧ください。

・フロッピーディスクアクセスランプ点灯中は、絶対にフロッピーディスク
を取り出さないでください。ドライブの故障やデータの不具合の原因とな
ります。

フロッピーディスクドライブ

イジェクトボタン
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1 イジェクトボタンを押す
フロッピーディスクが少し飛び出します。

2 フロッピーディスクを水平に引き出す

フロッピーディスクドライブを使用するときの注意

・PC-9800シリーズのパソコンでフォーマットされたフロッピーディスクを使っ
てシステムを起動することはできません。

・ディスクのコピーを行う場合、コピー先のフロッピーディスクは、コピー元のフ
ロッピーディスクと同じ容量でフォーマットされたものを使用してください。

・フォーマットしていないフロッピーディスクを使用すると、処理に時間がかかる
場合があります。

アクセスランプ

イジェクトボタン

フロッピーディスクドライブ
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USBコネクタ

USBコネクタについて

USBコネクタには、プリンタやイメージスキャナなど、いろいろなUSB対応機器を
取り付けることができます。基本的な取り付け方はどのUSB対応機器でも同じです。

このパソコンのUSBコネクタ

このパソコンには、USB2 .0に対応したUSBコネクタが用意されています。
USB2.0およびUSB1.1に対応したUSB機器を使用できます。USB2.0に対応して
いる周辺機器を取り付けることで、USB2.0の転送速度を利用できるようになりま
す。USB2.0に対応している周辺機器には、外付けのハードディスクやCD/DVDド
ライブなどがあります。
USB2.0に対応の周辺機器を接続するときは、接続に使うUSBケーブルもUSB2.0
規格に対応したものを使ってください。

接続の前に

・機器によってはドライバやアプリケーションの設定が必要になるものもありま
す。取り付ける機器のマニュアルをご覧になり、必要な設定を行ってください。

・USB2.0の転送速度を出すにはUSB2.0対応の機器を接続する必要があります。
また、USB2.0の機器をUSB1.1規格のハブで利用した場合は、USB1.1の転送
速度に制限されます。
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USB対応機器の取り付け方と取り外し方

USB対応機器を取り付ける

1 USB対応機器のプラグを向きに注意して、パソコン背面のUSBコネクタ
（ ）に差し込む
プラグの が上を向くように差し込んでください。

◆LaVie MEの場合

◆LaVie Jの場合

2 USB対応機器が正しく認識されたかを確認する
確認方法については、USB対応機器のマニュアルをご覧ください。

USBコネクタ

USBコネクタ（ ）

USBコネクタ
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USB対応機器を取り外す

画面右下の通知領域に が表示されている場合は、 をクリックすると表示される
「××××を安全に取り外します」で、取り外す機器名が表示されているものをクリッ
クします。「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り
外してください。

正しい手順で取り外さないと、パソコンが正常に動作しなくなることがあります。

が表示されていない場合は、そのまま取り外せます。

USB対応機器を使用するときの注意

・USBコネクタの抜き差しは3秒以上の間隔をおいて行ってください。
・USB対応機器が正常に認識されていないときは、一度USBコネクタからプラグ
を抜いて、もう一度差し込んでください。

・省電力状態のときや省電力状態に移行中、復帰中はUSBコネクタの抜き差しをし
ないでください。

USBカメラ

USBカメラが添付されているモデルでは、USBカメラでテレビ電話を楽しめます。
「USB対応機器を取り付ける」（p.97）をご覧になり、パソコンにUSBカメラを取り
付けてください。

テレビ電話について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-
「Windows Messenger」-「TV電話をする」

USBハブを使用する場合は、USBハブをパソコンに先に取り付けてから、
USB対応機器のプラグをUSBハブのコネクタに差し込んでください。
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USBカメラを調整する

USBカメラのピントなどの調整は、「Windowsムービー メーカー」を使います。

1「Windowsムービー メーカー」を起動する

2「ファイル」→「録画/録音」をクリックする
USBカメラで撮影した映像が表示されます。

3 映像がぼやけている場合は、ピントリングを回して調整する

USBカメラを設置する

USBカメラは、机などの上に置いたり、液晶ディスプレイに取り付けたりできます。
液晶ディスプレイに取り付けるときは、図のようにUSBカメラの脚部を液晶ディス
プレイに掛けてください。

USBコネクタ

ピントリング
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PCカードスロット／コンパクトフラッシュカードスロット

このパソコンではPC Card Standardに準拠したPCカードを使うことができます。
また、LaVie Jの場合は、コンパクトフラッシュカードをそのままセットすることも
できます。
LaVie MEにはPCカードスロットが2つあり、LaVie JにはPCカードスロットと
コンパクトフラッシュカードスロットが1つずつあります。

PCカードやコンパクトフラッシュカードのセットのしかたと取り出し方

PCカードやコンパクトフラッシュカードをセットする／取り出すときの注意

・ダミーカードがセットされている場合は、イジェクトボタンを押してダミーカー
ドを取り出してから、PCカードまたはコンパクトフラッシュカードをセットして
ください。また、取り出したダミーカードは紛失しないように保管してください。

・PCカードやコンパクトフラッシュカードをセットする／取り出す際は、添付の
『安全にお使いいただくために』を必ずご覧ください。

・PCカードやコンパクトフラッシュカードには表と裏があり、スロットに差し込む
方向も決まっています。間違った向きで無理やり差し込むと、コネクタやスロット
を破損するおそれがあります。

・休止状態またはスタンバイ状態のときは、PCカードやコンパクトフラッシュカー
ドをセットしたり、取り出したりしないでください。

・アプリケーションを使用中は、PCカードやコンパクトフラッシュカードをセット
したり、取り出したりしないでください。
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PCカード／コンパクトフラッシュカードをセットする

PCカードまたはコンパクトフラッシュカードの差し込む向きを確認し、ラベル面を
上にして、スロットにまっすぐ差し込んでください。

◆PCカードの場合

◆コンパクトフラッシュカードの場合（LaVie Jのみ）

このイラストはLaVie Jのものです

PCカードスロット／コンパクトフラッシュカードスロット
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PCカード／コンパクトフラッシュカードを取り出す

1 をクリックすると表示される「××××を安全に取り外します」で、PC
カード名またはコンパクトフラッシュカード名が表示されているものをク
リックする
「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外すこと
ができるようになります。

2 イジェクトボタンを押す
イジェクトボタンが手前に飛び出します。

◆PCカードの場合

◆コンパクトフラッシュカードの場合（LaVie Jのみ）

このイラストはLaVie Jのものです

イジェクトボタン

イジェクトボタン
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PCカードやコンパクトフラッシュカードを使用するときの注意

・PCカードは精密にできています。PCカードやスロットの故障を防ぐため、次の
点に注意してください。
- 高温・多湿の場所、直射日光があたる場所に放置しない
- ほこりの多い場所で使用、保管をしない
- 曲げたり、傷つけたり、強い衝撃を与えない
- 水に濡らしたり、分解したりしない
- 端子部分を、手などで触れない

・PC Card Standardに準拠していないPCカードやコンパクトフラッシュカー
ドは使えません。対応していないPCカードやコンパクトフラッシュカードを無理
に押し込むと、故障の原因となります。

・CardBus対応PCカードとATAカードなどの通常のPCカード（PCMCIA/
JEIDA4.2）を同時に使用しているときに、Windowsの動作がおかしくなる場合
があります。その場合は、カードをセットするスロットを入れ替えてください
（LaVie MEのみ）。

PCカードスロット／コンパクトフラッシュカードスロット

3 もう一度、イジェクトボタンをカチッと音がするまで押す
PCカードまたはコンパクトフラッシュカードが少し飛び出します。

4 PCカードまたはコンパクトフラッシュカードをまっすぐ引き抜く
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4in1メモリーカードアダプタ

4in1メモリーカードアダプタのセットのしかたと取り出し方

4in1メモリーカードアダプタをセットする／取り出すときの注意

・ダミーカードがセットされている場合は、イジェクトボタンを押してダミーカー
ドを取り出してから、PCカードをセットしてください。また、取り出したダミー
カードは紛失しないように保管してください。

・4in1メモリーカードアダプタをセットする／取り出す際は、添付の『安全にお使
いいただくために』を必ずご覧ください。

・4in1メモリーカードアダプタには表と裏があり、スロットに差し込む方向も決
まっています。間違った向きで無理やり差し込むと、コネクタやスロットを破損す
るおそれがあります。

・休止状態またはスタンバイ状態のときは、4in1メモリーカードアダプタをセット
したり、取り出したりしないでください。

・アプリケーションを使用中は、4in1メモリーカードアダプタをセットしたり、取
り出したりしないでください。

4in1メモリーカードアダプタをセットする

1 4in1メモリーカードアダプタに使用するカードをセットする
使用するカードの差し込む向きを確認し、ラベル面を上にして差し込んでくださ
い。

■「メモリースティック」の場合 ■SDメモリーカードの場合

■マルチメディアカードの場合 ■スマートメディアの場合

4in1メモリーカードアダプタ
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4in1メモリーカードアダプタ

・「メモリースティック」のフォーマット（初期化）が必要な場合は、デジタル
カメラなどの「メモリースティック」専用機器や「マジックゲート メモリー
スティック」専用機器でフォーマットを行うことをおすすめします。
WindowsのFATフォーマットを行うことも可能ですが、「メモリース
ティック」専用機器で使用する場合の動作は保証されておりません。

・各メモリーカードの取り扱いについては、各メモリーカードに付属してい
る取扱説明書などをご覧ください。

・マジックゲート メモリースティック、SDメモリーカード、マルチメディア
カードの著作権保護機能には対応しておりません。

2 4in1メモリーカードアダプタをPCカードスロットに差し込む
4in1メモリーカードアダプタの差し込む向きを確認し、ラベル面を上にして、ス
ロットにまっすぐ差し込んでください。

◆LaVie MEの場合

LaVie MEの場合は、4in1メモリーカードアダプタを上側のPCカードスロッ
トにセットしてもデータを読み込むことはできません。必ず下側のPCカード
スロットにセットしてください。
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◆LaVie Jの場合

4in1メモリーカードアダプタを取り出す

1 をクリックすると表示される「××××を安全に取り外します」で、4in1
メモリーカードアダプタ名が表示されているものをクリックする
「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外すこと
ができるようになります。

2 PCカードスロットのイジェクトボタンを押す
イジェクトボタンが手前に飛び出します。

◆LaVie MEの場合
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◆LaVie Jの場合

3 もう一度、イジェクトボタンをカチッと音がするまで押す
4in1メモリーカードアダプタが少し飛び出します。

4 4in1メモリーカードアダプタをまっすぐ引き抜く

4in1メモリーカードアダプタを使用するときの注意

・4in1メモリーカードアダプタは、本カードアダプタを標準添付しているこのパソ
コンでのみ動作する専用設計品です。他の機種では使用できません。

・4in1メモリーカードアダプタは精密にできています。4in1メモリーカードアダ
プタの故障を防ぐため、次の点に注意してください。
- 高温・多湿の場所、直射日光があたる場所に放置しない
- ほこりの多い場所で使用、保管をしない
- 曲げたり、傷つけたり、強い衝撃を与えない
- 水に濡らしたり、分解したりしない
- 対応のメモリーカード以外のものを挿入しない
- 端子部分を、手などで触れない

4in1メモリーカードアダプタ
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IEEE1394コネクタ

IEEE1394コネクタについて

このパソコンにはIEEE1394コネクタ（4ピン）が搭載されています。
IEEE1394に対応したデジタルビデオカメラや外付け用ハードディスクなどの周
辺機器を取り付けることができます。

周辺機器によっては、スタンバイ状態から復帰後の動作が保証されない場合が
あります。その場合には、一度本機を再起動してからご使用ください。

IEEE1394対応機器の取り付け方と取り外し方

IEEE1394対応機器を取り付ける

このパソコンとIEEE1394対応機器を接続するには、別売の4ピンタイプの
IEEE1394ケーブルが必要です。

1 IEEE1394ケーブルのプラグを、向きに注意してパソコンのIEEE1394コ
ネクタに接続する

◆LaVie MEの場合

IEEE1394コネクタ

IEEE1394コネクタ（ ）
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IEEE1394コネクタ

◆LaVie Jの場合

2 IEEE1394ケーブルのもう一方のプラグを、取り付ける機器のIEEE1394
コネクタに接続する

機器によってはIEEE1394コネクタをDV端子と呼ぶこともあります。

IEEE1394対応機器を取り外す

IEEE1394対応機器によっては、機器を接続すると画面右下の通知領域に が表
示されます。このような機器の取り外しは、 をクリックすると表示される「×××
×を安全に取り外します」で、取り外す機器名が表示されているものをクリックしま
す。「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外して
ください。

正しい手順で取り外さないと、パソコンが正常に動作しなくなることがあります。

IEEE1394コネクタ（ ）
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IEEE1394コネクタから取り込んだ映像の編集

デジタルビデオカメラから画像を取り込む、編集する

IEEE1394コネクタを使ってデジタルビデオカメラなどのデジタルビデオ機器を
取り付けると、パソコンへの映像の取り込みや取り込んだ映像の編集、デジタルビデ
オ機器への出力ができます。

お客様が録画、録音したものは個人で楽しむ場合を除き、著作権法上、著作権者
に無断で使用できません。

・映像の取り込み、編集、デジタルビデオ機器への出力→VideoStudioのオンラインヘルプ、ま
たは 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-「VideoStudio」

・映像の再生→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-「WinDVD
4」、または「WinDVD 4」のヘルプ

IEEE1394コネクタ
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メモリスロット

メモリを増やすことで、より多くのアプリケーションを同時に起動したり、大きな
データをより高速に扱うことができるようになります。

このパソコンで使える増設RAMボード

このパソコンでは、次の増設RAMボードが使用できます。

■ LaVie MEの場合

■ LaVie Jの場合

増設RAMボードを取り扱うときの注意

・増設RAMボードの取り付け／取り外しを行う際は、添付の『安全にお使いいただ
くために』を必ずご覧ください。

・増設RAMボードは静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状態で増設
RAMボードを扱うと破損する原因となります。増設RAMボードに触れる前に、ア
ルミサッシやドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくだ
さい。

・増設RAMボードのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、故
障の原因となります。

・ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。

メモリスロット

メモリ容量
256Mバイト

512Mバイト

型名
PK-UG-M036

PK-UG-M037

メモリ容量
256Mバイト

512Mバイト

型名
PK-MM133SD256

PK-MM133SD512
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増設RAMボードの取り付け方と取り外し方

増設RAMボードを取り付ける

1 パソコンの電源を切る

2 電源コードのプラグをACコンセントから抜いてから、ACアダプタをパソコ
ンから取り外す

3 液晶ディスプレイを閉じて、パソコンを裏返す

4 バッテリパックを取り外す（p.40、p.41）

5 図のネジをプラスドライバで取り外し、メモリスロットのカバーを取り外す

◆LaVie MEの場合

◆LaVie Jの場合

メモリスロット
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挿入するときに、コネクタが固いことがありますが、奥までしっかり押し込ん
でください。しっかり押し込まずに次の手順を行うと、コネクタを破損するお
それがあります。

本体のコネクタ

増設RAMボード

イメージ図（横から見たところ）

約30度

実物はイラストと多少異なる場合があります

メモリスロット

突起部

切り欠き

6 増設RAMボードの切り欠き部分とコネクタの突起部を合わせ、コネクタに対
して約30度の挿入角度で、増設RAMボードの端子が当たるまで挿入する
増設RAMボードが奥まで挿入できている場合は、端子部分（金色）のほとんどが、
本体のコネクタに差し込まれた状態になります。

増設RAMボードの表と裏が間違っている場合、増設RAMボードの切り欠きと
コネクタの突起部の位置が合わず、挿入することができません。間違った向き
のままで無理に取り付けようとすると、パソコンのコネクタ部や増設RAM
ボードが破損する原因となりますので注意してください。
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7 カチッと音がする位置まで増設RAMボードをコネクタに強く倒し込む

メモリスロット

増設RAMボードを倒し込む
ときこの部分が左右に開き、
RAMボードがロックされると
元の位置に戻ります。

8 増設RAMボードがコネクタにしっかりロックされたことを確認する
正しくロックされている場合は、増設RAMボードが水平で、端子の金色の部分が
少し（1mm程度）見える状態です。

確実にロックされていないと、本体のコネクタ部や増設RAMボードの故障の
原因となります。また、パソコンが正しくメモリを認識できないこともありま
す。

9 メモリスロットのカバーを元に戻し、外したネジを本体底面に取り付ける

10 バッテリパックとACアダプタを取り付ける

メモリ増設後は、 「ぱそガイド」-「パソコンの情報」でメモリ容量を確認してくださ
い。

両方がロックされている
ことを確認してください。
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増設RAMボードを取り外す

1「増設RAMボードを取り付ける」（p.112）の手順1～5を行い、メモリスロッ
トのカバーを取り外す

2 メモリスロットのコネクタの両端部分を左右に押し広げる
増設RAMボードが図のように起き上がります。

3 起き上がった増設RAMボードをそのまま斜めに引き抜く

4 メモリスロットのカバーを元に戻し、外したネジを本体底面に取り付ける

5 バッテリパックとACアダプタを取り付ける

メモリスロット
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ベイ（LaVie MEのみ）

ベイで使用できる機器

このパソコンのベイでは、購入時に取り付けられている機器を取り外して、次の別売
の機器を取り付けることができます。
・セカンドバッテリパック（PC-VP-BP30）
・セカンドハードディスク（40Gバイト）（PC-VP-BU18）
･ CD-R/RW with DVD-ROMドライブ（PC-VP-BU17）
･ DVD-RAM/R/RWドライブ（PC-VP-BU19）

あらかじめ取り付けられている機器を取り外し、拡張ベイカバーを取り付ける
ことで、本体の質量を軽くすることができます。

ベイに取り付けられている機器を交換する

ベイに取り付けられている機器を交換する場合は、パソコンの電源が切れている状
態のときだけでなく、電源が入っている状態のときに交換することもできます。

電源が入っている状態で機器の交換をする場合は、必ず次の手順1から行ってくださ
い。スタンバイ状態や休止状態、または電源が切れている場合は手順1の操作は必要
ありません。手順2から行ってください。

ハードディスクのパスワードによるセキュリティを有効にしたセカンドハー
ドディスクは、本機の電源が切れている状態で交換を行ってください。スタン
バイ状態または休止状態中の交換はできません。

1 画面右下の通知領域にある をクリックすると表示される「××××を安全
に取り外します」で、ベイに接続している機器名が表示されているものをク
リックする
「安全に取り外すことができます」というメッセージが表示されたら取り外すこと
ができるようになります。

2 本体の右側面を少し持ち上げる

ベイ（LaVie MEのみ）
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3 本体底面にあるベイアンロックを、図のように矢印の方向にスライドさせた
ままの状態で機器を引き抜く

ベイから機器を取り外す際、液晶ディスプレイを閉じて行うと、省電力機能の
設定によってはスタンバイ状態や休止状態になることがあります。

4 取り付ける機器をカチッと音がするまで差し込む
機器を交換した後は、持ち上げていた本体を静かに下ろしてください。

ベイに機器を取り付ける場合は、本体の右側面を高く持ち上げたりせずに、水
平に近い状態にして機器を押し込んでください。本体の右側面を上にして、立
てた状態で機器を落として取り付けたりすると、本体や機器の故障の原因とな
ります。

ベイ（LaVie MEのみ）

ベイアンロック（ ）
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表示機能

画面表示の調整

輝度の調整

画面の明るさ（輝度）を8段階で調節することができます。画面の明るさの調節はキー
ボードの次のキーで行います。

解像度と表示色の設定

このパソコンの液晶ディスプレイで表示可能な解像度や表示色については、PART5
の「仕様一覧」（p.210）をご覧ください。解像度と表示色の変更のしかたや、複数の
ディスプレイを取り付けた場合に表示可能な解像度や表示色については、 「ぱそ
ガイド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプレイの設定」をご覧ください。

いろいろな表示機能

ディスプレイに表示している画面を拡大／縮小表示したり、仮想的に高解像度で表
示することができます。LaVie Jをお使いの場合は、画面を回転させて表示する機能
もあります。

バーチャルスクリーン機能

バーチャルスクリーンとは、ディスプレイが表示可能な解像度よりも、大きな解像度
を使用できるようにするための仮想画面のことです。仮想画面全体のサイズが実際
のディスプレイの画面サイズよりも大きくなるため、ディスプレイには仮想画面の
一部が表示された状態になります。

表示機能

説明
キーを押すごとに、液晶ディスプレ
イの輝度が増加します（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレ
イの輝度が低下します（8段階）。

機能
輝度を上げる（ ）

輝度を下げる（ ）

キー操作
【Fn】＋【F8】
（LaVie MEの場合）

【Fn】＋【F7】
（LaVie Jの場合）

【Fn】＋【F9】
（LaVie MEの場合）

【Fn】＋【F8】
（LaVie Jの場合）
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・このパソコンで表示可能な解像度と表示色→PART5の「仕様一覧」（p.210）

・バーチャルスクリーンの設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプ
レイの設定」

ディスプレイストレッチ機能

ディスプレイストレッチ機能は、このパソコンの液晶ディスプレイの解像度よりも
低い解像度でWindowsを使用している場合に、液晶ディスプレイに画面を拡大して
表示する機能です。ディスプレイストレッチ機能の設定については、 「ぱそガイ
ド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプレイの設定」をご覧ください。

表示機能

LaVie MEをお使いの場合は、【Fn】を押しながら【F5】を押すことで、画面を
拡大表示する／しないを切り替えることもできます。

画面回転機能（LaVie Jのみ）

画面回転機能は、表示されている画面イメージを回転させた状態で液晶ディスプレ
イに表示する機能です。
たとえば、液晶ディスプレイをいっぱいに開いて、表示されている画面を180度回転
させることにより、向かい側にいる人にプレゼンテーションを行う場合などに利用
できます。
画面回転機能の設定や使い方については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「画面
の設定」-「ディスプレイの設定」をご覧ください。
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外部ディスプレイの接続

より大きな画面に表示させたいときや、別のディスプレイにも表示させたいときな
ど、このパソコンに市販のディスプレイを接続することができます。

外部CRT用コネクタに接続する

外部CRT用コネクタ（ ）に別売の外部ディスプレイやプロジェクタなどを接続し
て、より大きな画面に表示させてパソコンを使ったり、プレゼンテーションなどに活
用したりできます。

1 パソコンの電源を切る

2 ディスプレイ用ケーブルで、外部CRT用コネクタ（ ）と外部ディスプレイや
プロジェクタを接続する
接続について詳しくは、外部ディスプレイやプロジェクタのマニュアルをご覧く
ださい。

◆LaVie MEの場合

◆LaVie Jの場合

表示機能

外部CRT用コネクタ（ ）

外部CRT用コネクタ（ ）
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S映像出力端子に接続する（LaVie MEのみ）

S映像出力端子（ ）には、S映像入力端子またはビデオ入力端子付きのテレビを取
り付けることができます。接続には市販のSビデオケーブルが必要です。

1 パソコンの電源を切る

2 市販のSビデオケーブルで、S映像出力端子（ ）とテレビのS映像入力端子を
接続する

複数ディスプレイ使用時の機能

同じ画面を2つのディスプレイに同時表示する機能や、1つのディスプレイに入りき
らない画面を2つのディスプレイを使って表示する機能などがあります。

同時表示機能

このパソコンの液晶ディスプレイと、パソコンに接続した外部ディスプレイの2つの
ディスプレイに同じ画面を表示する機能です。たとえば、プロジェクタなどを使って
プレゼンテーションを行う場合、手元にあるパソコンのディスプレイを操作しなが
ら同じ画面をプロジェクタの大画面で映し出したいときなどに利用できます。

同時表示機能→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプレイの設定」

S映像出力端子（ ）

表示機能
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デュアルディスプレイ機能

このパソコンの液晶ディスプレイと、パソコンに接続した外部ディスプレイを使っ
て、1つの大きな画面を表示できる機能です。2つのディスプレイの画面を連続した
1つの画面として使えるので、表示できる範囲が大きくなります。

デュアルディスプレイ機能→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプレイ
の設定」

表示ディスプレイの切り替え

外部ディスプレイを接続している場合は、次の方法で表示するディスプレイを切り
替えることができます。

■キーボードで切り替える
【Fn】を押したまま【F3】を押すごとに、「液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同
時表示」→「テレビ※」→「液晶ディスプレイ」→「外部ディスプレイ」の順で表示する
ディスプレイが切り替わります。

※テレビが接続されているときのみ切り替わります（LaVie MEのみ）

複数のディスプレイに表示しているときにこの操作を行うと、設定が解除され
ます。

■コントロールパネルで切り替える
コントロールパネルで画面の出力先を切り替えることができます。

画面の出力先の切り替え→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「画面の設定」-「ディスプレイの
設定」

表示機能
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サウンド機能

接続できる機器

ヘッドフォンやオーディオ機器を接続する

市販のヘッドフォンやAVアンプなどのオーディオ機器は、このパソコンのヘッド
フォン／オーディオ／光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子（ / ）（LaVie
MEの場合）、ヘッドフォン／オーディオ出力端子（ ）（LaVie Jの場合）に接続しま
す。

◆LaVie MEの場合

光デジタル入力端子を持ったAVアンプなどのオーディオ機器に接続することがで
きます。光デジタル入力機能を持つオーディオ機器と接続するには、市販の光デジタ
ル接続ケーブルが必要です。このパソコンの出力端子は光ミニ端子です。

サウンド機能

ヘッドフォン／オーディオ／光デジタルオーディオ
（S/PDIF）出力端子（ / ）
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◆LaVie Jの場合

・ヘッドフォンやオーディオ機器は、このパソコンと機器の音量を最小にし
てから取り付けるようにし、音量は取り付けた後で調整してください。

・デジタルオーディオ入力機器によっては、光デジタルに対応していないこ
とがあります。この場合は、別途、変換ユニットが必要になることがありま
す（LaVie MEの場合）。

・ LaVie MEの光デジタル出力のサンプリングレートは48kHzです。デジタ
ル入力のあるオーディオ機器を接続する場合、そのオーディオ機器が
48kHzのサンプリングレートに対応している必要があります。オーディオ
機器のマニュアルやカタログで確認するか、販売店、メーカーに問い合わせ
てください。

ヘッドフォン／オーディオ／光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子また
はヘッドフォン／オーディオ出力端子からは、WAVE出力、MIDI出力、音楽CD
などのデジタル再生音を出力することができます。

ヘッドフォン／オーディオ出力端子（ ）
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外部マイクロフォン端子（ ）

■ DolbyHeadphone機能、またはDolby Virtual Speaker機能を使う（CD-R/
RW with DVD-ROMモデル、DVD-RAM/R/RWモデルのみ）
このパソコンにはDolby Virtual Speaker機能が搭載されています。外部ステレオ
スピーカを接続し、ドルビーデジタル5.1チャンネルサラウンド対応のDVD-Video
ディスクを再生すると、迫力あるサラウンドサウンドでDVD-Videoディスクを楽し
むことができます。
また、DolbyHeadphone機能も搭載されています。このパソコンのヘッドフォン／
オーディオ／光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子（ / ）に市販のヘッド
フォンを接続すると、DVD-Videoディスクの臨場感あふれるデジタルサウンドを楽
しむことができます。これらの機能を利用するには設定が必要です。WinDVD 4で

をクリックして設定を行ってください。

Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。
ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
非公開機密著作物。著作権1992-1999年ドルビーラボラトリーズ。不許複製。

「WinDVD 4」の使い方について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音
別目次」、または「WinDVD 4」のヘルプ

マイクロフォンを接続する

マイクロフォンは、このパソコンの外部マイクロフォン端子（ ）に接続します。外部
マイクロフォン端子には、市販のミニプラグ付きマイクロフォンを接続することが
できます。

◆LaVie MEの場合

サウンド機能
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◆LaVie Jの場合

マイクロフォンからの入力音量は、Windowsの「ボリュームコントロール」で調整し
ます。

ボリュームコントロールの使い方→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「サウンドの設定」-「サ
ウンドの設定」

ヘッドフォンマイクを接続する

ヘッドフォンマイク添付のモデルをお使いの場合、または別売のヘッドフォンマイ
クをお持ちの場合は、このパソコンにヘッドフォンマイクを接続してインターネッ
ト電話をかけることができます。

テレビ電話を利用する場合はヘッドフォンマイクのほかにUSBカメラも必要
です。USBカメラについてはこのPARTの「USBコネクタ」（p.96）をご覧くだ
さい。

ヘッドフォンマイクを接続する場合や使用する前に、必ず添付の『安全にお使
いいただくために』をご覧ください。

■ヘッドフォンマイクの装着
ヘッドフォンマイクを装着するときは、後頭部から両耳にヘッドフォンをかけ、マイ
クを口元に向けます。

外部マイクロフォン端子（ ）
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サウンド機能

音量を調節する

音量調節つまみを使う（LaVie MEのみ）

LaVie MEをお使いの場合は、本体左側面にある音量調節つまみ（ ）（p.31）で内蔵
スピーカの音量を調節できます。
音量を上げたいときは音量調節つまみを背面側に回し、下げたいときは前面側に回しま
す。また、音量をミュートしたいときは、音量調節つまみを1回押してください。もう
1回押すとミュートは解除されます。

キーボードで調節する（LaVie Jのみ）

LaVie Jをお使いの場合は、キーボードのキー操作で内蔵スピーカの音量を調節で
きます。

ボリュームコントロールを使う

Windowsのボリュームコントロールを使うと、内蔵音源の再生音量や録音するとき
の入力レベルを調節することができます。

ボリュームコントロールの使い方→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「サウンドの設定」-「サ
ウンドの設定」

キー操作
【Fn】＋【F9】

【Fn】＋【F10】

機　　能
音量を上げる（ ）

音量を下げる（ ）

説　　明
キーを押すごとに、音量が増加します。

キーを押すごとに、音量が低下します。
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音楽CDからのデジタル出力設定

音楽CDからのデジタル出力を行う場合は、デジタル出力できる設定になっていること
を確認してください。出力できない設定になっている場合は設定を変更してください。

LaVie Jをお使いの場合、CD-R/RW with DVD-ROMドライブ、CD-R/RW
ドライブまたはCD-ROMドライブをUSBコネクタに接続して音楽CDを再生
するときは、アナログではなくデジタルで音楽CDを再生するように設定して
ください。

音楽CDからのデジタル出力をするための設定について→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-
「サウンドの設定」-「サウンドの設定」

サウンドの設定

「SoundMAXコントロール パネル」を使って、マイクの設定やMIDIサウンドの設定
ができます。MIDIサウンドの設定では、GS、XG-Lite、GeneralMIDIのサウンドが設
定できます。
詳しくは、「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「サウンドの設定」-「サウンドの設定」
をご覧ください。
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BIOSセットアップユーティリティ

BIOSセットアップユーティリティの使い方

BIOSセットアップユーティリティの起動

1 パソコンの電源を入れ、「NEC」のロゴが表示されたら【F2】を数回押す
BIOSセットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。

BIOSセットアップユーティリティが表示されないときは、電源を入れなおし
て【F2】を押す間隔を変えてください。

BIOSセットアップユーティリティの基本操作

操作はキーボードで行います。
■設定を変更する

・【←】【→】でメニューを選び、【↑】【↓】で設定項目を選びます。
・設定内容の値は【Fn】＋【＋】、【－】で変更するか、【Enter】でポップアップメニュー
を表示して変更できます。
LaVie MEの場合は、【F5】【F6】でも変更できます。

・設定内容（例：システム時刻の時、分、秒）のカーソル移動は【Tab】または【Enter】
で選択します。時刻、日付の値は数字キーで入力できます。

・ 印の付いた設定項目は【Enter】でサブメニューを表示し、【Esc】で元の画面に戻
ります。

■設定の変更を保存する
「終了」メニューの「変更を保存する」を選びます。変更した設定内容が保存されます。

■設定の変更を取り消す
「終了」メニューの「変更を取り消す」を選びます。各設定項目の設定内容を最後に保
存した値に戻します。

BIOSセットアップユーティリティ
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購入時の値に戻す

購入時の値に戻しても、パスワードの設定は変更されません。

1【F9】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。

2「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す

3【F10】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。

4「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す
購入時の値が設定され、BIOSセットアップユーティリティが終了します。

BIOSセットアップユーティリティの終了

■変更を保存して終了する

1【F10】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。
終了を中止したいときは【Esc】を押してください。

2「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す
設定内容が保存され、BIOSセットアップユーティリティが終了します。

■変更を保存せずに終了する
「終了」メニューの「変更を保存せずに終了する」を選びます。設定内容を最後に保存
した値に戻して、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

BIOSセットアップユーティリティ
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設定項目一覧（LaVie MEの場合）

ここでは、LaVie MEをお使いの場合に、BIOSセットアップユーティリティでどの
ような設定ができるかを説明しています。
表中の反転部分は、購入時の設定です。

「メイン」メニューの設定

内蔵HDDの設定を変更すると、内蔵ハードディスクが動作しなくなる場合が
あるので、通常は初期設定のまま使用してください。

BIOSセットアップユーティリティ

設定項目
システム時刻
（時：分：秒）

システム日付

言語

内蔵HDD／
VersaBay

タイプ

32ビットI/O

システムメモリ

拡張メモリ

CPUタイプ

CPU速度

BIOSバージョン

設定値
－

－

日本語(JP）
English（US）

－

自動
ユーザ
取り外し可能IDE
取り外し可能ATAPI
CD-ROM
なし

使用しない
使用する

－

－

－

－

－

説明
現在の時刻を「時：分：秒」（24時間形式）
で設定します。

日付を西暦で設定します。

BIOSセットアップユーティリティで使
用する言語を設定します。標準では「日
本語（JP）」に設定されています。

現在接続されているIDEデバイスが表示
されます。この項目にカーソルを合わせ
【Enter】を押すと設定画面が表示されま
す。表示できるのは「内蔵HDD」の項目の
みです。【Esc】を押すとメイン画面に戻
ります。

BIOSが自動的にシリンダ、ヘッド、セク
タを設定します。設定は変更しないでく
ださい。

32ビットIDEデータ転送を使用するか
どうかを設定します。

搭載されているシステムメモリ容量を
表示します。

搭載されている拡張メモリを表示しま
す。

CPUタイプを表示します。

CPU速度を表示します。

BIOSのバージョンを表示します。
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※：BIOSセットアップメニューを起動する場合は、電源を入れたあと、【F2】を押すことを何度かくりかえ
してください

設定項目 設定値 説　明
NXパッド

LCDパネルの拡張
表示

ビデオメモリサイズ

セットアップ移行画面
表示

セットアップ情報画面

サイレントブート

USBレガシー機能

使用しない
使用する

使用しない
使用する

16MB
32MB
64MB
128MB

非表示※

表示

使用しない
使用する

自己診断画面
ロゴ画面
非表示※

使用しない
使用する

USBマウスを使用するときなど、NX
パッドを無効にしたい場合は、「使用し
ない」に設定します。

LCDパネルの拡大表示を行うかどうか
を設定します。「使用する」に設定する
と、LCDパネルの最大表示サイズ以下の
表示画面では拡大されて表示されます。

AGPビデオデバイスが使用するビデオ
メモリサイズを設定します。
設定により使用可能な拡張メモリサイ
ズも増減します。

「表示」に設定すると、セットアップの移
行画面に関するメッセージが表示され
ます。

起動時にシステム設定状況を表示しま
す。

ブート時の画面を設定します。

「使用する」に設定するとUSBレガシー
機能が有効になります。「使用しない」に
設定すると、フロッピーディスクドライ
ブからの起動ができなくなります。

「詳細」メニューの設定
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BIOSセットアップユーティリティ

「セキュリティ」メニューの設定

パスワードの設定について詳しくは、PART2の「セキュリティ機能」の「不正使用や
データの盗難を防ぐ（パスワード）」（p.66）をご覧ください。

「起動」メニューの設定

■Networkブート
ネットワークからの起動が必要な場合、「使用する」に設定します。
通常は「使用しない」に設定しておいてください。

■起動順位
起動するデバイスが優先順にしたがってリスト表示されます。
パソコンを起動するときには、表示順にOSを検索し、もしOSが存在しないなど起動
に失敗した場合は、次に表示されているデバイスからパソコンを起動します。

●起動デバイスの表示と順位の変更
デバイス名の左に＋の表示があるデバイスにカーソルを合わせて【Enter】を押すと
展開表示されます。
起動するデバイスを変更するには【↑】【↓】を使用して変更したいデバイスにカーソ
ルを合わせます。

のキーと【Shift】を同時に押すとリストの上側に移動し、 を押すとリストの下
側に移動します。
なお、ニューメリックロックキーランプ（ ）が点灯しているときには前面に【＋】【－】
の刻印のあるキーでもリストの上下にカーソルを移動させることができます。

スーパバイザパスワー
ド設定

ユーザパスワード
設定※

起動時の
パスワード

ハードディスク起動セ
クタ

HDDパスワードの設
定

内蔵HDDパスワード
の設定

使用しない
使用する

通常動作
書込み禁止

使用しない
使用する

スーパバイザパスワードの設定または
変更を行います。

ユーザパスワードの設定または変更を
行います。

システム起動時にパスワード入力を行
うかどうかを設定します。

ウイルス感染防止のため、ハードディス
ク起動セクタを書き込み禁止にするか
どうかを設定します。

ハードディスクのパスワードの設定ま
たは変更を行います。

内蔵ハードディスクのセキュリティを
有効にするかを設定します。

※：スーパバイザパスワードを設定していないと「ユーザパスワード設定」は設定できません。

設定項目 設定値 説　明
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設定値
－

－

English
Japanese

－

－

－

使用する
使用しない

－

設定項目
BIOS-VBIOS-EC
バージョン

メモリ容量

表示言語の選択

システム日付

システム時刻
（時：分：秒）

内蔵HDD

起動セクタへの
ライトプロテクト

バッテリリフレッシュ

説明
BIOSのバージョンを表示します。

搭載されているメモリ容量を表示しま
す。

BIOSセットアップユーティリティで使
用する言語を設定します。標準では
「Japanese」に設定されています。

日付を西暦で設定します。

現在の時刻を「時：分：秒」（24時間形式）
で設定します。

現在接続されているIDEデバイスが表示
されます。この項目にカーソルを合わせ
【Enter】を押すと設定画面が表示されま
す。【Esc】を押すと元の画面に戻りま
す。

ウイルス感染防止のため、ハードディス
ク起動セクタを書き込み禁止にするか
どうかを設定します。

バッテリリフレッシュを実行します。

設定項目一覧（LaVie Jの場合）

ここでは、LaVie Jをお使いの場合に、BIOSセットアップユーティリティでどのよ
うな設定ができるかを説明しています。
表中の反転部分は、購入時の設定です。

「標準設定」メニューの設定

内蔵HDDの設定を変更すると、内蔵ハードディスクが動作しなくなる場合が
あるので、通常は初期設定のまま使用してください。

BIOSセットアップユーティリティ
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※1：設定は変更しないでください
※2：5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANモデルのみ
※3：モバイル インテル® Pentium® Ⅲプロセッサ-Mを搭載しているモデルのみ
※4：通常は「使用する」でご使用ください

設定項目 設定値 説　明
ビデオメモリサイズ

NXパッド

USBレガシー機能

USB動作モード※1

ワイヤレスデバイス※2

Intel（R）SpeedStep
（TM）テクノロジ※3

CPUパワーマネジメ
ント※4

16MB
32MB

使用する
使用しない

使用しない
使用する

1.1モード
2.0モード

使用しない
使用する

使用しない
使用する

使用する
使用しない

AGPビデオデバイスが使用するビデオ
メモリサイズを設定します。設定により
使用可能な拡張メモリサイズも増減し
ます。

USBマウスを使用するときなど、NX
パッドを無効にしたい場合は、「使用し
ない」に設定します。

「使用する」に設定するとUSBレガシー
機能が有効になります。「使用しない」に
設定すると、フロッピーディスクドライ
ブからの起動ができなくなります。

オプションを使用して、USB動作モード
を設定します。

ワイヤレスLAN機能のオン/オフを切り
替えます。

「使用する」を選択するとIntel®
SpeedStepTMテクノロジがOSや
Appletにより制御され、システムは最適
化された性能で動作します。「使用しな
い」を選択すると、常にバッテリ最適化
性能で動作します。

CPUの省電力機能を有効にします。

「拡張設定」メニューの設定

BIOSセットアップユーティリティ
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「セキュリティ」メニューの設定

パスワードの設定について詳しくは、PART2の「セキュリティ機能」の「不正使用や
データの盗難を防ぐ（パスワード）」（p.66）をご覧ください。

スーパバイザ
パスワードの設定

ユーザパスワード
の設定※

パスワードチェック※

HDDマスタパスワード
の設定

HDDユーザパスワード
の設定

セットアップ
常時

スーパバイザパスワードの設定または
変更を行います。

ユーザパスワードの設定または変更を
行います。

「常時」に設定すると、システム起動時、
およびセットアップ起動時にパスワー
ドが必要になります。

ハードディスクのマスタパスワードの
設定を行います。

ハードディスクのユーザパスワードの
設定または変更を行います。

※：スーパバイザパスワードを設定していないと「ユーザパスワードの設定」、「パスワードチェック」は設
定できません。

設定項目 設定値 説　明

ロゴ表示

Networkブート

第一起動デバイス

第二起動デバイス

第三起動デバイス

第四起動デバイス※2

使用する
スキップ※1

使用しない

使用する
使用しない

使用しない
USBフロッピィ
IDE HDD
USB CD/DVD
NetWork※2

ブート時の画面を設定します。

ネットワークからの起動が必要な場合、
「使用する」に設定します。通常は「使用
しない」の設定でお使いください。

最初に起動するデバイスを設定します。

ニ番目に起動するデバイスを設定しま
す。

三番目に起動するデバイスを設定しま
す。

四番目に起動するデバイスを設定しま
す。

※1：BIOSセットアップユーティリティを起動する場合は、電源を入れた後、【F2】を押すことを何度か
くり返してください。

※2：「Networkブート」を「使用する」にした場合のみ表示されます。

設定項目 設定値 説　明

「起動設定」メニューの設定

BIOSセットアップユーティリティ
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再セットアップする前に

再セットアップとは

再セットアップとは、お使いのパソコンのシステムをもう一度買ったときと同じ状
態（購入時と同じ状態）に戻す作業のことです。
購入時、このパソコンの内蔵ハードディスクには「再セットアップ領域（これ以降
『NEC Recovery System』と呼びます）」があり、この領域に格納されている再セッ
トアップ用データを使って再セットアップを行います。

再セットアップすると、再セットアップの種類によっては購入後に保存したファイ
ルはすべて消えてしまいます。時間もかかる作業なので、必要かどうか確認のうえ、
再セットアップを行ってください。

『NEC Recovery System』（NEC-RESTOREドライブと表示されるドライ
ブ）に対してファイルシステムの変更やダイナミックディスクの設定を行う
と、再セットアップができなくなります。この領域は購入時の状態から変更し
たり削除したりしないでください。

『NEC Recovery System』は、誤って再セットアップ用データを削除しない
ように、普段はその領域にはアクセスできないようになっています。再セット
アップ用データの格納されている領域のサイズは、約6Gバイトです（モデルに
よって領域のサイズは異なります）。

こんなときは再セットアップ

次のようなときは、パソコンの再セットアップが必要です。

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ� NEC Recovery System�
（再セットアップ領域）�

購入時と同じ内容� 再セットアップ用データ�

再セットアップする前に

●パソコンのシステムを購入時
の状態に戻したい

●Cドライブだけ購入時と同じ状
態に戻したい

標準再セットアップ
（Cドライブのみ再セットアップ）
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再セットアップする前に

トラブルが解決できなかった場合、最後の手段として再セットアップを行ってく
ださい。なお、再セットアップをする前にPART4の「トラブルが起こったときは」
の「こんなことも試してみよう」（p.177）の内容を試してください。また、トラブル
解決を試みていない方は、「トラブル事例の探し方」（p.174）をご覧になったうえ
で再セットアップを行ってください。

再セットアップの種類

再セットアップには、次の2種類があります。

●標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
Cドライブ以外の領域にあるデータを削除せずに、Cドライブのみ再セットアップし
ます。Cドライブのデータは削除されるので大切なデータはバックアップを取ってお
いてください。
（実用例）
・トラブルが解決できなくなったため、パソコンのシステムを購入時の状態に戻したい
・Dドライブ（またはCドライブ以外の領域）に必要なデータを移動し、Cドライブだ
け購入時の状態に戻したい

●Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ
Cドライブのサイズを最小10Gバイトから最大お使いの内蔵ハードディスク容量
（『NEC Recovery System』（6Gバイト）を除く）まで1Gバイト単位で設定して再
セットアップします。また、残った領域は、Dドライブとして作成されます。
内蔵ハードディスクのデータはすべて削除されるので大切なデータはバックアップ
を取っておいてください。Dドライブにあるソフトチョイス対応アプリケーションの
セットアップファイルをバックアップするには、「再セットアップディスク作成ツー
ル」が便利です。詳しくはこの後の「1.再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する」
（p.161）をご覧ください。
（実用例）
・Cドライブのサイズを20Gバイトに設定して、パソコンを使用したい
・内蔵ハードディスクの領域をCドライブだけにして、パソコンを使用したい

そのほかに、『NEC Recovery System』をDVD-R媒体またはCD-R媒体に書
き出した「再セットアップ用CD/DVD-ROM」からの再セットアップ方法もあり
ます。
詳しくは、このPARTの「その他の再セットアップ」（p.159）をご覧ください。

●Cドライブの容量を変更したい
●ハードディスクの領域をすべ
てCドライブに使いたい

Cドライブの領域を自由に作成し
て再セットアップ



140

再セットアップを行うと
失われるデータ

再セットアップを行うと元
に戻せるデータ

データの一例

・ワープロの文章

・入力した伝票のデータ

・購入後にインストールしたアプリケーション※

・送受信したメール

・メールのアドレス帳

・インターネットの設定

・BIOSセットアップユーティリティの設定（パスワードを除く）

・Windows XP（OS）
・購入時にインストールされているアプリケーション

※インストールに必要なCD-ROMなどをお持ちの場合には、再セットアップ完了後にもう一度
インストールすれば使えるようになります。

再セットアップの準備をする

操作の流れ

再セットアップの前に、次の手順で準備をしてください。

1．データのバックアップをとる
2．パソコンの使用環境の設定を控える
3．必要なものをそろえる
4．本体の準備をする

1．データのバックアップをとる

再セットアップで元に戻せるデータは、Windows XP（OS本体）と購入時にインス
トールされているアプリケーションだけです。
再セットアップを行うと「失われるデータ」と「元に戻せるデータ」には、次のような
ものがあります。

・再セットアップの種類によっては内蔵ハードディスクに保存されたデータ
は消えてしまいます。大切なデータは必ず記憶媒体（メディア）にバック
アップしておいてください。

・マルチユーザーでお使いの場合は、それぞれのユーザー名でログオンし、
データのバックアップを行ってください。

・ユーザー名が再セットアップ後と異なる場合、バックアップしたデータが
復元できない場合があります。再セットアップする前にユーザー名を控え
てください。

再セットアップの準備をする
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このパソコンには、データのバックアップと復元に便利な「バックアップ-NX」とい
うアプリケーションがあります。「バックアップ-NX」を使うと、このパソコンに添付
されているアプリケーションで作成したデータや、インターネット設定のバック
アップが簡単に行えます。また、購入してインストールしたアプリケーションで作成
したデータのバックアップを取ることもできます。

バックアップ-NXについて→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

2．パソコンの使用環境の設定を控える

再セットアップすると、インターネットやBIOSセットアップユーティリティなどの
設定は、すべて初期値に戻ってしまいます。再セットアップ後も現在と同じ設定でパ
ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。

インターネットの設定を控える

インターネットやメールを使用している場合、以下の設定については再セットアッ
プ後に、もう一度設定しなおす必要があります。再セットアップの前に以下の内容を
控えておいてください。

・ユーザーID
・パスワード（正式パスワードまたは仮パスワード）
・電子メールアドレス
・メールパスワード
・プライマリDNS
・セカンダリDNS
・インターネットメールサーバ
・ニュースサーバ
・アクセスポイントの電話番号

再セットアップすると、「お気に入り」に登録したURLは消えてしまいます。
また、受信したメールは標準でCドライブに保存されているためメールデータも消え
てしまいます。これらのデータを取っておく場合は、URLファイルやメールデータの
バックアップをしておいてください。

・「バックアップ-NX」を使うと、インターネットに関する情報のバックアッ
プをとることができます。詳しくは 「ぱそガイド」-「アプリケーションの
紹介と説明」-「50音別目次」をご覧ください。

・BIGLOBEに入会していて、会員証があるときは、会員証を用意してくださ
い。インターネットの接続に必要な情報のうち、アクセスポイント以外の情
報は会員証に記載されています。

再セットアップの準備をする
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BIOSセットアップユーティリティの設定を控える

BIOSセットアップユーティリティを起動して、現在の設定を控えてください。

3．必要なものをそろえる

再セットアップの作業に入る前に、このパソコンに添付されている次のCDを準備し
てください。

・「Office XP Personal」CD-ROM（Office XPモデルのみ）
・「Office XP ツール CD」（Office XPモデルのみ）

パソコン購入後に自分でインストールしたアプリケーションを、再セットアッ
プ後にも使用する場合は、そのアプリケーションのインストール用ディスクも
準備してください。

4．本体の準備をする

ワイヤレススイッチをオフにする（5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレス
LANモデルのみ）

5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANが内蔵されているモデルをお使いの
方で、ワイヤレススイッチがオンになっている場合はオフにしてください。

BIOSの設定を初期値に戻す

・BIOSの設定を初期値に戻しても、パスワードの設定は解除されません。

・PCカードやコンパクトフラッシュカードをセットしている場合は、取り外
してから次の操作を行ってください。

1 パソコンの電源を入れて「NEC」のロゴが表示されたら【F2】を数回押す
BIOSセットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。

BIOSセットアップユーティリティが表示されない場合は、電源を入れなおし
て、【F2】を押す間隔を変えてください。
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2【F9】を押す
「デフォルト値をロードしますか？」と表示されます。

3「はい」が選択されていることを確認して【Enter】を押す

4【F10】を押す
「設定の変更を保存して終了しますか？」と表示されます。

5「はい」が選択されていることを確認して【Enter】を押す
これでBIOSの設定が初期値に戻りました。

パソコンの電源を切る

スタンバイ状態や休止状態になっている場合は、復帰してから電源を切ってください。

周辺機器をすべて取り外す

すべての周辺機器を取り外し、購入時と同じ状態にしてください。LaVie MEをお使
いの場合、購入時にはCD/DVDドライブがベイに取り付けられています。取り付け
られていない場合は、CD/DVDドライブを取り付けてください（p.116）。

ACアダプタを接続する

バッテリ駆動では再セットアップはできません。必ずACアダプタを接続しておいて
ください。

再セットアップ時の注意

再セットアップ中に警告音が鳴る場合がありますが、故障ではありません。

マニュアルに記載されている手順どおりに行う

再セットアップを行うときは、このマニュアルに記載の手順を必ず守ってください。
手順を省略したりすると、正しく再セットアップすることができません。また、画面
で指示された以外のキーを押したり、スイッチを操作すると、正しく再セットアップ
できないことがあります。

再セットアップの準備をする
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再セットアップは途中でやめない

いったん再セットアップをはじめたら、再セットアップの作業を絶対に中断しない
でください。作業を中断すると故障の原因となります。必ず最後まで通して行ってく
ださい。万が一再セットアップの作業を中断してしまった場合は、正しく再セット
アップされていない可能性があるので、再セットアップを最初からやりなおしてく
ださい。
再セットアップ中、オートパワーオフは無効となります。

再セットアップ後にアプリケーションをインストールしなおす

パソコンの購入後にCドライブにインストールしたアプリケーションは、再セット
アップすると消去されます。
また、Cドライブ以外のハードディスクにインストールしたアプリケーションが再
セットアップ後に残っていてもうまく動作しなくなる場合があります。
これらのアプリケーションは、再セットアップ後にインストールしなおしてくださ
い。
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標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）

操作の流れ

再セットアップは次の手順で行います。
再セットアップをはじめたら、必ず手順通り最後まで行ってください。

1．システムを再セットアップする
2．Windows XPの設定をする
3．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）
4．各種の設定をする

1．システムを再セットアップする

1 パソコンの電源を入れる

2「NEC」のロゴが表示されたら、「再セットアップとは」と表示されるまで
【F11】を数回押す

【F11】を押すタイミングが遅いと、「再セットアップとは」の画面は表示されま
せん。画面が表示されなかった場合は、いったん電源を入れなおし、【F11】を押
す間隔を変えてください。

再セットアップにかかる時間はモデルによって異なります。実際の画面で確認
してください。

3  「再セットアップとは」と表示されたら、【Enter】を押す

4「準備するもの」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を選択し、【Enter】
を押す

5「再セットアップを始める前に」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を
選択し、【Enter】を押す

6「再セットアップの種類を選択する」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「Cド
ライブのみ再セットアップ」を選択し、【Enter】を押す
「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」を選択すると、Cドライブの
領域サイズを変更することができます。詳しくは、このPARTの「Cドライブの領
域を自由に作成して再セットアップ」（p.156）をご覧ください。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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7「Cドライブのみ再セットアップ」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「再セッ
トアップを開始する」を選択し、【Enter】を押す
再セットアップがはじまります。
終了するとパソコンを再起動するようメッセージが表示されます。

8【Enter】を押す
何度かパソコンが再起動します。
しばらくすると、「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されます。

・パソコンの処理が行われる間は、画面に が表示されたり、ハードディスク
アクセスランプ（ ）が点灯します。
この間は、キーを押したりクリックしないようにしてください。

・「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されなかった場合は、シス
テムの再セットアップが正常に行われていません。はじめからやりなおし
てください。
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2．Windows XPの設定をする

次の画面が表示されたら次の手順でWindows XPの設定をしてください。

キー操作の必要な画面では長時間放置しないでください。

1「次へ」をクリックする
「使用許諾契約」と表示されます。

2「使用許諾契約」の内容を確認する
（スクロールボタン）をクリックすると続きを読むことができます。

3「同意します」の をクリックして にし、「次へ」をクリックする
「コンピュータに名前を付けてください」と表示されます。

・「同意しません」をクリックすると、Windowsを使うことはできません。

・コンピュータ名はセットアップ後に変更できます。ここでコンピュータ名
を入力する場合は、半角英数字を使ってください。

再セットアップ後のコンピュータ名の入力の方法→Windowsのヘルプ

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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4「次へ」をクリックする
このあと、お使いのモデルによって手順が異なります。

・Windows XP Home Editionモデルの場合
手順9に進んでください。

・Windows XP Professionalモデルの場合
「管理者パスワードを設定してください」と表示されます。
手順5に進んでください。

5「管理者パスワード」欄に管理者パスワードを入力する
入力したパスワードは「●」で表示されます。

・パスワードは、忘れないようにしてください。また、パスワードには大文字
／小文字の区別があります。

・ここで入力したパスワードは、セットアップが完了した後で変更すること
ができます。

再セットアップ後のパスワードの変更方法→Windowsのヘルプ

6「パスワードの確認入力」欄に手順5で入力したパスワードと同じパスワード
を入力する

7「次へ」をクリックする

8「このコンピュータをドメインに参加させますか?」と表示された場合は、「い
いえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません」が になっている
ことを確認して「次へ」をクリックする

9「インターネットに接続する方法を指定してください。」または「インターネッ
ト接続が選択されませんでした」と表示された場合は、「省略」をクリックする

インターネットの接続はセットアップ後にできるので、ここでは省略します。

10「Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか?」と表示された場合は、
「いいえ、今回はユーザー登録しません」の をクリックして にし、「次へ」
をクリックする

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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11「今すぐインターネット アクセスのセットアップを行いますか?」と表示さ
れた場合は、「いいえ、今回はインターネットに接続しません」の をクリッ
クして にし、「次へ」をクリックする
「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」の画面が表示されます。

12 ユーザー名を「ユーザー1」に半角英数字で入力する
「ユーザー1」のみ入力してください。ユーザー2～5はセットアップ後に設定でき
るので、ここでは入力しないでください。

再セットアップ後のユーザー名の設定方法→Windowsのヘルプ

「データのバックアップをとる」でユーザー名を控えた場合は控えたユーザー
名を入力してください。

13「次へ」をクリックする
「設定が完了しました」と表示されます。

14「完了」をクリックする
Windowsが再起動します。
しばらくすると「パソコンの診断が終了しました。」の画面が表示されます。

パソコンの処理が行われる間は、画面に が表示されたり、ハードディスクア
クセスランプ（ ）が点灯します。
この間は、キーを押したりクリックしないようにしてください。

15「次へ」をクリックする
Windowsの設定がはじまります。
設定が終了すると、パソコンが再起動します。
再起動後に、「121ポップリンクの設定」と表示されます。

16「利用する」が になっていることを確認して「次へ」をクリックする
「設定が完了しました。」が表示されます。

17「完了」をクリックする
Windowsが再起動し、「システムの復元ポイントの設定」が表示されます。
しばらくこの画面が表示された後、自動的に再起動します。
デスクトップ画面が表示されるまで何も操作せずにしばらくお待ちください。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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これ以降は、ご使用のモデルにより手順が異なります。
・Office XPモデル→このページの「3．アプリケーションを再セットアップする
（Office XPモデルのみ）」を行ってから「4．各種の設定をする」（p.154）へ

・上記以外のモデル→「4．各種の設定をする」（p.154）へ

なお、お客様登録が不要な場合に、「NECオンラインお客様登録」アイコンを削除
するには、次の「「NECオンラインお客様登録」アイコンを削除する」の手順を行っ
てください。

「NECオンラインお客様登録」アイコンを削除する

次の操作を行ったあとに再度アイコンを表示するには、再セットアップを行う
必要があります。

1 デスクトップ画面の「NECオンラインお客様登録」アイコン、または、［スター
ト］－［すべてのプログラム］－［アプリケーション］で表示される「NECオン
ラインお客様登録」を起動する
「NECオンラインお客様登録」が表示されます。

2「本製品のお客様登録を他の方法（インターネット、FAX等）でお済みの方」の
をクリックして にし、「次へ」をクリックする

削除を確認するメッセージが表示されます。

3「完了」をクリックする

3．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）

ここでの作業は、Office XPモデルにのみ必要な作業です。

ここでの操作には、CD/DVDドライブが必要です。LaVie MEをお使いの場
合、ベイにCD/DVDドライブ以外の機器が取り付けられているときは、機器を
取り外してからベイにCD/DVDドライブを取り付けてください（p.116）。
LaVie Jをお使いの場合は、PART2の「CD/DVDドライブ」（p.80）をご覧に
なり、CD/DVDドライブを使えるようにしてください。CD/DVDドライブ接
続後、再起動するようメッセージが表示された場合は、再起動を行ってくださ
い。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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「Office XP Personal」を再セットアップする

「Office XP Personal」を再セットアップしたあと、「Office XP Personal」
のアプリケーション（Wo r dやE x c e l など）を最初に起動したときに、
「Microsoft Office XP Personal ライセンス認証ウィザード」が表示され
ます。この場合は、「Office XP Personal」に添付のOffice XPのセットアッ
プガイドをご覧になり、ライセンス認証を行ってください。

1「Office XP Personal」CD-ROMをCD/DVDドライブにセットする
自動的にセットアッププログラムが起動して、しばらくすると「Microsoft Office
XP セットアップ」の画面が表示されます（表示されない場合は、「スタート」-「マイ
コンピュータ」をクリックし、「CD-ROM」アイコンをダブルクリックしてくださ
い）。

2「ユーザー情報（ユーザー名、頭文字、所属、プロダクト キー）」を入力する
ユーザー名やその他の項目は省略できます。
なお、プロダクト キー（「Office XP Personal」のCD-ROMケースの裏側に貼
られた黄色のシールに記載されています）をここで入力すると、Office XP アプ
リケーションを最初に起動したときのプロダクト キーの入力作業が必要なくな
ります。

3「次へ」をクリックする
「使用許諾契約書」が表示されます。

4 画面の内容をよく読み、「「使用許諾契約書」の条項に同意します」の をク
リックして にし、「次へ」をクリックする
「インストールの種類を指定してください」と表示されます。

5「カスタム」の をクリックして にし、「次へ」をクリックする
インストール先を変更する場合は「参照」をクリックし、インストール先を選び、
「OK」をクリックしてください。
「インストールするアプリケーションを指定してください」と表示されます。

6「アプリケーションごとにオプションを指定してインストールします」の
をクリックして にし、「次へ」をクリックする
「Officeのアプリケーションとツールのインストールオプションを指定してくだ
さい」と表示されます。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）



152

7  （Microsoft Office）をクリックし、表示されるメニューから「マイコ
ンピュータからすべて実行」をクリックする
灰色で表示されたアイコンがないことを確認してください。

8「Microsoft Excel for Windows」-「読み上げ」の  をクリックし、表
示されるメニューから「インストールしない」をクリックする
をクリックすると下の階層が表示されます。

実行すると、  （読み上げ）が  に変わります。

9「Office 共有機能」-「入力システムの拡張」-「音声」の をクリックし、表
示されるメニューから「インストールしない」をクリックする
 をクリックすると下の階層が表示されます。

実行すると、  （音声）が  に変わります。

10「Office 共有機能」-「入力システムの拡張」-「IME」-「IME パッド アプレット」-
「音声アプレット」の をクリックし、表示されるメニューから「インス
トールしない」をクリックする
をクリックすると下の階層が表示されます。

実行すると、 （音声アプレット）が に変わります。

11「次へ」をクリックする
「インストールを開始します」と表示されます。

12「完了」をクリックする
ファイルのコピーがはじまり、自動的に設定が行われます。しばらくお待ちください。

13 再起動のメッセージが表示された場合は、「はい」をクリックする
Windowsが再起動します。

14「Microsoft Office XP Personal セットアップが正常に完了しました。」
と表示された場合は「OK」をクリックする

15 Windowsを再起動する
手順13で再起動した場合は必要ありません。
続けて、「Microsoft® Office XP Service Pack 1」をインストールします。

16 デスクトップにある「Microsoft Office XP Service Pack」フォルダをダ
ブルクリックする
「OXPSP」の画面が表示されます。

17「Microsoft Office XP Service Pack1」アイコンをダブルクリックする
「このアップデート プログラムをインストールしますか？」と表示されます。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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18「はい」をクリックする
「追加使用許諾契約書」が表示されます。

19 契約に同意のうえ、「はい」をクリックする
インストールがはじまります。
インストールが終了すると、「アップデートは正常に適用されました。」と表示され
ます。

20「OK」をクリックする
続けて、「Microsoft® Office XP Service Pack 2」をインストールします。

「Microsoft® Office XP Service Pack 2」のインストールは、必ず「Microsoft®

Office XP Service Pack 1」のインストールが完了してから行ってください。

21「Microsoft Office XP Service Pack2」アイコンをダブルクリックする
「このアップデート プログラムをインストールしますか？」と表示されます。

22「はい」をクリックする
「追加使用許諾契約書」が表示されます。

23 契約に同意のうえ、「はい」をクリックする
インストールがはじまります。
インストールが終了すると、「アップデートは正常に適用されました。」と表示され
ます。

24「OK」をクリックする

25「OXPSP」画面右上の をクリックする
画面が閉じます。

26 CD/DVDドライブから「Office XP Personal」CD-ROMを取り出す

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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「Microsoft® Outlook® Plus! 2.0」を再セットアップする

1「Office XP ツール CD」をCD/DVDドライブにセットする
「Microsoft Office XP ツール」が表示されます（表示されない場合は、「スター
ト」-「マイ コンピュータ」をクリックし、CD-ROMのアイコンをダブルクリック
してください）。

2「Outlook Plus! 2.0 のセットアップ」をクリックする
しばらくすると「Microsoft Outlook Plus! Version 2.0インストール ウィ
ザードへようこそ」と表示されます。

3「次へ」をクリックする
「使用許諾契約書」と表示されます。

4 契約に同意のうえ、「「使用許諾契約書」の条項に同意します」の をクリック
して にし、「次へ」をクリックする
「インストールの開始」と表示されます。

5「次へ」をクリックする
インストールがはじまります。
インストールが終了すると、「Microsoft Outlook Plus! Version 2.0は正常
にインストールされました」と表示されます。

6「完了」をクリックする

7 CD/DVDドライブから「Office XP ツール CD」を取り出す

4．各種の設定をする

機器を取り付けて設定する

再セットアップ前に取り外した周辺機器を元どおりに取り付け、機器の設定をして
ください。

周辺機器を設定する→『パソコン機能ガイド』の「PART2 パソコンにつなぐ」

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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パソコンの設定を元に戻す

購入後に設定した内容は、すべて購入時の状態に戻っています。インターネットや
メール、BIOSなどのパソコンの設定を、お使いの環境に合わせて設定しなおしてく
ださい。
なお、再セットアップを行う前に「バックアップ-NX」を使ってデータのバックアッ
プを行った場合は、データを復元してください。

バックアップ-NXについて→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

・再セットアップ前にユーザパスワードやスーパバイザパスワードが設定さ
れていた場合は、その設定が引き続き有効になっています。新たに設定しな
おす必要はありません。

・プロバイダに加入している場合、すでに取得しているIDやパスワードをそ
のまま使うことができます。新たにサインアップをやりなおす必要はあり
ません。

アプリケーションをインストールしなおす

パソコンの購入後にCドライブにインストールしたアプリケーションは、削除されて
います。アプリケーションのマニュアルや 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹
介と説明」-「アプリケーションの追加と削除」をご覧になり、再度インストールを行っ
てください。

再セットアップ後にCドライブ以外のハードディスクに残っているアプリ
ケーションが正常に動作しなくなった場合は、再度アプリケーションをインス
トールしなおしてください。

再セットアップを何度やりなおしても、再セットアップできない場合は…
「トラブルチェックシート」（p.205）にトラブルの内容などの必要事項を記入し、
『121ware ガイドブック』に記載のサポート窓口にお問い合せください。

標準再セットアップ（Cドライブのみ再セットアップ）
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Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ

・初心者の方や、ハードディスクの知識があまりない方は、この方法での再
セットアップを行わないでください。

・この方法で再セットアップを行うと、Dドライブにある「ソフトチョイス用
アプリケーションのセットアップファイル」が削除されます。セットアップ
を行う前に、必ずソフトチョイス用アプリケーションCD-ROMまたは
DVD-ROMを作成してください。作成方法は、この後の「1.再セットアップ
用CD/DVD-ROM」を作成する（p.161）をご覧ください。

操作の流れ

再セットアップは次の手順で行います。
再セットアップをはじめたら、必ず手順通り最後まで行ってください。

1．システムを再セットアップする
2．Windows XPの設定をする
3．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）
4．各種の設定をする

1．システムを再セットアップする

1 パソコンの電源を入れる

2「NEC」のロゴが表示されたら、「再セットアップとは」と表示されるまで
【F11】を数回押す

【F11】を押すタイミングが遅いと、「再セットアップとは」の画面は表示されま
せん。画面が表示されなかった場合は、いったん電源を入れなおし、【F11】を押
す間隔を変えてください。

再セットアップにかかる時間はモデルによって異なります。実際の画面で確認
してください。

Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ
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Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ

3「再セットアップとは」と表示されたら、【Enter】を押す

4「準備するもの」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を選択し、【Enter】
を押す

5「再セットアップを始める前に」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を
選択し、【Enter】を押す

6「再セットアップの種類を選択する」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「Cド
ライブの領域を自由に作成して再セットアップ」を選択し、【Enter】を押す

7「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」と表示されたら、【↑】
【↓】を押して「再セットアップ開始」を選択し、【Enter】を押す
Cドライブのサイズを入力する画面が表示されます。

8 Cドライブのサイズ（最小10Gバイトから最大［お使いのハードディスクの容
量ー6］Gバイトまで1Gバイト単位で入力可）を入力し、【Enter】を押す
確認するメッセージが表示されます。

9【F8】を押す
再セットアップがはじまります。
終了すると、パソコンを再起動するようメッセージが表示されます。

10【Enter】を押す
何度かパソコンが再起動します。
しばらくすると、「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されます。

・パソコンの処理が行われる間は、画面に が表示されたり、ハードディスク
アクセスランプ（ ）が点灯します。
この間は、キーを押したりクリックしないようにしてください。

・「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されなかった場合は、シス
テムの再セットアップが正常に行われていません。はじめからやりなおし
てください。
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2．Windows XPの設定をする

p.147の手順にしたがって、Windows XPの設定をしてください。

3．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）

Office XPモデルをお使いの場合は、p.150の手順にしたがってアプリケーション
を再セットアップしてください。

4．各種の設定をする

p.154の手順にしたがって各種の設定をしてください。

再セットアップを何度やりなおしても、再セットアップできない場合は…
「トラブルチェックシート」（p.205）にトラブルの内容などの必要事項を記入し、
『121ware ガイドブック』に記載のサポート窓口にお問い合せください。

Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ
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その他の再セットアップ

その他の再セットアップ
『NEC Recovery System』を使って再セットアップする「標準再セットアップ」、
「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」のほかに、次の再セットアップ
用CD/DVD-ROMからの再セットアップがあります。

再セットアップ用CD/DVD-ROMからの再セットアップとは

購入時、内蔵ハードディスクにある『NEC Recovery System』の内容をDVD-R媒
体またはCD-R媒体に書き出し、作成したCD/DVD（これを「再セットアップ用CD/
DVD-ROM」と呼びます）を使って再セットアップします。

Cドライブ�

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ� NEC Recovery System�
（再セットアップ領域）�

再セットアップ用データ�

購入時と同じ内容�

DVD-R媒体�
または�

CD-R媒体�

再セットアップ用CD/DVD-ROM（DVD-R媒体または�
CD-R媒体に保存されている再セットアップ用データ）�
を使って再セットアップ�

＜購入時の状態＞�

＜再セットアップ後の状態＞�
（ハードディスクの全領域を1つにして再セットアップする場合）��

再セットアップ用
データをDVD-R
媒体またはCD-
R媒体に移す�

ハードディスクの領域�

ソフトチョイス対応�
アプリケーションのセット
アップファイル�

この再セットアップは、『NEC Recovery System』を使って再セットアップする
のと同じように、パソコンのシステムを購入時と同じ状態に戻すことや、Cドライブ
の容量を変更することができます。ただし、一度「再セットアップ用CD/DVD-ROM」
から再セットアップを行うと、『NEC Recovery System』を使って再セットアッ
プすることができなくなります。再セットアップする場合は、『NEC Recovery
System』を使って再セットアップする「標準再セットアップ」、「Cドライブの領域を
自由に作成して再セットアップ」をおすすめします。
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再セットアップの種類

再セットアップには次の3種類があります。

●Cドライブのみ再セットアップ
Cドライブ以外の領域にあるデータを削除せずに、Cドライブのみ再セットアップし
ます。Cドライブのデータは削除されるので大切なデータはバックアップを取ってお
いてください。
（実用例）
Dドライブ（またはCドライブ以外の領域）に必要なデータを移動し、Cドライブだけ
購入時の状態に戻したい

●ハードディスクの全領域を1つにして再セットアップ
お使いの内蔵ハードディスクをすべてCドライブにして、再セットアップします。こ
の方法で再セットアップをすると、ご購入時にハードディスクに保存されていた「再
セットアップ用データ」も削除されるため、以降はハードディスクからの通常の再
セットアップは行えなくなります。また、「ソフトチョイス対応アプリケーションの
セットアップファイル」も削除されます。作成した「再セットアップ用CD/DVD-
ROM」および「ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-ROM」を紛失したり、
破損したりすることのないように注意して保管してください。

この再セットアップをすると、『NEC Recovery System』を使って再セット
アップすることができなくなります。

（実用例）
内蔵ハードディスクの領域をCドライブだけで、パソコンを使用したい

●Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ
Cドライブのサイズを最小10Gバイトから最大お使いの内蔵ハードディスクの容量
まで、1Gバイト単位で設定して再セットアップします。また、残った領域は、Dドラ
イブとして作成されます。この方法で再セットアップをすると、ご購入時にハード
ディスクに保存されていた「再セットアップ用データ」も削除されるため、以降はハー
ドディスクからの通常の再セットアップは行えなくなります。また、「ソフトチョイ
ス対応アプリケーションのセットアップファイル」も削除されます。作成した「再セッ
トアップ用CD/DVD-ROM」および「ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-
ROM」を紛失したり、破損したりすることのないように注意して保管してください。

この再セットアップをすると、『NEC Recovery System』を使って再セット
アップすることができなくなります。

（実用例）
Cドライブのサイズを20Gバイトに設定して、パソコンを使用したい

その他の再セットアップ
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操作の流れ

再セットアップは次の手順で行います。
システムの再セットアップ以降は、始めたら必ず手順通り最後まで行ってください。

1．再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する
2．再セットアップの準備をする
3．システムを再セットアップする
4．Windows XPの設定をする
5．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）
6．各種の設定をする

1．再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する

『NEC Recovery System』の内容をDVD-R媒体またはCD-R媒体に書き出し、「再
セットアップ用CD/DVD-ROM」を作成します。「再セットアップ用CD/DVD-
ROM」は、CD-RディスクまたはDVD-Rディスクのどちらでも作成できます。作成し
たCD/DVDは大切に保管してください。

・CD/DVDの作成に必要なDVD-R媒体は1～2枚※、またCD-R媒体は6～9※

枚です。あらかじめ準備しておいてください。

※お使いのモデルによって必要なCD-RディスクまたはDVD-Rディスクの枚数は異なりま
す。「1.再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する」の手順3（p.164）で表示される画
面で確認のうえ、必要な枚数の未使用のCD-RディスクまたはDVD-Rディスクをご用意
ください。

・ CD/DVDの作成には、約1～3時間かかります（お使いのモデルや書き込み
速度によって異なります）。

CD/DVD作成時の注意

◎CD/DVDの作成は、管理者権限をもつユーザーのみ行えます。

◎CD/DVDの作成は、「RecordNow DX」というアプリケーションがインストール
されている必要があります。
「RecordNow DX」は、購入時にパソコンにインストールされていますが、削除し
ている場合は、再度インストールしてください。

RecordNow DXを追加する→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「アプリケー
ションの追加と削除」

その他の再セットアップ
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◎DVD-R媒体への書き込みは、DVD-RAM/R/RWモデルのみ行うことができます。

◎DVD-R媒体は4.7Gバイト、CD-R媒体は700Mバイトまたは650Mバイトのものを
用意してください。DVD-R媒体またはCD-R媒体以外ではCD/DVDの作成はできま
せん。

◎Cドライブの空き容量が、DVD-R媒体で作成する場合は4.5Gバイト、CD-R媒体
で作成する場合は800Mバイト以下のとき、CDの作成はできません。

◎バッテリ駆動時には、CD/DVDの作成はできません。

◎書き込みエラーを防ぐため、CD/DVDの作成前に以下の操作を行ってください。
　・ スクリーンセーバーが起動しないように設定する
　・ 自動的にスタンバイ状態／休止状態にならないように設定する
　・ 起動中のアプリケーションをすべて終了する
　・ 常駐プログラムをすべて終了する
　・ ACアダプタを接続する

スタンバイ状態／休止状態について→PART1の「省電力機能」

◎CD/DVDの作成中に長時間放置しないでください。長時間放置すると書き込みエ
ラーの原因になります。

◎パソコンに振動や衝撃を与えないでください。振動や衝撃は書き込みエラーの原
因になります。

◎以下の操作を行うと、CD/DVDの作成に必要なデータも削除されるため、以降は
CD/DVDの作成はできません。
・作成したCD/DVDを使用して、ハードディスクの全領域を1つにして再セット
アップする、または、Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップする

・『NEC Recovery System』を手動で削除する
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CD/DVDの作成（書き出し）をする

この操作には、CD/DVDドライブが必要です。LaVie MEをお使いの場合、ベ
イにCD/DVDドライブ以外の機器を取り付けているときは、機器を取り外し
てからベイにCD/DVDドライブを取り付けてください（p.116）。LaVie Jを
お使いの場合は、PART2の「CD/DVDドライブ」（p.80）をご覧になり、CD-
R/RWドライブまたはCD-R/RW with DVD-ROMドライブを使えるように
してください。

手順2の画面で「再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する」を選択した場
合と「ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-ROMを作成する」を選択
した場合では、手順4以降が共通になります。先に「ソフトチョイス用アプリ
ケーションCD/DVD-ROMを作成する」を選択することもできます。

1 用意したCD-R媒体またはDVD-R媒体をCD/DVDドライブにセットする
「Windowsが実行する動作を選んでください。」と表示された場合は、「何もしな
い」をクリックし、「常に選択した動作を行う。」の をクリックして にし、
「OK」をクリックします。

2「スタート」-「すべてのプログラム」-「アプリケーション」-「再セットアップ
ディスク作成ツール」をクリックする
次の画面が表示されます。

次の場合は、「再セットアップディスク作成ツール」画面に「ソフトチョイス用
アプリケーションCD/DVD-ROMを作成する」は表示されません。

・ソフトチョイス用アプリケーションなしモデルの場合

・ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルを削除した場合
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3「再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する」が になっていることを確
認して、「次へ」をクリックする
次の画面が表示されます。

4 使用するディスクの種類を選択して、「次へ」をクリックする

DVD-Rディスクは、DVD-RAM/R/RWモデルの場合のみ選択できます。

5 作成開始ディスク、書き込み速度をプルダウンメニューから選択して、「次へ」
をクリックする

・用意したDVD-R媒体またはCD-R媒体に対応した速度を選択してください。

・書き込みに失敗した場合は、速度を落としてから作成してください。このと
き、2枚目以降の書き込みに失敗したときなど、途中から作成する場合は「作
成開始ディスク」から作成を開始するディスクを選んでください。

6 ディスクをセットして、「作成開始」をクリックする
作成が終了するとディスクトレイが自動的に開きディスクが送出され、次の画面
が表示されます。

その他の再セットアップ
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7「OK」をクリックする
ディスクを取り出し、次のディスクをセットします。最後のディスク作成まで同様
の作業を繰り返してください。

これで再セットアップ用CD/DVD-ROMの作成（書き出し）は終了です。

・作成したCD/DVDは、CD/DVDに何枚目かわかるように記入しておいて
ください。

・作成したCD/DVDは、紛失したり破損したりすることのないように注意し
て保管してください。

・ハードディスクの全領域をすべてCドライブにして再セットアップを行う場合
やCドライブの領域を自由に作成して再セットアップする場合は、Dドライブ
にある「ソフトチョイス対応アプリケーションのセットアップファイル」も削除
されます。削除後は、１度も実行していないアプリケーションは利用できなくな
ります。必ず「ソフトチョイス対応アプリケーションCD/DVD-ROMを作成す
る」でソフトチョイス用CD-ROMまたはDVD-ROMを作成してください。

・「再セットアップ用CD/DVD-ROM」を作成した後、必ず「ソフトチョイス用ア
プリケーションCD/DVD-ROMを作成する」を行ってください。
ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-ROMは、「再セットアップ用
CD/DVD-ROMを作成する」の手順2までを行い、手順3で「ソフトチョイス用
アプリケーションCD/DVD-ROMを作成する」を にして「次へ」をクリック
することで作成できます。

・Dドライブにある「ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイ
ル」を削除すると、ソフトナビゲーターからアプリケーションを起動する際に
メッセージがでる場合があります。メッセージにしたがって、「ソフトチョイス
用アプリケーションCD/DVD-ROMを作成する」で作成したソフトチョイス用
アプリケーションCD-ROMまたはDVD-ROMを使用してください。

その他の再セットアップ



166

ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルを削除する

ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-ROMを作成した後で、ソフトチョイ
ス用アプリケーションのセットアップファイルを削除すると、Dドライブの容量を増
やすことができます。

1「スタート」-「すべてのプログラム」-「アプリケーション」-「再セットアップ
ディスク作成ツール」をクリックする
「再セットアップディスク作成ツール」の画面が表示されます。

次の場合は、「再セットアップディスク作成ツール」画面に「ソフトチョイス用
アプリケーションのセットアップファイルを削除する」は表示されません。

・ソフトチョイス用アプリケーションなしモデルの場合

・ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルを削除した場合

・ソフトチョイス用アプリケーションCD/DVD-ROMを作成していない場合

2「ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルを削除する」の
をクリックして にし、「次へ」をクリックする

「ソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルを削除」の画面が表
示されます。

3「削除を実行」をクリックする
「確認」画面が表示されます。

4「本当に削除しますか?」と表示されるので、「はい」をクリックする
ソフトチョイス用アプリケーションの削除がはじまります。しばらくすると、次の
画面が表示されます。

5「OK」をクリックする

これでソフトチョイス用アプリケーションのセットアップファイルの削除は終了で
す。

その他の再セットアップ
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2．再セットアップの準備をする

再セットアップの準備は、p.140の「再セットアップの準備をする」をご覧になり準
備してください。

・この再セットアップでは、作成した「再セットアップ用CD/DVD-ROM」が
必要となります。

・ LaVie Jをお使いの場合は、パソコンにCD/DVDドライブを取り付けて、
CD/DVDドライブを使えるようにしてください。

CD/DVDドライブの取り付け方→PART2の「CD/DVDドライブ」（p.80）

3．再セットアップ用CD/DVD-ROMを使って再セットアップする

1 パソコンの電源を入れる

2「NEC」のロゴが表示されたらすぐに「再セットアップ用CD/DVD-ROM（1
枚目）」をCD/DVDドライブにセットする
しばらくすると、「再セットアップとは」の画面が表示されます。

・CD/DVDドライブを選択する画面が表示された場合は、お使いのCD/
DVDドライブを選択してください。

・「再セットアップ用CD/DVD-ROM（1枚目）」のセットが遅いと、この画面
が表示されません。この場合は、電源を切って手順1からやりなおしてくだ
さい。

その他の再セットアップ
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再セットアップにかかる時間はモデルによって異なります。実際の画面で確認
してください。

3「再セットアップとは」と表示されたら、【Enter】を押す

4「準備するもの」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を選択し、【Enter】
を押す

5「再セットアップを始める前に」と表示されたら、【↑】【↓】を押して「次へ」を
選択し、【Enter】を押す
再セットアップの種類を選択する画面が表示されます。

6【↑】【↓】を押して再セットアップの方法を選択し、【Enter】を押す

このあと、選択した再セットアップの方法で手順が異なります。
「Ｃドライブのみ再セットアップ」または「ハードディスクの全領域を1つにし
て再セットアップ」を選択した場合はそのまま次の手順へ
「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」を選択した場合はp.170
へ
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「Ｃドライブのみ再セットアップ」または「ハードディスクの全領域を1つにし
て再セットアップ」を選択した場合

再セットアップの確認メッセージが表示されます。

7【↑】【↓】を押して「はい」を選択し、【Enter】を押す
再セットアップがはじまります。
最後の「再セットアップ用CD/DVD-ROM」のコピーが終了すると、パソコンが再
起動します。
Windowsの設定が完了するまでCD/DVDは取り出さないでください。

・途中で「再セットアップ用CD/DVD-ROM」を入れ替えるメッセージが表示
された場合は、画面の指示にしたがって入れ替えてください。

・CD/DVDをセットし、【Enter】を押した直後に「Error」と表示された場合
は、間違ったCD/DVDをセットしている可能性があります。【Enter】を押し
て正しいCD/DVDを入れなおし、画面にしたがってください。

・再セットアップ中、画面の指示以外でCD/DVDを取り出さないでくださ
い。取り出すと再セットアップは正常に行われません。

しばらくすると、「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されます。

・パソコンの処理が行われる間は、画面に が表示されたり、ハードディスク
アクセスランプ（ ）が点灯します。
この間は、キーを押したりクリックしないようにしてください。

・「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されなかった場合は、シス
テムの再セットアップが正常に行われていません。はじめからやりなおし
てください。

このあと、「4．Windows XPの設定をする」（p.171）へ進んでください。
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「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」を選択した場合

「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」画面が表示されます。

7【↑】【↓】を押して「再セットアップ開始」を選択し、【Enter】を押す
Cドライブのサイズを入力する画面が表示されます。

8 Cドライブのサイズ（最小10Gバイトから最大お使いのハードディスクの容
量まで1Gバイト単位入力可）を入力し【Enter】を押す
再セットアップの確認メッセージが表示されます。

9【F8】を押す
再セットアップが始まります。
最後の「再セットアップ用CD/DVD-ROM」のコピーが終了すると、パソコンが再
起動します。
Windowsの設定が完了するまで、CD/DVDは取り出さないでください。

・途中で「再セットアップ用CD/DVD-ROM」を入れ替えるメッセージが表示
された場合は画面の指示にしたがって入れ替えてください。

・CD/DVDをセットし、【Enter】を押した直後に「Error」と表示された場合
は、間違ったCD/DVDをセットしている可能性があります。【Enter】を押し
て正しいCD/DVDを入れなおし、画面にしたがってください。

・再セットアップ中、画面の指示以外でCD/DVDを取り出さないでくださ
い。取り出すと再セットアップは正常に行われません。

しばらくすると、「Microsoft Windowsへようこそ」画面が表示されます。

・パソコンの処理が行われる間は、画面に が表示されたり、ハードディスク
アクセスランプ（ ）が点灯します。
この間は、キーを押したりクリックしないようにしてください。

・「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されなかった場合は、シス
テムの再セットアップが正常に行われていません。はじめからやりなおし
てください。

その他の再セットアップ
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4．Windows XPの設定をする

「2．Windows XPの設定をする」（p.147）の操作をしてください。「Windowsの設
定」が完了した後に、「再セットアップ用CD/DVD-ROM」をCD/DVDドライブから
取り出してください。

「Windowsの設定をする」の作業が終了するまで、「再セットアップ用CD/
DVD-ROM」を取り出さないでください。「再セットアップ用CD/DVD-ROM」
を取り出すと正常に再セットアップが完了しません。

ー
5．アプリケーションを再セットアップする（Office XPモデルのみ）

Office XPモデルをお使いの場合は、p.150の手順にしたがってアプリケーション
を再セットアップしてください。

6．各種の設定をする

p.154の手順にしたがって設定をしてください。

再セットアップを何度やりなおしても、再セットアップが完了しない場合は…
「トラブルチェックシート」（p.205）にトラブルの内容などの必要事項を記入し、
『121ware ガイドブック』に記載のサポート窓口にお問い合わせください。

その他の再セットアップ
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トラブルが起こったときは

トラブル事例の探し方

トラブルの解決事例は、このマニュアルや「ぱそガイド」など、いろいろな場所に記載
されています。自分が直面しているのと同じ事例や似た症状を探してみましょう。

「ぱそガイド」を見る

「ぱそガイド」では、パソコン使用中に発生するさまざまなトラブル事例を紹介して
います。パソコンが使えるときは、まず「ぱそガイド」を見てみましょう。

■起動方法
・デスクトップの「ぱそガイド」アイコン（ ）をダブルクリックする
・「スタート」-「ぱそガイド」をクリックする

■使い方
「トラブル解決Q＆A」または「インターネットのトラブル解決」で、見たいカテゴリー
を選び、表示された中から項目をクリックしてください。対処法が表示されます。

「ぱそガイド」の内容を印刷する

「ぱそガイド」で表示した内容を紙に印刷しておくと、後で読み返すときなどに
便利です。 をクリックして印刷できます。

トラブルが起こったときは
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ぱそガイドの項目の中には、クリックすると、「ダイヤルアップ接続」が表示さ
れるものがあります。これは、インターネットへ接続しようとしていることを
表します。インターネットへ接続すると、インターネット接続サービス料金や
アクセスポイントまでの電話料金（どちらもお客様負担）がかかります。説明を
見終わったら、必ず回線を切断してください。一度インターネットに接続され
ると、自分で回線を切断しない限り、ぱそガイドを終了するまで、回線が接続さ
れたままになり、料金がかかり続けます。注意してください。

Windowsのヘルプを見る

Windowsのヘルプでも、トラブル解決事例を見ることができます。
Windowsのヘルプで解決策を探してみましょう。
「スタート」-「ヘルプとサポート」をクリックすると、「ヘルプとサポート センター」が
表示されます。

■キーワードから探す
調べたいキーワードを入力し をクリックすると、画面左に検索結果が表示されま
す。検索結果の中から知りたい項目をクリックします。

「検索」欄の下の「検索オプションの設定」をクリックすると、別の情報源から情報を
検索できます。

■「問題を解決する」で探す
「問題を解決する」をクリックし、画面左に表示される項目の中から知りたい項目を
クリックします。

トラブルが起こったときは
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インターネットで解決方法を探す

パソコンがインターネットに接続できる状態なら、トラブル事例と豊富な解決方法
が提供されているので便利です。

■NECパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com」（ワントゥワンウェア）
NECの「ワントゥワンウェア（121ware.com）」は、ひとりひとりのパソコンライフ
に合わせたサービスを24時間提供するインターネットサイトです。

http://121ware.com/

「サポート」コーナーでは、お客様の問題解決のサポートを中心にドライバの最新バー
ジョン、修正・サポートプログラムの配布（「ダウンロード」）なども利用できます。

http://121ware.com/my/で保有商品情報を登録すると、商品に関するQ＆
A情報や、最新情報をすばやく見つけることができます。

■マイクロソフトサポート技術情報
このホームページでは、WindowsやWindowsの関連製品のＱ＆Ａまたは、最新情報
を参照することができます。
「マイクロソフトサポート技術情報」に接続するには、インターネットエクスプロー
ラを起動してインターネットに接続し、「ヘルプ」をクリックして表示されたメニュー
から「オンライン サポート」をクリックします。

http://support.microsoft.com/default.aspx?LN=JA

トラブルが起こったときは
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こんなことも試してみよう

この本や「ぱそガイド」など、いろいろ調べたけれどトラブルが解決しないときは、次
のことを試してみましょう。パソコンを正常な状態に戻せる場合があります。

チェックディスクを使う

チェックディスクを使うと、Windowsやアプリケーションの動作不良、または強
制終了によるデータの書き損じなどのトラブルを検査、修復ができます。また、
Windowsが異常終了した直後の再起動時には、自動的にチェックディスクが実行さ
れることがあります。トラブルを予防するためには、毎日または週に1回など、定期的
にチェックディスクの実行をおすすめします。

チェックディスクについて→ 「ぱそガイド」-「ウイルスとトラブルの予防」-「トラブルの予防」-
「ハードディスクの点検は定期的にしよう」

セーフモードでWindowsを起動する

セーフモードは、トラブルが発生したときに最小限のシステム環境でパソコンを起
動できるWindowsの起動モードの1つです。
一度セーフモードでWindowsを起動し、チェックディスクなどのシステムツールで
トラブルを解決して再起動すると、正常な状態のWindowsに戻ることがあります。

・セーフモードでは、最小限の機能しか使えません。CD/DVDドライブ、プリ
ンタなどは使えません。

・セーフモードでは、解像度や配色が通常のWindowsとは異なります。

■セーフモードで起動し、チェックディスクを実行する
パソコンの電源を入れ、「NEC」のロゴ画面が表示されたら【F8】を数回押します。表
示された「Windows拡張オプションメニュー」で「セーフモード」を選んで【Enter】
を押し、次に使用しているOSが選択されていることを確認して【Enter】を押します。

セーフモードについて→「スタート」-「ヘルプとサポート」の「問題を解決する」-「起動と終了の問
題」

セーフモードで起動したらチェックディスクを実行します。チェックディスク終了
後、Windowsを再起動してください。問題がなければ、正常な状態に戻ります。

トラブルが起こったときは
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バックアップしたシステムやデータを復元する

Windowsの動作が不安定になったときは、システムファイルやアプリケーション
データにトラブルが起きていることが考えられます。このような場合には、システム
やデータを復元することで正常な状態に戻る場合があります。

システムを復元する前に、大切なデータは必ずバックアップを取ってくださ
い。システムを復元することでデータが失われることがあります。

■システムを復元する
システムの復元は、「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-「システムツー
ル」-「システムの復元」で行います。復元ポイントを選択できるので、パソコンが正常
に動作していたときを選択して復元できます。復元ポイントは自動的に作成されま
すが、自分で復元ポイントを作成しておくこともできます。

・システムの復元を行うときは、あらかじめ起動中のアプリケーションを終
了させてください。

・お客様が作成したファイル（データファイル）は、「システムの復元」では復
元することはできません。

システムの復元について→「スタート」-「ヘルプとサポート」-「問題を解決する」

■バックアップしたデータを復元する
あらかじめとっておいたバックアップデータを復元します。
「バックアップ-NX」でバックアップしたアプリケーションのデータやインターネッ
ト設定は、バックアップ-NXを使って復元ができます。
自分でバックアップしたデータは、バックアップ元のフォルダにファイルを移動ま
たはコピーしてください。

「バックアップ-NX」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

パソコンを再セットアップする

どうしてもパソコンが正常に動作しない、いろいろ試したが不安定な状態がなおら
ない、といった場合は、パソコンを再セットアップすることも検討してみてください。

再セットアップについて→PART3の「再セットアップする前に」（p.138）

トラブルが起こったときは



179

PPPPP
AAAAA
RRRRR
TTTTT

4
ト
ラ
ブ
ル
解
決
Q
&
A

パソコンが動かない

パソコンが動かない

パソコンの状態がおかしい
（煙や異臭、異常な音がしたり、手でさわれないほど熱い。またはパ
ソコンやケーブル類に目に見える異常が生じた場合）

すぐに電源を切り、ACアダプタとバッテリパックを取り外してから、ご購入元また
は『121wareガイドブック』に記載のサポート窓口に連絡してください。
電源が切れないときは、パソコン本体の電源スイッチを4秒以上押し続けてくださ
い。電源を強制的に切ることができます。

・安全に使うための注意事項を『安全にお使いいただくために』に記載してい
ます。必ず読んで注意事項を守ってください。

・ここで紹介する操作をすると、保存されていなかったデータは消えてしま
います。

Windowsが起動しない

Windowsが起動しない
原因はさまざまなことが
考えられます

BIOSの設定を変更して
いる

このPARTの「電源を入れたが」（p.181）をご覧にな
り、対策を行ってください。

BIOSの設定が正しいか確認してください。また、PART2
の「BIOSセットアップユーティリティ」（p.129）をご覧
になり、BIOSの設定を初期値（購入時の値）に戻してか
ら、もう一度電源を入れなおしてください。

PCカードやコンパクトフラッシュカードを使用して
いるときは、BIOSセットアップユーリティリティを
使う前に、PCカードやコンパクトフラッシュカードを
必ず取り外してください。

　

原因 対策
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使用中にパソコンが動かなくなった

フリーズしている
（アプリケーションや
OS、周辺機器に異常が
発生している）

アプリケーションや周辺機器に異常が発生すると、どん
な操作をしてもパソコンやアプリケーションが反応し
なくなることがあります（この状態をフリーズ、または
ハングアップ、ストールといいます）。このような場合
は、次の操作を行ってください。

次の操作を行うと、保存されていなかったデータは消
えてしまいます。

◆ 異常が起きているアプリケーションを終了させる

1【Ctrl】＋【Alt】＋【Del】を押す
「Windows タスクマネージャ」が表示されます。

2「状態」欄に「応答なし」と表示されているタスク（ア
プリケーション）をクリックして選択し、「タスクの
終了」をクリックする
異常を起こしているアプリケーションが強制的に終了
されます。

この方法でアプリケーションが終了できなかったり、終
了できてもWindowsが終了できなくなってしまってい
るときは、このPARTの「電源を切ろうとしたが」
（p.186）をご覧になり、強制的にWindowsを終了させ
てください。

原因 対策

パソコンが動かない
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電源を入れたが

はじめて電源を入れたとき、セットアップの画面が表示されない

はじめてパソコンの電源を入れたときに、次のようなメッセージが表示されること
があります。

・「F1 起動」「F2 セットアップ」または「F1 Boot」「F2 Computer Setup」（LaVie
MEの場合）

・「Press F1 to Run SETUP」（LaVie Jの場合）

メッセージが表示された場合は、次の手順で操作してください。

ニューメリックロックキーランプ（ ）が点灯している場合は、【Fn】＋【F12】
を押してランプを消してください。

■ LaVie MEの操作手順

1【F2】を押す
BIOSセットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。

2【F5】【F6】で時間（24時間形式）を設定し、【Enter】を押す

3 同様に分、秒、年（西暦）、月、日を順に設定する

言語を日本語以外に設定している場合は、時、分、秒、月、日、年の順に設定します。

4【F9】を押す

5「はい」を選んでから【Enter】を押す

6【F10】を押す

7「はい」を選んでから【Enter】を押す

このあとは、PART1の「セットアップ」の「Windowsのセットアップ」（p.7）をご覧
になり、セットアップを続けてください。

電源を入れたが
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■ LaVie Jの操作手順

1【F1】を押す
BIOSセットアップユーティリティが表示されます。

2【↓】を押す

3【Fn】を押しながら【+】、【P】を押して月を設定し、【Enter】を押す

4 同様に日、年（西暦）を順に設定する

5【↓】を押す

6 同様に時（24時間形式）、分、秒を順に設定する

7【F9】を押す
セットアップ確認の画面が表示されます。

8「はい」を選び、【Enter】を押す

9【F10】を押す
セットアップ確認の画面が表示されます。

10「はい」を選び、【Enter】を押す
BIOSセットアップユーティリティが終了し、Windowsが自動的に再起動しま
す。

このあとは、PART1の「セットアップ」の「Windowsのセットアップ」（p.7）をご覧
になり、セットアップを続けてください。

電源を入れたが
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外部ディスプレイを接続し、画面の出力先を「CRT（ま
たはモニタ）」や「TV（またはテレビ）」に設定している
ときは、このパソコンの液晶ディスプレイには画面が
表示されません。
画面を表示するには、【Fn】+【F3】を押して出力先を切
り替えてください。
接続している外部ディスプレイに画面が表示されてい
る場合は、出力先を画面のプロパティで変更できます。

画面のプロパティの設定手順→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-
「画面の設定」-「ディスプレイの設定」

・出力先を画面のプロパティで変更すると、変更後の
画面に設定の確認メッセージが表示されます。その
まま何も操作しないと画面の出力先は変更前の状態
に戻ります。

・いったんパソコンの電源を切り、接続している外部
ディスプレイを外してから起動すると、画面の出力
先は自動的にこのパソコンの液晶ディスプレイに変
更されます。

強制的にパソコンの電源を切ったあと、セーフモード
でWindowsを起動し、解像度を設定しなおしてくださ
い。

・強制的に電源を切る方法→このPARTの「強制的にパソコンの電源
を切る」（p.186）

・セーフモードで起動する方法→このPARTの「セーフモードでWin-
dowsを起動する」（p.177）

・解像度を設定する方法→ 「ぱそガイド」- 「パソコンの設定」- 「画
面の設定」-「ディスプレイの設定」

電源ランプが点灯しているのに画面が表示されない

外部ディスプレイが接続
してあり、出力先を切り
替えている

液晶ディスプレイでは表
示できない解像度に設定
している

原因 対策

電源を入れたが
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電源ランプが点灯せず、パソコンが起動しない

バッテリパックやACア
ダプタの接続が正しくで
きていない

バッテリ残量がなくなっ
ている

PART1の「型番の確認／電源の接続」（p.2）をご覧にな
り、バッテリパックやACアダプタの接続状態を確認し
てください。

バッテリのみで使用中にバッテリ残量がなくなると、パ
ソコンの電源は入らなくなります。ACアダプタを接続
して使用してください。バッテリはACアダプタを接続
すると充電されます。
ACアダプタを接続してから電源を入れても電源ランプ
（ ）が点灯しないときは、パソコンの故障が考えられ
ます。ご購入元に相談するか、『121wareガイドブッ
ク』をご覧になり、NEC 121コンタクトセンターの故
障診断・修理受付窓口に相談してください。

画面にメッセージが表示されて、Windowsが起動しない

フロッピーディスクが
セットされている

いったん電源を切り、フロッピーディスクを取り出して
からWindowsを起動してください。システムの入って
いないディスクがセットされていると、このように表示
されることがあります。

「Checking file system on C:」と表示されている

前回終了時に正しい方法
でWindowsを終了しな
かった

画面の表示を見ながら操作を続けてください。この表示
に続いて自動的にハードディスクがチェックされます。
ハードディスクに異常がなければWindowsが起動しま
す。ハードディスクに何らかの問題が発見されて、
Windowsが正常に起動しなかったときは、画面の表示
を見ながら操作してください。

原因 対策

原因 対策

原因 対策

電源を入れたが
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いったん電源を切り、フロッピーディスクを取り出して
からWindowsを起動してください。セットされている
ディスクの種類によっては、ピーッというエラー音がす
ることがあります。

メッセージや症状を書きとめ、ご購入元に相談するか、
『121wareガイドブック』をご覧になり、NEC 121コ
ンタクトセンターの故障診断・修理受付窓口に相談して
ください。

いったん電源を切り、フロッピーディスクを取り出して
からWindowsを起動してください。システムの入って
いないディスクがセットされていると、このように表示
されることがあります。

この場合は再セットアップを行ってください。

再セットアップするには→「PART3 再セットアップ」

　

「Windows 拡張オプションメニュー」が表示されている

前回終了時に正しい方法
でWindowsを終了しな
かった

「セーフモードでWindowsを起動する」（p.177）をご覧にな
り、セーフモードでWindowsを起動後、正しい手順で
Windowsを終了してからもう一度起動しなおしてください。

「Invalid system disk Replace the disk,...」または「Operating
System not found」と表示されている

フロッピーディスクが
セットされている

ハードディスクがフォー
マットされてしまった
か、システムが壊れてい
る可能性がある

画面にカーソルが表示された

フロッピーディスクが
セットされている

いったん電源を切り、フロッピーディスクを取り出して
からWindowsを起動してください。システムの入って
いないディスクがセットされていると、このように表示
されることがあります。

ピーッというエラー音がしている

フロッピーディスクが
セットされている

ハードディスクの障害の
可能性がある

原因 対策

原因 対策

原因 対策

原因 対策

電源を入れたが
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電源を切ろうとしたが

パソコンの電源が切れない

フリーズしている
（あるアプリケーション
だけに異常が発生して
いる）

フリーズしている
（アプリケーションだけ
でなく、Windowsも動
かなくなっている）

フリーズしているアプリケーションを終了させてから
Windowsを終了し、電源を切ってください。

フリーズしているアプリケーションの終了方法→このPARTの「使
用中にパソコンが動かなくなった」（p.180）

フリーズしているアプリケーションだけを終了できな
いときは、次の手順で強制的にWindowsを終了してく
ださい。

1【Ctrl】＋【Alt】＋【Del】を押す
「Windows タスクマネージャ」が表示されます。

2「シャットダウン」メニューの「コンピュータの電源
を切る」をクリックする
しばらくすると自動的にWindowsが終了し、パソコ
ンの電源が切れます。

キーボードの操作もできず、上記の方法では電源が切
れない場合は、次の手順で強制的にパソコンの電源を
切ってください。

◆ 強制的にパソコンの電源を切る

1 電源スイッチ（ ）を約4秒以上押し続ける
電源ランプ（ ）が消え、パソコンの電源が切れます。

電源スイッチの操作で省電力状態になる設定にして
いる場合、電源スイッチを押しても電源が切れずに省
電力状態になります（p44）。このようなときは、一度
電源スイッチから手を離し、もう一度電源スイッチを
約4秒以上押し続けて電源を切ってください。それで
も電源が切れない場合は、ご購入元に相談するか、
『121wareガイドブック』をご覧になり、121コンタ
クトセンターの故障診断・修理受付窓口に相談してく
ださい。

　

ここに記載の各手順を行ってもパソコンが動かない場合は、「電源を入れたが」
（p.181）もご覧になり対策を行ってみてください。

原因 対策

電源を切ろうとしたが
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省電力機能

復帰の操作をしても、画面が表示されない

液晶ディスプレイの電源
が切れている

コマンドプロンプトがア
クティブになっている

NXパッドなどのポインティングデバイスやキーボード
を操作すれば、正常に画面が復帰します。

【Alt】+【Tab】を押してタスクを切り替えると、正常に表
示されます。

省電力機能に関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「省電力
機能」でも紹介しています。

上記の各手順を行っても正しく表示されない場合は、次の「復帰できない」の対策を
行ってみてください。

復帰できない

Windows終了処理中に
次の操作を行った
・液晶ディスプレイを閉
じた

・省電力状態にした
・電源を切った

休止状態中に周辺機器の
取り付け／取り外しを
行った

アプリケーションや周辺
機器がスタンバイ機能に
対応していない

バッテリの残量が少なく
なっている

このような操作をすると、正常に復帰できなくなるこ
とがあります。電源スイッチ（ ）で電源を入れたあと
に何かメッセージが表示された場合は、そのメッセー
ジにしたがって操作してください。

パソコンの電源を切り、機器の構成を元に戻してから、
もう一度パソコンの電源を入れてください。

　

アプリケーションや周辺機器によっては、スタンバイ
機能を使うとパソコンが正常に動作しなくなることが
あります。このような場合は、スタンバイ状態にしない
でください。

ACアダプタを接続してから、液晶ディスプレイを開い
た状態でパソコンの電源を入れると復帰します。

原因 対策

原因 対策

省電力機能
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省電力機能の設定によっては、この画面が表示されま
す。ユーザーを選択すると復帰して画面が表示されま
す。
復帰するときに、Windowsのログオン画面が表示され
ないようにするには、「電源オプションのプロパティ」で
「スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求
める」を無効に設定しておきます。設定方法について詳
しくは、PART2の「省電力機能」の「省電力機能の設定」
（p.48）をご覧ください。

復帰しようとしたら、Windowsのログオン画面が表示された

復帰するときにWindows
のログオン画面が表示さ
れる設定になっている

原因 対策

省電力機能
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パスワード
パスワードに関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「セキュ
リティ/ウイルス」でも紹介しています。

「パスワードを忘れてしまいましたか？」と表示された

パスワードを間違えて入
力した

正しくパスワードが入力
できない状態になってい
る

パスワードを確認して、正しく入力しなおしてください。

キャップスロックキーランプ（ ）やニューメリック
ロックキーランプ（ ）が点灯している場合は、【Caps
Lock】や【Num Lk】がロックされています。キーのロッ
ク状態がパスワード設定時と異なっていると、パスワー
ドが正しく入力できないことがあります。ロックの状態
を確認し、パスワードを設定したときと同じ状態にして
からパスワードを入力しなおしてください。

【Caps Lock】や【Num Lk】のロックや解除方法→PART2の「キー
ボード／ワンタッチスタートボタン」の「キーの名称と役割」（p.75）

パスワードを忘れてしまった

Windowsのパスワードを忘れた場合

Windowsのパスワードを忘れてしまうと、パスワードの復元はできません。次のい
ずれかの操作で対処してください。

●パスワードのヒントを見てみる
Windowsのログオン画面の「パスワード入力」欄の右にある をクリックして設定
しておいたパスワードのヒントを確認し、自分の設定したパスワードを思い出して
みてください。

●別のユーザアカウントでログオンしてパスワードを設定しなおす
別のユーザアカウントが「コンピュータの管理者」権限を持つアカウントの場合、忘
れてしまったユーザアカウントのパスワードを削除し、新しいパスワードを作成す
ることができます。

原因 対策

パスワード



190

●「パスワードリセットディスク」を使って新しいパスワードを作成する

「パスワードリセットディスク」について→Windowsのヘルプ

BIOSで設定したパスワードを忘れた場合

ユーザパスワード、スーパバイザパスワード、ハードディスクのパスワード→PART2の「セキュ
リティ機能」の「不正使用やデータの盗難を防ぐ（パスワード）」（p.66）

■ユーザパスワード
ユーザパスワードを忘れてしまった場合は、BIOSセットアップユーティリティを起
動し、スーパバイザパスワードをいったん解除してから、もう一度スーパバイザパス
ワード、ユーザパスワードを設定してください。

■スーパバイザパスワード
スーパバイザパスワードを忘れてしまった場合は、『121wareガイドブック』をご覧
になり、NEC 121コンタクトセンターの故障診断・修理受付窓口に連絡してくださ
い。
・パスワード解除処置は保証期限内でも有償です。
・パスワード解除処置は原則としてお客様のお持ち込みによる対応となります。機
密保持のため、お客様ご本人からのご依頼に限り、処置をお受けいたします。

・パスワード解除処置を依頼される際には、次のものをすべて用意してください。
1. 本機の購入を証明するもの（保証書など）
2. 身分証明書（お客様ご自身を証明できるもの）
3. 印鑑

パスワード解除処置をご依頼の際、受付にてお客様ご自身により専用の用紙に必要
事項を記入・捺印していただくことが必要です。専用用紙の記載事項にご同意いただ
けない場合には、処置のご依頼に対応しかねる場合がありますので、あらかじめご了
承ください。

■ハードディスクのパスワード
ハードディスクのパスワードを忘れてしまった場合、パスワードの設定変更や解除
は一切できません。パスワードを解除するためには、ハードディスクを有償で交換す
る必要があります。

パスワード
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バッテリ

充電できない

バッテリがすでにフル充
電状態である

バッテリパックが接触不
良を起こしている

バッテリがフル充電されていたり、フル充電に近い状態
だと、ACアダプタを接続しても充電されないことがあ
ります。

バッテリパックが接触不良の場合は、バッテリ充電ラン
プ（ ）が点滅します。一度バッテリパックを取り外し
てから正しく取り付けなおしてください。

バッテリに関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「電源のオ
ン/オフ」でも紹介しています。

フル充電したのにバッテリ充電ランプが点灯する

自然放電を補充するた
め、自動的に充電を開始
することがあります

異常ではありません。バッテリは少しずつ自然放電して
いるので、それを補充するため、ACアダプタが接続され
ている場合は自動的に充電がはじまることがあります。
故障ではありません。

バッテリ充電ランプが点滅している

バッテリが正しく取り付
けられていないか、バッ
テリ寿命の可能性があり
ます

電源を切り、ACアダプタとバッテリパックを取り外し
てからもう一度正しく取り付けなおしてください。バッ
テリパックを取り付けなおしてもバッテリ充電ランプ
が点滅する場合は、バッテリパックの寿命ですので、別
売の新しいバッテリパックと交換してください。

　

原因 対策

原因 対策

原因 対策

バッテリ
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バッテリリフレッシュを行う

1 パソコンの電源を切る

2 バッテリリフレッシュを行いたいバッテリパックをパソコンに取り付ける

3 パソコンにACアダプタを接続し、電源コードをACコンセントに差し込む
バッテリ充電ランプ（ ）が点滅している場合は、一度ACアダプタを取り外し、
バッテリパックを取り付けなおしてください。

4 バッテリをフル充電する
バッテリがフル充電されると、バッテリ充電ランプが消灯します。

5 BIOSセットアップユーティリティを起動する

6 電源コードのプラグをACコンセントから抜き、ACアダプタをパソコンから
取り外す

7「標準設定」メニューの「バッテリリフレッシュ」を選んでから【Enter】を押す
「実行しますか？」と表示されます。

8「はい」を選んで【Enter】を押す
バッテリリフレッシュがはじまります。

バッテリリフレッシュ中は、液晶ディスプレイを開いたままにしておき、ACア
ダプタは接続しないでください。

バッテリリフレッシュが完了すると、自動的にパソコンの電源が切れます。
電源が切れたら、ACアダプタと電源コードを接続してバッテリをフル充電してく
ださい。

すぐにバッテリ切れになってしまう

バッテリの性能が一時的
に低下している

原因 対策

次の「バッテリリフレッシュを行う」の手順でバッテリ
リフレッシュを行ってください。一時的に低下したバッ
テリの性能を回復させることができます。

バッテリ
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■バッテリリフレッシュを中断するには
電源スイッチを押すと、バッテリリフレッシュを中断しパソコンの電源が切れます。
電源スイッチを押す以外にも次の操作で中断することができます。次の操作で中断
した場合は、Windowsが再起動します。

【Esc】を押すと中断を確認するメッセージが表示されます。「Cancel Battery
Refresh」を選んでから【Enter】を押してください。バッテリリフレッシュを中断し
てWindowsが再起動します。

・バッテリリフレッシュ中に電源を切ろうとしたり、ACアダプタを接続した
場合も中断を確認するメッセージが表示されます。バッテリリフレッシュ
を続ける場合は、ACアダプタを取り外して「Continue Battery Refresh」
を選んでください。

・電源スイッチを使って中断する場合は、電源スイッチを4秒以上押し続けて
ください。

バッテリ
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電源設定を確認してください。

電源管理ユーティリティの「電源設定の変更」で「モニタ
の電源を切る」を設定している場合、ポインティングデ
バイス（NXパッドやマウス）かキーボードを操作すると
元の画面が表示されます。画面が表示されない場合は、
電源ランプ（ ）を確認してください。電源ランプが点
滅している場合はスタンバイ状態になっています。復帰
させると元の画面が表示されます。

省電力機能を変更する方法→PART 2の「省電力機能」の「省電力機能
の設定」（p.48）

ディスプレイ

ディスプレイに何も表示されない

ディスプレイの設定が正
しくない

DirectXに対応したアプ
リケーションを使ってい
る

このPARTの「電源ランプが点灯しているのに画面が表
示されない」（p.183）をご覧になり、ディスプレイの設
定が正しいか確認してください。

DirectXに対応したゲームなどのアプリケーションを
実行すると、画面が正常に表示されなくなることがあり
ます。アプリケーションのマニュアルをご覧になり、表
示解像度を320×200ドット、640×400ドット以外
に変更すると、正しく表示されるようになることがあり
ます。

320×200ドット、640×400ドットの解像度にし
か対応していないアプリケーションは、このパソコン
では正常に動作しないことがあります。

　

ディスプレイに関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「画面」
でも紹介しています。

画面が突然真っ暗になった

省電力機能がはたらい
て、液晶ディスプレイの
電源が切れたかスタンバ
イ状態になっている

原因 対策

原因 対策

ディスプレイ
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解像度や表示色を変更できない

「互換性の警告」の画面か
らWindowsを再起動し
た

「スタート」-「コントロールパネル」-「デスクトップの表
示とテーマ」-「画面」で解像度や表示色の設定を変える
と、「互換性の警告」が表示されることがあります。「互換
性の警告」で「新しい表示設定でコンピュータを再起動
する」を選んで「OK」をクリックします。Windowsを正
常に再起動できない場合は、一度強制的にパソコンの電
源を切った後、電源を入れなおしてください。

強制的に電源を切る方法→このPARTの「強制的にパソコンの電源を
切る」（p.186）

「互換性の警告」が表示されている場合は、「再起動せず
に新しい色の設定を適用する」を選んで「OK」をク
リックしてからWindowsを再起動してください。

　

原因 対策

ディスプレイ
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NXパッド/マウス

何も反応しない、または反応が鈍い

指先やNXパッドが汚れ
ている

NXパッド操作時に、パッ
ドの2カ所以上の場所に
同時に触れている

キーボードからのキー入
力とNXパッドの操作を
同時に行っている

NXパッドを使用しない
設定にしている

指先やNXパッドに水分や油分がついていると、正常に
動作しません。汚れを拭き取ってから操作してくださ
い。

パッドの2カ所以上の場所に同時に触れていると、正常
に動作しません。1カ所だけに触れるようにしてくださ
い。

購入時の設定では、誤動作防止のためにキー入力時には
NXパッドの操作ができないようになっています。キー
入力が終わってからNXパッドを操作するか、または次
の手順で設定を変更してください。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとそ
の他のハードウェア」-「マウス」をクリックする
「マウスのプロパティ」が表示されます。

2「タッピング」タブの「タイピング」の「キー入力時
タップ・ポインタ移動しない」の をクリックして

にする

BIOSセットアップユーティリティの「拡張設定」メ
ニューの「NXパッド」を「使用する」に設定してくださ
い。

BIOSセットアップユーティリティの使い方→PART2の「BIOSセッ
トアップユーティリティ」（p.129）

　

NXパッドとマウスに関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-
「NXパッド/マウス」でも紹介しています。

原因 対策

NXパッド/マウス
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パッドの動作を設定してください。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとそ
の他のハードウェア」-「マウス」をクリックする
「マウスのプロパティ」が表示されます。

2「ボタン」タブの「パッドボタン設定」で使いやすい
ように設定する（LaVie MEの場合）
「ボタン」タブの「パッドボタン設定」の「スライドセン
タスイッチ」に「Pad操作面機能停止」が設定されて
いる場合は、それ以外を選択する（LaVie Jの場合）

3「OK」をクリックする

アプリケーションや周辺機器に異常が発生すると、ど
んな操作をしてもパソコンやアプリケーションが反応
しなくなることがあります。「使用中にパソコンが動か
なくなった」（p.180）または「パソコンの電源が切れな
い」（p.186）をご覧になり、対策を行ってください。

「マウスのプロパティ」の
「パッドボタン設定」を変
更している

フリーズしている
（アプリケーションや
OS、周辺機器に異常が
発生している）

NXパッドやマウスの誤操作を防ぎたい

マウス使用時には、NXパッドの機能を無効にしておくことで、誤ってNXパッドに
触れてしまったときに操作されてしまうのを防ぐことができます。

■NXパッドを無効にする
BIOSセットアップユーティリティの「拡張設定」メニューの「NXパッド」を「使用し
ない」に設定してください。

BIOSセットアップユーティリティの使い方→PART2の「BIOSセットアップユーティリティ」
（p.129）

原因 対策

NXパッド/マウス
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■NXパッドを一時的に無効にする（LaVie Jのみ）
スクロールスライドスイッチにNXパッドの有効／無効を切り替える機能を割り当
てます。次の設定をした場合、スクロールスライドスイッチを1回押すとNXパッドが
無効になります。もう1回押すとNXパッドが有効になります。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとその他のハードウェア」-「マ
ウス」をクリックする
「マウスのプロパティ」が表示されます。

2「ボタン」タブの「パッドボタン設定」の「スライドセンタスイッチ」で「Pad操
作面機能停止」を選択する

3「OK」をクリックする

NXパッド/マウス
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CD/DVDドライブ

ディスクが取り出せなくなった

電源が入っていない

アプリケーションの異常
動作などにより、ディス
クが取り出せなくなって
いる

原因 対策

パソコンの電源が入っていないと、CD/DVDドライブ
のイジェクトボタンを押しても、ディスクトレイは出て
きません。

パソコンの電源も入っており、LaVie Jの場合は外付け
のCD/DVDドライブの電源が入っているにもかかわら
ず、ディスクトレイが出てこなくなった場合は、アプリ
ケーションの異常な動作などでディスクを取り出せな
くなっていることが考えられます。このような場合は、
次の「CD/DVDドライブのディスクトレイを強制的に
開く」の手順で取り出してください。

CD/DVDドライブに関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-
「CD/DVD」でも紹介しています。

CD/DVDドライブのディスクトレイを強制的に開く

■LaVie MEの場合

1 太さが1.3mm程度、まっすぐな部分の長さが45mm程度(指でつまむ部分を
除く)の針金を用意する
大きめのペーパークリップを伸ばして作ることができます。

2 非常時ディスク取り出し穴に、手順1で作った針金を差して押し込む
ディスクトレイが少し飛び出します。

3 ディスクトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出す

CD/DVDドライブ
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■LaVie Jの場合

1 CD/DVDドライブ裏面にはめ込んである強制イジェクトピンを取り出す

2 非常時ディスク取り出し穴に、強制イジェクトピンを差して押し込む
ディスクトレイが少し飛び出します。

3 ディスクトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出す

CD/DVDドライブ
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周辺機器

周辺機器を取り付けたらパソコンが正常に動かなくなった

取り付けた周辺機器のド
ライバが原因でパソコン
が起動しなくなっている

セーフモードでWindowsを起動し、デバイスマネー
ジャでドライバを設定してください。

1 セーフモードで起動し、デバイスマネージャを開く

・セーフモードで起動する方法→このPARTの「セーフモードでWin-
dowsを起動する」（p.177）

・デバイスマネージャの開き方→「「デバイスマネージャ」の開き方」
（p.iii）

2 新しく取り付けた周辺機器のアイコンをダブルク
リックし、「全般」タブの「デバイスの使用状況」欄で
無効の設定にする
新しく取り付けた周辺機器のドライバが無効になりま
す。

3 Windowsを再起動する

ドライバを無効にしてもWindowsが正常に起動しな
い場合は、新しく取り付けた周辺機器を取り外し、周辺
機器のドライバを最新のものに更新してください。

最新のドライバは、周辺機器メーカーのホームページ
などでダウンロードしてください。また、Windows
Updateを行うと最新のドライバをダウンロードして
更新できることがあります。Windows Updateは「ス
タート」-「すべてのプログラム」-「Windows Update」
をクリックして行います。

4 デバイスマネージャを開き、新しく取り付けた周辺
機器のドライバを更新する

周辺機器に関連したQ&A情報は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決Q&A」-「周辺機器」
でも紹介しています。

原因 対策

周辺機器
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割り込みレベルの設定が
正しくない

新しく取り付けた周辺機器で使用する割り込みレベル
がすでに使用済みであることが考えられます。デバイス
マネージャで割り込みレベルが重なっていないか確認
し、重なっている場合は設定を変更してください。

デバイスマネージャの開き方→「「デバイスマネージャ」の開き方」（p.iii）

上記のほかにも、「スタート」-「ヘルプとサポート」をク
リックし、「問題を解決する」、「ハードウェアおよびシ
ステム デバイスの問題」の順にクリックして、必要な
トラブルシューティングを行ってみてください。

周辺機器を取り付けたが正しく動作しない

周辺機器がこのパソコン
やWindows XPに対応
していない

電源を入れる順序が正し
くない

周辺機器が正しく接続さ
れていない。または、周辺
機器の設定が正しく行わ
れていない

接続している周辺機器がこのパソコンやWindows XP
に対応しているかを、周辺機器のマニュアルをご覧にな
り確認してください。

Windowsが起動してから周辺機器の電源を入れても、
パソコン側で周辺機器を正しく認識しないことがあり
ます。最初に周辺機器の電源を入れてからパソコンの電
源を入れてください。

USBまたはIEEE1394対応の周辺機器は、Windows
の起動後に電源を入れても正しく認識されます。

周辺機器によっては、設定スイッチの変更やドライバな
どのインストールが必要な場合があります。周辺機器の
マニュアルをご覧になり、設定を確認してください。

　

原因 対策

原因 対策

周辺機器
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周辺機器が正常に動作し
ていない

デバイスマネージャで取り付けた周辺機器のところに
赤い「×」や黄色い「！」、緑色の「？」がついていないか確
認してください。いずれかのマークがついている場合
は、その周辺機器が何らかの理由で正常に動作してい
ないことが考えられます。周辺機器のマニュアルや
Windowsの「ヘルプとサポート」をご覧になり、赤い
「×」や黄色い「！」、緑色の「？」がつかないように設定し
なおしてください。

上記のほかにも、「スタート」-「ヘルプとサポート」を
クリックし、「問題を解決する」、「ハードウェアおよび
システム デバイスの問題」の順にクリックして、必要
なトラブルシューティングを行ってみてください。

周辺機器のドライバをインストールできない、ドライバを更新できない

制限ユーザーでログオン
している

このパソコンを複数の人で使う設定にしている場合は、
コンピュータの管理者に設定しているユーザーアカウ
ントで周辺機器のドライバのインストール、更新を行う
必要があります。いったんログオフし、コンピュータの
管理者に設定しているユーザーアカウントでログオン
してから周辺機器のドライバをインストールしてくだ
さい。

接続した周辺機器のドライブ名がおかしい

周辺機器を接続したまま
省電力状態にした

お使いの周辺機器によっては、省電力状態にするとCD/
DVDドライブのドライブ名が変更される場合がありま
す。この場合は、Windowsを再起動してください。

原因 対策

原因 対策

原因 対策

周辺機器
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その他

フルスクリーンになったコマンドプロンプト画面を元に戻したい

【Alt】＋【Enter】を押すと元の画面サイズに戻ります。

ハードディスクの空き容量が少なく表示される

購入時には、ハードディスクの一部の領域に再セット
アップに必要なデータが格納されているため、その分
ハードディスクの空き容量が少なくなります。

再セットアップに必要なデータをCD-RまたはDVD-
Rに書き出すことにより、その領域を使用できるよう
になります。

「再セットアップ用CD/DVD-ROM」の作成→PART3の「その他の再
セットアップ」の「1．再セットアップ用CD/DVD-ROMを作成する」
（p.161）

原因 対策

対策原因

ハードディスクの一部の
領域に、再セットアップ
に必要なデータが格納さ
れているためです

その他
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トラブルチェックシート
お問い合わせの前に

お問い合わせの際には、お使いになっているパソコンの構成やトラブルの具体的な
状況をお知らせいただく必要があります。
このシートに記入してからお問い合わせしていただくと、より的確で迅速なお答え
ができます。ぜひ、記入してからお問い合わせください。

トラブルチェックシート1　あなたのパソコンの構成
■ハードウェア

本体

型名

製造番号

メモリの容量 MB（メガバイト）

ハードディスクの容量 GB（ギガバイト）

ハードディスクの空き領域

周辺機器 品名・型名（メーカー名）

増設メモリ

ディスプレイ

プリンタ

増設ハードディスク

ネットワークボード

PCカード

その他の周辺機器

■ソフトウェア
OSの種類とバージョン

□ Windows XP Home Edition　□ Windows XP Professional

トラブルが起きたときに起動していたアプリケーション

（ ）パソコンの情報を調べるには、「ぱそガイド」-「パソコンの情報」をクリック
してください。

メモリの容量を調べるには：「スタート」→「マイコンピュータ」を右クリックし、表示されたメニューの「プロ
パティ」をクリックしてください。「システムのプロパティ」ウィンドウに「○○MB RAM」と表示されます。
「○○MB RAM」という表示の「○○」がメモリの容量です。

（パソコンの底部に
　記載されています）

GB（ギガバイト）
MB（メガバイト）

ハードディスクの容量、空き領域を調べるには：「スタート」→「マイコンピュータ」を開き、ハードディスクのア
イコンを右クリックして、表示されるメニューの「プロパティ」をクリックしてください。使用領域や空き領域が
表示されます。

トラブルチェックシート
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トラブルチェックシート2　具体的なトラブルの内容

●どんなトラブルが起きましたか?　トラブルの内容を書いてください。

●画面にエラーメッセージや番号などが表示されませんでしたか?
　メッセージや番号を書いてください。

●そのトラブルはどんなときに起きましたか?
　「アプリケーション名」、「操作の状況」等を詳しく記入してください。

□パソコンを起動するたびに起きる

□そのアプリケーションを起動するたびに起きる

□特定の操作を行うと起きる

□はじめて起きた

●その他に気づいたことがあれば書いてください。
　トラブルに気付いた時期、その時に何か変わったことがなかったかなどについて
も記入してください。

（例：ワードパッドで入力したり印刷したりすると、突然止まってしまう。）

（例：「このプログラムは不正な処理を行ったので強制終了されます。終了しない場合
は、プログラムの製造元に連絡してください。」と頻繁に表示される。）

（例：エラーメッセージが出ている状態で電源スイッチを操作し、何回か電源を切った。）

トラブルチェックシート
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トラブルチェックシート3　修理の際に必要な情報

●本体とともに修理に出す周辺機器の構成が「トラブルチェックシート1」の構成と異なる
場合は、記入してください。

●修理時にソフトウェアの初期化（ハードディスクの交換を含む）をさせていただく場合があ
ります。

　ソフトウェアの初期化に同意していただけますか？
　初期化に同意していただけない場合は、修理できないことがあります。
　また、初期化に同意する／同意しないに関わらず、修理依頼されるときには、事前にお客
様が作成された データをバックアップしておいてください。

　 （バックアップを取る方法は、このマニュアルのPART3の「再セットアップの準備をす
る」またはWindowsのヘルプをご覧ください。）

●システム設定（BIOS設定）を変更している場合は、変更内容について記載してください。
修理の際には、BIOS設定が工場出荷時の値に戻されます。 BIOSの設定を変更されて
いる場合は、必ず変更内容を書き留めておいてください。

□初期化に同意する

□初期化に同意しない

次の内容は、修理受付の際に確認させていただいている内容です。修理時のトラブルを
無くすために、次の内容について、必ず記入してください。

周辺機器 品名・型名（メーカー名）

増設メモリ

ディスプレイ

プリンタ

増設ハードディスク

ネットワークボード

PCカード

その他の周辺機器

トラブルチェックシート
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仕様一覧

LE500/LE300

LE500/6D LE300/6A

PC-LE5006D PC-LE3006A

低電圧版モバイルAMD AthlonTM XP-M プロセッサ
1400+※1（AMD PowerNow!TMテクノロジ対応※2）

1.2GHz※1

128Ｋバイト（CPU内蔵）

256Kバイト（CPU内蔵）

266MHz

266MHz

ATI社製 RADEONTM IGP 320M/ALi社製 M1535+

256Mバイト※４（DDR SDRAM/SO-DIMM、PC2100対応）

2スロット［空きスロット1］

1Gバイト※５

12.1型ＴＦＴカラー液晶（ＸＧＡ（最大1,024×768ドッ
ト表示））

標準32Mバイト(16Mバイト/64Mバイト/128Mバイ
ト選択可)※4※6

ATI社製 RADEONTMIGP 320Mに内蔵 ［デュアルディスプレイ
表示機能※7、スムージング機能※8をサポート、AGP対応］

最大1,677万色※１２（最大1,677万色）

最大1,677万色※１２（最大1,677万色）

最大1,677万色※１２（最大1,677万色）

最大1,677万色※１２（最大1,677万色）

PCM録音再生機能（ステレオ/モノラル、量子化8ビッ
ト/16ビット、サンプリングレート8-48KHz 、全二重化対
応）、MIDI音源機能（ソフトウェアMIDI〈XG, XG-Lite,
GM, GS演奏モード対応、DLS2対応※１３〉）、  マイクノイ
ズ除去機能※１４、3Dポジショナルサウンド

内蔵ステレオスピーカ／0.82W+0.82W

ADI社製 AD1981B搭載

データ通信：最大56Kbps※１６（V.90対応）
FAX通信：最大14.4Kbps（V.17）

100BASE-TX/10BASE-T対応

型名

型番

CPU

クロック周波数

キャッシュメモリ

バスクロック

チップセット

メモリ
（メインＲＡＭ）※３

表示機能

サウンド機能

通信機能

1次

2次

システムバス

メモリバス

標準容量

スロット数

最大容量

内蔵ディスプレイ

ビデオRAM

グラフィックアクセラ
レータ

音源／サラウンド機能

スピーカ／スピーカ定格出力

サウンドチップ

FAXモデム※１５

LAN

ワイヤレスLAN

解像度・表示
色※９※１０

（別売の外付
けディスプレ
イ接続時※１１）

800×600ドット

1,024×768ドット

1,280×1,024ドット

1,600×1,200ドット

－
802.11a/bデュアル対応ワイヤ
レスLAN本体内蔵
（IEEE802.11a/b準拠）※１７※１８

－
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LE500/6D LE300/6A

PC-LE5006D PC-LE3006A

本体一体型（キーピッチ19mm※１９、キーストローク
2.5mm）、JIS標準配列（85キー）、右コントロールキー
付き

モノラルマイク内蔵

ワンタッチスタートボタン、CD/DVDプレーヤボタン搭載

スクロール機能付NXパッド標準装備

約40Gバイト※２２（UltraATA-100）

TypeⅡ×2スロット※３４（TypeⅢ×1スロットとしても使
用可能）、PC Card Standard準拠、CardBus対応

コネクタ4ピン×3（USB2.0×3）

4ピン×1

ミニD-sub15ピン×1

RJ11モジュラコネクタ×1

RJ45コネクタ×1

光ミニジャック×1※３７（ヘッドフォン出力／ライン出力と共
用）

ステレオミニジャック×1（マイク入力インピーダンス10k
Ω、入力レベル5mVrms、バイアス電圧3.7V）

ステレオミニジャック×1（ヘッドフォン出力インピーダン
ス16Ω-100Ω「推奨32Ω」、出力電力　5mW/32Ω)

ヘッドフォン出力と共用（ライン出力レベル　1Vrms）

S端子×1

型名

型番

入力装置

スロット

インターフェイス

サウンド関連
インターフェイス

映像関連イン
ターフェイス

ベイ

仕様一覧

キーボード

マイク

ワンタッチスタートボタン

ポインティングデバイス

速度

PCカード

USB※３５

IEEE1394（DV）※３６

ディスプレイ（アナログ）

FAXモデム

LAN

ワイヤレスLAN

光デジタルオーディオ
（S/PDIF）出力

マイク入力

ヘッドフォン出力

ライン出力

ビデオ出力（TV-OUT）

フロッピーディスクドライブ

ハードディスクドライブ※２１

CD/DVDドライブ※２３※２４※２５※２６※２７

標準添付:3.5型外付け
（USB接続）※２０

－【別売、専用オプション（型
番:PC-VP-WU14）※２０】

－

DVDマルチドライブ
（DVD-RAM/R/RW）内蔵
（バッファアンダーランエ
ラー防止機能付き）※２８

マルチプレードライブ（CD-
R/RW with DVD-ROM）
内蔵（バッファアンダーラン
エラー防止機能付き）※２８

DVD-RAM読出し：最大2倍速※

29、DVD-RAM書換え：最大2倍速
※29※30、DVD-R書込み：最大1倍
速※31、DVD-RW書換え：1倍速※

32、DVD読出し：最大8倍速、CD
読出し：最大24倍速、CD-R書込
み：最大16倍速、CD-RW書換え：
最大4倍速※33

CD読出し:最大24倍速、
CD-R書込み:最大24倍
速、CD-RW書換え:最大10
倍速※３３、DVD-ROM読出
し:最大8倍速

IEEE802.11a/b準拠（内
蔵）※１７※１８

拡張ベイ×1
（DVDマルチドライブ装着済）

拡張ベイ×1
（マルチプレードライブ装着済）
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標準

バッテリパック（L）装着時

標準+セカンドバッテリ
パック装着時

バッテリパック（L）+
セカンドバッテリ装着時

標準 　

バッテリパック（L）装着時

標準+セカンドバッテリ
パック装着時 　

最大（オプションバッテ
リ装着時）

標準

最大

本体（突起部除く）

バッテリパック(M)
（標準添付、突起部除く）

バッテリパック(L)
（突起部除く）

セカンドバッテリパック
（突起部除く）

ACアダプタ

本体(標準バッテリパック含む)

バッテリパック（M）（標準添付）

バッテリパック（L） 　

セカンドバッテリパック

ACアダプタ

型名

型番

バッテリ駆動時間
※３８※３９※４０

電源※４１

消費電力

電波障害対策

温湿度条件

外形寸法

質量

LE500/6D LE300/6A

PC-LE5006D PC-LE3006A

約3.7時間 約4.0時間

約5.7時間 約6.1時間

約7.1時間 約7.6時間

約9.0時間 約9.6時間

約2.9/約2.9時間

約4.4/約4.4時間

約5.3/約5.3時間

約6.8/約6.8時間

リチウムイオンバッテリまたはAC100V～240V±
10%、50/60Hz（ACアダプタ経由）※４２

約33W 約32W

約60W

S区分 0.00028

VCCI ClassB

5～35℃、20～80%（ただし、結露しないこと）

283（W）×244（D）×34.4（H）mm

約267（W）×43.3（D）×21.2（H）mm（PC-VP-BP28）

約267（W）×59.2（D）×21.2（H）mm（PC-VP-BP29）

約136.8（W）×130（D）×15.4（H）mm（PC-VP-BP30）

約114.5（W）x49.5（D）x29.0（H）mm

約2.1kg※４４ 　

約350g（PC-VP-BP28）

約505g（PC-VP-BP29）

約320g（PC-VP-BP30）

約280g

Microsoft® Windows® XP Home Edition
operating system 日本語版 Service Pack 1※４５

Microsoft® Windows® XP Home Edition
operating system 日本語版 Service Pack 1※４６

ACアダプタ、マニュアル、回線ケーブル、ソフトケース、
4in1メモリーカードアダプタ※３４、拡張ベイカバー

仕様一覧

インストールOS

サポートOS

主な添付品

主なインストールソフト

バッテリ充電時間
（電源ON時／
OFF時）※４０

エネルギー消費効率
（ACアダプタを含む）※４３

－Microsoft® Office XP
Personal
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※ 1：AMD社が定めた、QuantiSpeedTMアーキテクチャを採用したモバイルAMD AthlonTM XP プロセッサ1400+は、動作周波
数1.2GHzで動作しておりますが、従来の設計に基づく1.4GHzのCPUに相当もしくはそれ以上の性能を有します。

※ 2：電源の種類（AC電源、バッテリ）やシステム負荷に応じて動作性能を切り替える機能です。
※ 3：使用可能な増設メモリは、PK-UG-M036(256Mバイト,DDR)、PK-UG-M037(512Mバイト,DDR)を推奨します。
※ 4：ビデオRAMはメモリ(メインRAM)を使用します。
※ 5：最大メモリ容量にする場合、本体に標準実装されているメモリ256Mバイトを取り外して、別売の増設RAMボード(512M

バイト)を2枚実装する必要があります。
※ 6：BIOS Setup Menuにて選択することができます。
※ 7：本体の液晶ディスプレイと、外付けディスプレイで、異なるデスクトップ画面を表示する機能です。
※ 8：文字や画像を滑らかに拡大する機能です。
※ 9：本体液晶ディスプレイより大きい解像度を選択した場合は、バーチャルスクリーン機能により実現します。
※10：本体液晶ディスプレイより小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能により液晶画面全体に表示します。
※11：本機の持つ解像度及び色数の能力であり、接続するディスプレイ対応解像度、リフレッシュレートによっては表示できない

場合があります。本体の液晶ディスプレイと外付けディスプレイの同時表示可能。ただし、拡大表示機能を使用しない状態
で、800×600ドットの解像度では、外付けディスプレイ全体には表示されません。

※12：1,677万色表示は、グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現します。
※13：DLSは「DownLoadable Sounds」の略です。DLSを使うと、カスタム・サウンド・セットをSoundMAXシンセサイザに

ロードできます。
※14：ノイズ除去機能によって、音声入力信号から周辺雑音が取り除かれ、クリーンでクリアな信号がアプリケーションに渡され

ます。
※15：回線状態によっては、通信速度が変わる場合があります。また、内蔵FAXモデムは一般電話回線のみに対応しています。
※16：56Kbpsはデータ受信時の理論上の最大速度です。データ送信時は最大33.6Kbpsになります。
※17：通信速度:IEEE802.11b　最大11Mbps。IEEE802.11a　最大54Mbps。ただし通信速度はそれぞれの規格によ

る速度(理論値)です。また、接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーションソフ
トウェア、OSなどによっても通信速度、通信距離に影響する場合があります。IEEE802.11b(2.4GHz)とIEEE802.11a
(5GHz)は互換性はありません。5GHz無線ワイヤレスLANの使用は、電波法令により屋内に限定されます。

※18：電波状況によりIEEE 802.11a/IEEE 802.11b通信を自動的に切り替える機能は対応しておりますが、IEEE
802.11a/IEEE 802.11bの通信を同時に行う事は出来ません。

※19：キーボードのキーの横方向の間隔。キーの中心から隣のキーの中心までの長さ(一部キーピッチが短くなっている部分が
あります)。

※20：2モード(720Kバイト/1.44Mバイト)に対応しています(ただし720Kバイトのフォーマットはできません)。
※21：1Gバイトを10億バイトで計算した場合の数値です。
※22：Windows®のシステムからは、容量がCドライブ：約27.9Gバイト、Dドライブ：約3.73Gバイト、残り：再セットアップ用とし

て認識されます。
※23：12cm CD、DVD以外は使用出来ません。ハート型等の特殊形状をしたCDは故障の原因となりますので使用しないで

ください。
※24：コピーコントロールCDなどの一部の音楽CDでは、再生や音楽CDの作成ができない場合があります。
※25：メディアの種類、フォーマット形式によって読み取り性能が出ない場合があります。また、記録状態が悪い場合など、読み取

りできない場合があります。
※26：映像ソフトの再生は、ソフトウェアによるMPEG2再生方式です。NTSCのみ対応しております。Regionコード「2」、

「ALL」以外のDVD-Videoの再生は行えません。再生するDVDディスクおよびビデオCDの種類によってはコマ落ちす
る場合があります。リニアPCM(96KHz/24bit)で記録されている20KHz以上の音声信号は再生できません。DVDレ
コーダで記録されたDVDは、書き込み形式により再生できない場合があります。そのような場合はDVDレコーダの取扱
説明書などをご覧ください。

※27：設定した書き込み・書き換え速度を実現する為には、書き込み・書き換え速度に応じたメディアが必要になります。
※28：バッファアンダーラン防止機能付。内周部と外周部で書込み速度を切り替え、安定した高速書込みを実現します。また、記

録メディア毎に最適な書込み速度を自動制御する、ディスクエラー低減機能もサポート。なお、ライティングソフトウェアが
表示する書込み予想時間と異なる場合があります。

※29：DVD-RAM Ver.2(片面4.7Gバイト)の速度です。また、カートリッジ式のメディアは使用できませんので、カートリッジ無
し、あるいはメディア取り出し可能なカートリッジ式でメディアを取り出してご利用ください。

※30：DVD-RAM Ver.1(片面2.6Gバイト)の書き換えはサポートしていません。
※31：DVD-Rは、DVD-R for General Ver.2.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。
※32：DVD-RWは、DVD-RW Ver.1.1に準拠したメディアの書き込みに対応しています。
※33：Ultra Speed CD-RWメディアはご使用になれません。
※34：4in1メモリーカードアダプタは、下スロットのみで使用可能です。本カードアダプタを標準添付しているLaVie MEでの

み動作する専用設計品です。他の機種では使用できません。メモリースティックPROには対応しておりません。
※35：接続する周辺機器および利用するソフトウェアが、本インターフェイスに対応している必要があります。USB 1.1対応の

周辺機器も利用できます。USB 2.0で動作するにはUSB 2.0対応の周辺機器が必要です。動作確認済み機種につい
てはインターネット http://121ware.com/nsmobile/(各シリーズページ → 「接続情報」)をご覧ください。

※36：接続する周辺機器によっては対応していない場合があります。動作確認済み機種についてはインターネット http://
121ware.com/nsmobile/(各シリーズページ → 「接続情報」)をご覧ください。

※37：光デジタルオーディオ出力端子に接続するオーディオ機器は48KHzのサンプリング周波数に対応している必要があります。ま
た、一般のCDプレーヤ・MDデッキ類と同様に、SCMS(シリアルコピーマネジメントシステム)に準拠した信号を出力します。

※38：バッテリ駆動時間や充電時間は、ご利用状況によって記載時間と異なる場合があります。
※39：JEITAバッテリ動作時間測定法(Ver.1.0)に基づいて測定したバッテリ駆動時間です。詳しい測定条件は、インターネット

http://121ware.com/nsmobile/ (各シリーズページ → 「仕様一覧」)でご案内しています。
※40：バッテリパック(L)およびセカンドバッテリパックは別売です。バッテリパック(L)は本体添付のバッテリと排他使用となりま

す。セカンドバッテリパックは拡張ベイ標準搭載の光ディスクドライブと排他使用となります。
※41：PC本体のバッテリは消耗品です。
※42：標準添付されている電源コードはAC100V用(日本仕様)です。
※43：エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除し

たものです。
※44：拡張ベイカバー装着時の質量です。ドライブ装着時は共に約2.3kgです。
※45：添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。Microsoft® Windows® XP Home Edition

では、ネットワークでドメインに参加する機能はありません。
※46：別売のWindows®XP Home EditionパッケージやWindows®XP Professionalパッケージをインストールおよび利

用することはできません。
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LJ500

LJ500/6A

PC-LJ5006A

超低電圧版モバイルインテル® Pentium® Ⅲプロセッサ
933MHz-M（拡張版 Intel SpeedStep® テクノロジ搭
載※１）

933MHz

32Kバイト（CPU内蔵）

512Kバイト（CPU内蔵）

133MHz

133MHz

Trident/ALi社製 CyberALADDiN-TTM/ALi社製
M1535+

256Mバイト※３（SDRAM/SO-DIMM、PC133対応）

1スロット［空きスロット1］

768Mバイト※４

12.1型ＴＦＴカラー液晶（ＸＧＡ（最大1,024×768ドッ
ト表示））

標準16Mバイト（32Mバイト選択可）※３※５

Trident/ALi社製 CyberALADDiN-TTMに内蔵［デュアル
ディスプレイ表示機能※６、スムージング機能※７、AGP対応］

最大1,677万色※１１（最大1,677万色）

最大1,677万色※１１（最大1,677万色）

最大1,677万色※１１（最大1,677万色）

最大65,536色（最大65,536色）

PCM録音再生機能(ステレオ/モノラル、量子化8ビット/
16ビット、サンプリングレート8-48KHz 、全二重化対
応)、MIDI音源機能（ソフトウェアMIDI〈XG, XG-Lite,
GM, GS演奏モード対応、DLS2対応※１２〉）、  マイクノイ
ズ除去機能※１３、3Dポジショナルサウンド

内蔵ステレオスピーカ／0.43W+0.43W

ADI社製 AD1981B搭載

型名

型番

CPU

クロック周波数

キャッシュメモリ

バスクロック

チップセット

メモリ
（メインＲＡＭ）※２

表示機能

サウンド機能

1次

2次

システムバス

メモリバス

標準容量

スロット数

最大容量

内蔵ディスプレイ

ビデオRAM

グラフィックアクセラ
レータ

音源／サラウンド機能

スピーカ／スピーカ定格出力

サウンドチップ

解像度・表示
色※８※９

（別売の外付
けディスプレ
イ接続時※１０）

800×600ドット

1,024×768ドット

1,280×1,024ドット

1,600×1,200ドット
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LJ500/6A

PC-LJ5006A

データ通信：最大56Kbps※１５（V.90対応）
FAX通信：最大14.4Kbps（V.17）

100BASE-TX/10BASE-T対応

802.11a/bデュアル対応ワイヤレスLAN本体内蔵
（IEEE802.11a/b準拠）※１６※１７

本体一体型（キーピッチ19mm※１８、キーストローク
2.0mm）、JIS標準配列（85キー）、右コントロールキー
付き

ワンタッチスタートボタン搭載

スクロールスライドスイッチ付きNXパッド標準装備

－【別売、専用オプション（型番:PC-VP-WU14）※１９】

約40Gバイト※２１（UltraATA-100）

マルチプレードライブ（CD-R/RW with DVD-ROM）
（PC-VP-BU14相当）添付（USB2.0接続、バッファア
ンダーランエラー防止機能付き※２７）、スタンド付き

CD読出し：最大24倍速、CD-R書込み：最大24倍速、
CD-RW書換え：最大10倍速※２８、DVD-ROM読出し：最
大8倍速

TypeⅡ×1スロット、PC Card Standard準拠、CardBus対応

TypeⅡ×1スロット

コネクタ4ピン×3（USB2.0×3）

4ピン×1

ミニD-sub15ピン×1

3ピン×1

RJ11モジュラコネクタ×1

RJ45コネクタ×1

IEEE802.11a/b準拠（内蔵）※１６※１７

FAXモデム※１４

LAN

ワイヤレスLAN

キーボード

ワンタッチスタートボタ
ン

ポインティングデバイス

速度

PCカード

コンパクトフラッシュカード

USB※２９

IEEE1394（DV）※３０

ディスプレイ（アナログ）

NEC専用電源 I/F

FAXモデム

LAN

ワイヤレスLAN

型名

型番

通信機能

入力装置

スロット

インターフェイス

フロッピーディスクドライブ

ハードディスクドライブ※２０

CD/DVDドライブ※２２※２３※２４※２５※２６



216 仕様一覧

LJ500/6A

PC-LJ5006A

ステレオミニジャック×1（マイク入力インピーダンス10k
Ω、入力レベル5mVrms、バイアス電圧3.7V）

ステレオミニジャック×1（ヘッドフォン出力インピーダン
ス16Ω-100Ω「推奨32Ω」、出力電力　5mW/32Ω)

ヘッドフォン出力と共用（ライン出力レベル　1Vrms）

約4.0時間

約8.0時間

約2.5/約2.5時間

約4.0/約4.0時間

リチウムイオンバッテリまたはAC100V～240V±
10%、50/60Hz（ACアダプタ経由）※３５

約12W

約50W

S区分0.0006

VCCI ClassB

5～35℃、20～80%（ただし、結露しないこと）

270（W）×222（D）×17～21.8（H）mm※３７

約141.8（W）×43.2（D）×21（H）mm（PC-VP-BP26）

約141.8（W）×80.5（D）×21（H）mm（PC-VP-BP27）

約93（W）×40（D）×28.7（H）mm

約1.19kg ※３８

約225g（PC-VP-BP26）

約435g（PC-VP-BP27）

約205g

Microsoft® Windows® XP Home Edition
operating system 日本語版 Service Pack 1※３９

Microsoft® Windows® XP Home Edition
operating system 日本語版 Service Pack 1※４０

ACアダプタ、ウォールマウントプラグ、マニュアル、回線
ケーブル、ソフトケース、4in1メモリーカードアダプタ※４１

－

マイク入力

ヘッドフォン出力

ライン出力

標準

バッテリパック（L）
装着時

標準

バッテリパック（L）
装着時

標準

最大

本体（突起部除く）

バッテリパック（M）
（標準添付、突起部除く）

バッテリパック（L）
（突起部除く）

ACアダプタ

本体（標準バッテリ含む）

バッテリパック（M）
（標準添付）

バッテリパック（L）

ACアダプタ

型名

型番

バッテリ駆動時間
※３１※３２※３３

電源※３４

消費電力

電波障害対策

温湿度条件

外形寸法

質量

インストールOS

サポートOS

主な添付品

主なインストールソフト

サウンド関連
インターフェイス

バッテリ充電時間
（電源ON時／
OFF時）※３３

エネルギー消費効率
（ACアダプタを含む）※３６
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※ 1 : 電源の種類（AC電源、 バッテリ）やシステム負荷に応じて動作性能を切り替える機能です。
※ 2 : 使用可能な増設メモリは、PK-MM133SD256（256Mバイト）、PK-MM133SD512（512Mバイト）を推奨します。
※ 3 : ビデオRAMはメモリ（メインRAM）を使用します。
※ 4 : 最大メモリ容量にする場合、別売の増設RAMボード（512Mバイト）を1枚実装する必要があります。
※ 5 : BIOS Setup Menuにて選択することができます。
※ 6 : 本体の液晶ディスプレイと、外付けディスプレイで、異なるデスクトップ画面を表示する機能です。
※ 7 : 文字や画像を滑らかに拡大する機能です。
※ 8 : 本体液晶ディスプレイより大きい解像度を選択した場合は、バーチャルスクリーン機能により実現します。
※ 9 : 本体液晶ディスプレイより小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能により液晶画面全体に表示します。ただし、画面に

一部黒枠表示が残ります。
※10 : 本機の持つ解像度及び色数の能力であり、接続するディスプレイ対応解像度、リフレッシュレートによっては表示できない

場合があります。本体の液晶ディスプレイと外付けディスプレイの同時表示可能。ただし、拡大表示機能を使用しない状態
で、800×600ドットの解像度では、外付けディスプレイ全体には表示されません。

※11 : 1,677万色表示は、グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現します。
※12 : DLSは「DownLoadable Sounds」の略です。DLSを使うと、カスタム・サウンド・セットをSoundMAXシンセサイザに

ロードできます。
※13 : ノイズ除去機能によって、音声入力信号から周辺雑音が取り除かれ、クリーンでクリアな信号がアプリケーションに渡され

ます。
※14 : 回線状態によっては、通信速度が変わる場合があります。また、内蔵FAXモデムは一般電話回線のみに対応しています。
※15 : 56Kbpsはデータ受信時の理論上の最大速度です。データ送信時は最大33.6Kbpsになります。
※16 : 通信速度:IEEE802.11b　最大11Mbps。IEEE802.11a　最大54Mbps。ただし通信速度はそれぞれの規格によ

る速度（理論値）です。また、接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーションソフ
トウェア、OSなどによっても通信速度、通信距離に影響する場合があります。IEEE802 .11b（2 .4GHz）と
IEEE802.11a（5GHz）は互換性はありません。5GHz無線ワイヤレスLANの使用は、電波法令により屋内に限定され
ます。

※17 : 電波状況によりIEEE 802.11a/IEEE 802.11b通信を自動的に切り替える機能は対応しておりますが、IEEE
802.11a/IEEE 802.11bの通信を同時に行う事は出来ません。

※18 : キーボードのキーの横方向の間隔。キーの中心から隣のキーの中心までの長さ（一部キーピッチが短くなっている部分が
あります）。

※19 : 2モード（720Kバイト/1.44Mバイト）に対応しています（ただし720Kバイトのフォーマットはできません）。
※20 : 1Gバイトを10億バイトで計算した場合の数値です。
※21 : Windows®のシステムからは、容量がCドライブ：約27.9Gバイト、Dドライブ：約3.73Gバイト、残り：再セットアップ用とし

て認識されます。
※22 : 12cm CD、DVD以外は使用出来ません。ハート型等の特殊形状をしたCDは故障の原因となりますので使用しないで

ください。
※23 : コピーコントロールCDなどの一部の音楽CDでは、再生や音楽CDの作成ができない場合があります。
※24：メディアの種類、フォーマット形式によって読み取り性能が出ない場合があります。また、記録状態が悪い場合など、読み取

りできない場合があります。
※25 : 映像ソフトの再生は、ソフトウェアによるMPEG2再生方式です。NTSCのみ対応しております。Regionコード「2」、

「ALL」以外のDVD-Videoの再生は行えません。再生するDVDディスクおよびビデオCDの種類によってはコマ落ちす
る場合があります。リニアPCM（96KHz/24bit）で記録されている20KHz以上の音声信号は再生できません。DVDレ
コーダで記録されたDVDは、書き込み形式により再生できないものがあります。そのような場合はDVDレコーダの取扱
説明書などをご覧ください。

※26：設定した書き込み・書き換え速度を実現する為には、書き込み・書き換え速度に応じたメディアが必要になります。
※27：バッファアンダーラン防止機能付。内周部と外周部で書込み速度を切り替え、安定した高速書込みを実現します。また、記

録メディア毎に最適な書込み速度を自動制御する、ディスクエラー低減機能もサポート。なお、ライティングソフトウェアが
表示する書込み予想時間と異なる場合があります。

※28：Ultra Speed CD-RWメディアはご使用になれません。
※29 : 接続する周辺機器および利用するソフトウェアが、本インターフェイスに対応している必要があります。USB 1.1対応の

周辺機器も利用できます。USB 2.0で動作するにはUSB 2.0対応の周辺機器が必要です。動作確認済み機種につい
てはインターネット http://121ware.com/nsmobile/（各シリーズページ → 「接続情報」）をご覧ください。

※30 : 接続する周辺機器によっては対応していない場合があります。動作確認済み機種についてはインターネット http://
121ware.com/nsmobile/（各シリーズページ → 「接続情報」）をご覧ください。

※31 : バッテリ駆動時間や充電時間は、ご利用状況によって記載時間と異なる場合があります。
※32 : JEITAバッテリ動作時間測定法（Ver.1.0）に基づいて測定したバッテリ駆動時間です。詳しい測定条件は、インターネッ

ト http://121ware.com/nsmobile/ （各シリーズページ → 「仕様一覧」）でご案内しています。
※33 : バッテリパック（L）（PC-VP-BP27）は別売です。バッテリパック（L）は本体添付の標準バッテリと排他使用となります。
※34 : PC本体のバッテリは消耗品です。
※35 : 標準添付されている電源コードはAC100V用（日本仕様）です。
※36 : エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除し

たものです。
※37 : 高さ（ゴム足などの突起部除く）に関しては、部分的凹凸があるため、数値に幅があります。
※38 : PCカードスロット、コンパクトフラッシュカードスロットに何も装着していない状態。
※39 : 添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。Microsoft® Windows® XP Home

Editionでは、ネットワークでドメインに参加する機能はありません。
※40 : 別売のWindows® XP Home EditionパッケージやWindows® XP Professionalパッケージをインストールおよび

利用することはできません。
※41 : 本カードアダプタを標準添付しているLaVie Jでのみ動作する専用設計品です。他の機種では使用できません。メモリー

スティックPROには対応しておりません。
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通信仕様一覧

内蔵FAXモデム

●機能概要

項　目 規　格

CPU I/F PCIローカルバスインターフェイス

NCU部 ・ダイヤルパルス送出機能

・リンガ検出機能

モデムチップセット部 ・CPU直結パラレルアクセスによる高スループット

V.90
V.34
V.32bis
V.32、V.22bis、V.22、V.21
V.42LAPMおよびMNP2-4エラー訂正
V.42bisおよびMNP5データ圧縮

・最高14.4Kbpsのファックス・モデム送受信速度

V.17、V.29、V.27ter、V.21チャンネル2

・HayesATコマンドセット準拠

ATコマンド
Sレジスタ

・回線品質モニタリングおよびオートリトレイン

・受信ライン信号品質に基づく自動ライン・スピード選択

・フロー制御およびスピード・バッファリング

・パラレル非同期データ

・自動アンサー

・トーンおよびパルスダイヤリング

（DTMFトーン、ダイヤルパルス制御）

仕様一覧
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●データモデム機能

項　目 規　格

適用回線 加入電話回線

同期方式 全二重調歩同期方式

通信速度 送受信 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/

12000/9600/7200/4800/2400/1200/300bps※1

受信　56000/54666/53333/52000/50666/50000/49333/48000/46666/46000/

45333/44000/42666/42000/41333/40000/38666/38000/37333/36000/34666/

34000/33333/32000/30667/29333/28000bps※1

通信規格 ITU-T V.90/V.34/V.32bis/V.32/V.22bis/V.22/V.21

変調方式 PCM: 56000/54666/54000/53333/52000/50666/50000/49333/48000/46666/

46000/45333/44000/42666/42000/41333/40000/38666/38000/37333/

36000/34666/34000/33333/32000/30667/29333/28000bps

TCM: 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/

9600bps

QAM: 9600/7200bps

DPSK:4800/2400/1200bps

FSK: 1200/300bps

エラー訂正 ITU-T V.42（LAPM）

MNP class4

データ圧縮 ITU-T V.42bis

MNP class5

送信レベル -11～ -15dBm（出荷時 -15dBm）

受信レベル -10～ -40dBm

制御コマンド HayesATコマンド準拠※2

※1：回線状態によって、通信速度が変わる場合があります。
※2：ATコマンドについては、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ハードウェア情報」-「AT

コマンド」をご覧ください。

●FAX機能

項　目 規　格

交信可能ファクシミリ装置 ITU-T G3ファクシミリ装置

適用回線 加入電話回線

同期方式 半二重調歩同期方式

通信速度 14400/12000/9600/7200/4800/2400/300bps※

通信方式 ITU-T V.17/V.29/V.27ter/V.21ch2

変調方式 TCM:14400/12000bps

QAM:9600/7200bps

DPSK:4800/2400bps

FSK:300bps

送信レベル -11～ -15dBm／ -15dBm

受信レベル -10～ -40dBm

制御コマンド EIA-578拡張ATコマンド（CLASS 1）

※：回線状態によって通信速度が変わる場合があります。

仕様一覧
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●NCU機能

項　目 規　格

適用回線 加入電話回線

ダイヤル形式 パルスダイヤル（10/20PPS）

トーンダイヤル（DTMF）

NCU形式 AA（自動発信/自動着信型）

制御コマンド HayesATコマンド準拠

EIA-578拡張ＡＴコマンドAT（class 1）

仕様一覧

項　目 規　格

準拠規格 ISO 8802-3、IEEE802.3、IEEE802.3u

ネットワーク形態 スター型ネットワーク

伝送速度 100BASE-TX使用時：100Mbps

10BASE-T使用時：10Mbps

伝送路 100BASE-TX使用時：UTPカテゴリ5

10BASE-T使用時：UTPカテゴリ3または5

信号伝送方式 ベースバンド伝送方式

ステーション台数 最大1024台／ネットワーク

ステーション間距離 100BASE-TX：最大約200m／ステーション間

ネットワーク経路長※ 10BASE-T ：最大約500m／ステーション間

最大100m／セグメント

メディアアクセス制御方式 CSMA/CD方式

※：リピータの台数など、条件によって異なります。

内蔵LAN

●規格概要
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項　目

通信速度

準拠規格

変調方式

無線チャンネル

暗号化機能

認証機能

RF周波数帯域

※1：IEEE802.11b 規格による速度（理論値）であり、実効速度とは異なります。
実効速度は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、OSなど
の使用条件によって異なります。

※2：ユーザーが設定可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bitです。
※3：Windows XPのみサポート

規　格

11M/5.5M/2M/1M （bps）（自動切替）※1

IEEE802.11b （2.4GHzワイヤレスLAN 標準プロトコ

ル）ARIB STD-T66

DSSS方式

1～13ch（5GHz/2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLAN）

64bit、128bit（WEP）※2

IEEE802.1x ※3

2.4GHz帯域（2.4～2.4835GHz)

●2.4GHzワイヤレスLAN

ワイヤレスLAN

本機能は5GHz／2.4GHzデュアル対応ワイヤレスLANモデルのみの機能です。

●5GHzワイヤレスLAN

項　目

通信速度

準拠規格

変調方式

無線チャンネル

暗号化機能

認証機能

RF周波数帯域

※1：IEEE802.11a 規格による速度（理論値）であり、実効速度とは異なります。
実効速度は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、OSなど
の使用条件によって異なります。

※2：ユーザーが設定可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bit、128bitです。
※3：WindowsXPのみサポート

規　格

54M/48M/36M/24M/18M/12M/6M （bps）

（自動切替）※1

IEEE802.11a （5GHzワイヤレスLAN 標準プロトコル）

ARIB STD-T71

OFDM方式

34ch、38ch、42ch、46ch

64bit、128bit、152bit（WEP/AES自動選択）※2

IEEE802.1x ※3

5GHz帯域（5.15～5.25GHz)

仕様一覧
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アフターケアについて

保守サービスについて

保守サービスのご相談は、ご購入元、NEC 121コンタクトセンターの故障診断・修理受付窓
口で承っています。NEC 121コンタクトセンターについて詳しくは、『121wareガイドブッ
ク』をご覧ください。

ご購入元、NEC 121コンタクトセンターなどに本機の修理を依頼される際に
は、設定したパスワードは解除しておいてください。

■NEC UltraCareSM International Service（海外保証サービス）
事前に登録されたお客様に対して、海外保証対象のパソコンにかぎり保証期間中に海外での
修理サポートを行うサービスです。詳しくは、http://www.ultracare.comをご覧ください。

消耗品／消耗部品について

本製品には、消耗品と消耗部品が含まれています。
安定してご使用いただくためには、定期的な保守による部品交換が必要になります。
特に長時間連続して使用する場合には、安全等の観点から早期の部品交換が必要です。

消耗品と消耗部品は次の通りです。

・記載部品は代表例です。機種により構成部品が異なります。詳しくは添付のマニュ
アルの仕様一覧を参照ください。

・消耗部品の交換時期の目安は、1日8時間のご使用で約5年です。
（ご使用になる頻度や条件により差が生じます。また、上記の目安時期前に交換が
必要となることがあります。）

・本製品の補修用性能部品の最低保有期間は、PC本体、オプション製品については
製造打切後6年です。

種類 種類の内容説明 該当品または部品（代表例）

使用頻度や使用量により消耗の進行が
異なります。
お客様ご自身で購入し、交換していた
だくものです。
保証期間内であっても有償となります。

使用頻度や経過時間、使用環境によって
摩耗、劣化の進行に大きな差が生じ、修
理による再生ができなくなる部品です。
本体の保証期間内であっても部品代は有
償となる場合があります。
詳しくは、121コンタクトセンターの故
障診断・修理受付窓口にご相談ください。

フロッピーディスク 媒体
CD-ROM 媒体
DVD-ROM媒体
バッテリ
乾電池等

液晶ディスプレイ、ファン、ハードディ
スクドライブ、キーボード、マウス、CD/
DVDドライブ、フロッピーディスクド
ライブ、NXパッド

消耗品

消耗部品
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アプリケーションのサポート窓口一覧

アプリケーションのサポート窓口一覧
アプリケーションの製造各社のサポート窓口一覧です。下記のアプリケーションに
ついて質問・相談がある場合は、各々の窓口までお問い合わせください。

・年末、年始および各社の休業日は、サポートを休ませていただく場合があります。

・お問い合わせの際は、電話番号をよくお確かめのうえ、おかけください。

・お使いの機種によって、インストールまたは添付されているアプリケーションは
異なります。

NECのパソコンやソフトウエア、周辺機器について→ 「ぱそガイド」-「NECのサービス＆サ
ポート」

アプリケーション名

Microsoft® Office XP Personal
(Office XPモデル)
・Microsoft® Word(Office XPモデル)
・Microsoft® Excel(Office XPモデル)
・Microsoft® Outlook® (Office XPモデル)
Microsoft® Office XP Service
Pack 1(Office XPモデル)
Microsoft® Office XP Service
Pack 2(Office XPモデル)
Microsoft® Bookshelf® Basic 3.0
(Office XPモデル)
Office XP ステップ バイ ステップ
インタラクティブ(Office XPモデル)
Microsoft® Outlook® Plus！2.0

BIGLOBEインターネット
無料体験
BIGLOBEインターネット接続
ツール（BIGLOBEでインター
ネット）
・BIGLOBEサインアップナビ
・BIGLOBEかんたん接続ナビ

サポート窓口

「Office XP Personal」パッケージにあるマニュアルを参
照の上、マイクロソフト株式会社にお問い合わせください。
URL:http://support.microsoft.com/default.aspx?LN=JA

NEC BIGLOBEカスタマーサポート
・サービス内容／事務手続き関係
　BIGLOBEインフォメーションデスク　
　Tel:0120-86-0962（フリーダイヤル）
　03-3947-0962（携帯・PHS・CATV電話の場合）
　毎日　午前9時～午後10時
・操作方法／環境設定関係
　BIGLOBEサポートデスク
　Tel:0120-68-0962（フリーダイヤル）
　03-3941-0962（携帯・PHS・CATV電話の場合）
　24時間365日受付
　ただし、午前0時～午前9時までのお問い合わせは、
　「緊急のトラブル対応」のみとなります。
　URL:http://www.biglobe.ne.jp/
　URL:http://support.biglobe.ne.jp/
　URL:http://support.biglobe.ne.jp/ask.html
　（「お問い合わせフォーム」をご利用ください）
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アプリケーション名

@niftyでインターネット

DIONサインアップ

Fresh Voice

サポート窓口

ニフティ株式会社
・@nifty入会センター
　入会案内
　Tel:0120-816-042（携帯・PHS・海外の場合：
　03-5753-2374）
・@niftyサービスセンター
　テクニカルサポート／@niftyサービス内容案内
　Tel:0120-818-275（携帯・PHS・海外の場合：
　03-5753-2373）
　（ナビダイヤル日本全国8.5円／3分：0570-000-881）
・@niftyインフォメーションセンター
　パスワード再発行／各種手続き／個人会員の解約
　Tel:0120-842-210（携帯・PHS・海外の場合：
　03-5471-5806）
　毎日  午前9時～午後9時（ただしビルの電源工事など
　による休みを除く）
　URL:http://www.nifty.com/supinfo/

KDDIカスタマーサービスセンター
DIONに関するお問い合わせ
毎日 午前9時～午後9時
・サービス内容に関するお問い合わせ
　Tel:0077-7192（無料）
　メールでのお問合せはホームページから
　URL:http://www.dion.ne.jp/cs/
・接続・設定などに関するお問い合わせ
　Tel:0077-7084（無料）
ADSLサービスについては24時間受付中！（「フレッツ・
ADSLコース」については、お問い合わせ内容によっては
お答えできない場合がありますのでご了承ください。）
　メールでのお問合せはホームページから
　URL:http://www.dion.ne.jp/cs/

Fresh Voiceサポートデスク
〒101-0025　東京都千代田区神田佐久間町3丁目23
番地スタウトビル3F
Fresh Voiceでのサポート
月～土曜日　午前10時～午後8時
電話・メールでのサポート
月～金曜日　午前10時～午後8時（ただし祝祭日、年末
年始を除く）
ボイス電話番号：7405001
Tel：03-5822-2877　E-mail：fv@anets.co.jp
URL：http://community.freshvoice.net/faq/mailform.html
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アプリケーションのサポート窓口一覧

アプリケーション名

OCNスタートパック

ODN（Open Data Network）

So-net簡単スターター

かるがるネット

東京電話インターネットサイン
アップナビ

筆王
3Dフィッシュ アクアリウム

BeatJam
ホームページミックス

サポート窓口

OCNスタートパックヘルプデスク
TEL：0120-047747
月～金曜日　午前9時～午後9時
土・日曜日・祝祭日　午前9時～午後5時
E-mail:info@ocn.ad.jp

ODNサポートセンター
・簡単インターネットコースサービス案内
　Tel:0088-86（無料）
・簡単インターネットコース接続サポート
　Tel:0088-85（無料）
　毎日　午前9時～午後6時（年中無休）
　URL:http://www.odn.ne.jp/　E-mail:odn-support@odn.ad.jp
・快適ブロードバンドコースサービス案内
　Tel:0088-222-375（無料）
・快適ブロードバンドコース接続サポート
　Tel：0088-228-325（無料）
　毎日　午前9時～午後6時（年中無休）
　URL:http://www.odn.ne.jp/adsl/　E-mail:info-adsl@odn.ad.jp

So-netインフォメーションデスク
Tel:0570-00-1414（全国共通）
携帯・PHSの場合

札幌 011-711-3765　　仙台 022-256-2221
東京 03-3446-7555
名古屋 052-819-1300　大阪 06-6577-4000
広島 082-286-1286　　福岡 092-624-3910

毎日 午前9時～午後9時
Fax:03-3446-7557
URL:http://www.so-net.ne.jp/support/
E-mail:info@so-net.ne.jp

サポートセンター
〒104-0032　東京都中央区八丁堀3-1-1　
京橋第三長岡ビル2F
Tel：03-3537-1325　Fax：03-3537-1326
月～金曜日　午前10時～午後6時
URL：http://www.karugaru.net/
E-mail:info@karugaru.net

東京電話インターネット・インフォメーションセンター
お問い合わせ、サポート
Tel:0081-1588（無料）Tel:0120-719-033（無料）
毎日　午前9時～午後9時（年中無休）
URL:http://www.dup.ttcn.ne.jp
E-mail:dup-info@ttcn.ne.jp

NECインターチャネル株式会社　バンドルソフトユーザー
サポートセンター
Tel:03-5767-1386
月～金曜日 午前10時～午後6時（ただし祝祭日を除く）

ジャストシステムサポートセンター
東京 03-5412-3980　大阪 06-6886-7160
月～金曜日　午前10時～午後7時（特別休業日を除く）
土・日・祝祭日　午前10時～午後5時（特別休業日を除く）
URL:http://support.justsystem.co.jp/
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アプリケーション名

BIGLOBEネットプリントサービス
BIGLOBE IP電話

BIGLOBEツールバー

NETGAMECENTER
Cyber囲碁
Epoch Online
Gunbound
Helbreath

DVD-MovieAlbumSE
（DVD-RAM/R/RWモデル）

DVD MovieWriter（CD-R/RW
with DVD-ROMモデル、DVD-
R/RWモデル、DVD-RAM/R/
RWモデル）
VideoStudio

JWord

Norton AntiVirus

サポート窓口

NEC BIGLOBEカスタマーサポート
URL:http://support.biglobe.ne.jp/ask.html
（「お問い合わせフォーム」をご利用ください）

BIGLOBEサーチ事務局
E-mail:search@bcs.biglobe.ne.jp

NETGAMECENTER ユーザーサポートセンター
E-mail:gate-support@terrac.co.jp

松下電器産業株式会社　お客様ご相談センター
Tel：0120-878-365
毎日 午前9時～午後8時
URL：http://panasonic.jp/support/cn/

ユーリードシステムズ株式会社
製品のサポートを受けられる際には、シリアルNO.が必要
になります。
あらかじめご準備ください。
また、電話によるお問い合わせは、新製品発売時期や時間
帯などによって繋がりにくくなります。その際には、ユー
リードシステムズ株式会社のサポートページをご覧になら
れるか、サポートページ内に用意されております「お問い
合わせフォーム」をご利用の上お問い合わせください。
・インターネットによるお問い合わせ
　URL:http://www.ulead.co.jp/tech/tech.htm
　※「お問い合わせフォーム」は上記ページよりアクセス
　していただけます。
・電話によるお問い合わせ
　Tel:03-5491-5662
　月～金曜日 午前10時～12時 午後1時～5時（ただし
　祝日、年末年始を除く）

株式会社アクセスポート　JWordサポートチーム
URL:http://www.jword.jp/help/
E-mail:support@jword.jp

・技術的なお問い合わせ
シマンテックテクニカルサポートセンター
URL:http://www.symantecstore.jp/oem/nec/
Tel:03-5836-2621
月～金曜日　午前10時～12時 午後1時～5時
（ただし祝祭日、年末年始を除く）
FAX:03-5836-2623
上記サポートセンターをご利用いただくためには、シマン
テックホームページにてカスタマー IDの取得が必要です。
※電話によるサポートは製品のご使用を開始されてから90
　日間となります。それ以降は、有償サポートをご購入い
　ただくことでサポートを受けていただくことが可能とな
　ります。
・カスタマー ID取得、および購入前の一般的なご質問に関するお問い合わせ
コンシューマ・カスタマーサービスセンター
Tel:03-5836-2654
月～金曜日　午前10時～12時、午後1時～5時
（ただし祝祭日、年末年始を除く）
FAX:03-5836-2655
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アプリケーションのサポート窓口一覧

アプリケーション名

RecordNow DX

Virtual CD 7

WinDVD 4（CD-R/RW with
DVD-ROMモデル、DVD-R/
RWモデル、DVD-RAM/R/RW
モデル）

アドレスステーション2

駅すぱあと

オンラインラボ工房
百年プリント＠コニカ
（店頭受け取り）

蔵衛門デジブック

サポート窓口

イージーシステムズジャパン株式会社
ESJカスタマーセンター
Tel:03-5643-8724
月～金曜日 午前10時～午後5時30分
（ただし祝祭日、年末年始及び特別休業日を除く）
FAX:03-5643-8737
E-mail:recordmxj@support.easy.co.jp

キヤノンシステムソリューションズ株式会社 ソフトウェアプ
ロダクト部　サポートセンター
Tel:03-5815-7258
月～金曜日 午前10時～12時 午後1時～4時30分
（ただし休業日、祝祭日を除く）
Fax:03-5815-7262（24時間受付）
・サポート
　URL:http://canon-sol.jp/supp/index.html
・製品情報
　URL:http://canon-sol.jp/product/vd/index.html
　E-mail:vd-info@canon-sol.co.jp

インタービデオジャパンテクニカルサポート
Tel：03-5447-0576
月～金曜日 午前9時30分～12時 午後1時30分～午後5時
（ただし休業日、祝祭日、年末年始を除く）　
FAX：03-5447-6689
月～金曜日 午前9時30分～12時 午後1時30分～午後5時
（ただし休業日、祝祭日、年末年始を除く）
URL:http://www.intervideo.co.jp
E-mail:support@intervideo.co.jp
・お問い合わせの前に
インタービデオジャパンのウェブサイトでは、24時間いつ
でもご利用いただけるように「よくあるご質問(FAQ)」ペー
ジを用意しています。お問い合わせの前に、必ずご覧くださ
い。また、お使いのコンピュータのモデル名と合わせてご連
絡をお願いします。

システムポート株式会社　ユーザーサポート係
Tel：0184-24-5592　Fax：0184-24-5558
月～金曜日 午前9時～12時 午後1時～5時30分
（ただし休業日、祝祭日を除く）
E-mail:info@systemport.co.jp

株式会社ヴァル研究所　ユーザーサポートセンター
〒166-8565　東京都杉並区高円寺北2-3-17　
高円寺NKビル
Tel:03-5373-3522　Fax:03-5373-3523
月～金曜日　午前10時～12時 午後1時～5時
（ただし祝祭日を除く）
URL:http://ekiworld.net/

コニカ オンラインラボサポートセンター
Tel：0120-201-990
月～金曜日　午前9時～午後5時（ただし祝祭日を除く）
E-mail:info@konica-lab.net

トリワークスカスタマーサポートセンター
Tel：03-5468-5258　Fax：03-5468-1250
月～金曜日 午前10時～午後5時（ただし夏期、年末年始、祝祭日を除く)
E-mail:support-n@triworks.com
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アプリケーション名

携帯マスター9

ゼンリン電子地図帳
（LaVie ME）

サポート窓口

・技術的なお問い合わせ
ジャングルユーザーサポートセンター
Tel：03-5280-9264　Fax：03-5280-9266
月～金曜日 午前10時～12時 午後1時～5時
（ただし休業日、夏期休暇、祝祭日、年末年始を除く）
URL：http://www.junglejapan.com/ktai/nec/support.html
※携帯マスター用NEC純正ケーブルご利用以外はサポート
外となります。
※携帯電話自体の機能や使い方に関するご質問はサポート外
となります。
※無料サポートは最初にサポートをお受けになった日付から
起算して90日間となります。それ以降は、製品がサポート
対象である限り、有償サポートを受けていただくことが可能
となります。

 株式会社ゼンリン お客様相談室
〒803-8630 福岡県北九州市小倉北区下到津1-1-10
Tel:03-5259-5064
月～金曜日 午前10時～12時 午後1時～5時
（ただし休業日、祝祭日、および年末年始を除く）
FAX:03-5259-5073
URL:http://www.zenrin.co.jp/support/index.html
E-mail:support@zenrin.co.jp

上記以外のアプリケーションについては、以下へお問い合わせください（ソフトチョ
イス対応アプリケーションやオンラインサービスは除きます。それぞれのサポート
窓口へお問い合わせください。ソフトチョイス対応アプリケーションのお問い合わ
せ先については、「ソフトナビゲーター」の「このソフトについて」ボタンをクリック
して表示される画面を、オンラインサービスのサポート窓口については接続した
ホームページをご覧ください）。

NEC 121コンタクトセンター

・まずは「121ware.com」で探す
URL　http：//121ware.com（121ware.com→サポート）

・答えが見つからない場合はNEC 121コンタクトセンターへ

フリーコールTel：0120-977-121　9：00～17：00（祝日を除く）
※携帯電話・PHSなど、フリーコールがご利用いただけないお客様は次の電話番
号へおかけください。

Tel：03-3768-2337（東京）（通話料お客様負担）　9：00～17：00（祝日を除く）
※土・日も受付をしております。ご相談窓口は、「購入」と「使い方」と「故障診断・修
理」の3つに分かれております。
電話音声ガイドをご確認の上、「使い方」のご相談“2”を押してください。
また、登録番号の確認を行いますので、お客様が所有している121wareお客様
登録番号をお手元に用意しておかけください。
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譲渡／廃棄について

譲渡／廃棄について

このパソコンを譲渡するには

本製品を第三者に譲渡される場合は、所定の条件にしたがってください。また、譲渡
を受けた場合は、所定の手続きにしたがって、「お客様登録」を行ってください。

譲渡するお客様へ

本製品を第三者に譲渡（売却）するときは、以下の条件を満たす必要があります。
①本機に添付されるすべてのものを譲渡し、複製物を一切保持しないこと
②各ソフトウェアに添付されている「ソフトウェアのご使用条件」の譲渡、移転に関
する条件を満たすこと

③譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、削除したあと、譲渡する
こと（このパソコンに添付されている「ソフトウェア使用条件適用一覧」をご覧く
ださい）

・パソコン内のデータには個人的に作成した情報が多く含まれています。第
三者に情報が漏れないように譲渡の際には、これらの情報を削除すること
をおすすめします。

・ご登録されている製品を第三者に譲渡（売却）する場合は、121ware登録セ
ンター（TEL: 0120-469-121）までご連絡のうえ、必ず登録削除の手続
きをお願いいたします。

譲渡を受けたお客様へ

NECのパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com」での登録をお願いします。
http://121ware.com/my/にアクセスし、「新規登録」でログインID（121コミュ
ニケーションID）を取得したあと、保有商品情報の「新規・追加登録」から登録するこ
とができます。あるいは、お客様登録に必要な以下の事項を記入し、官製ハガキまた
は封書でお送りください。

●記載内容
①本体型名および保証書番号（本機背面または本機底部に記載の型名および製造番号）
②あなたの氏名、住所、電話番号、Eメールアドレス、中古購入された場合はその購入
先、購入日

●宛先
〒183-8501　東京都府中市日新町1-10（NEC府中事業場）
NEC 121ware登録センター係行
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このパソコンを廃棄するには

一度ハードディスクに記憶されたデータは、「ごみ箱」から削除したり、ハード
ディスクをフォーマットしたりしても復元できる場合があります。
データを消去したい場合には、市販のソフトなどを使うことをおすすめします。

①本機の所有者が個人の場合（一般廃棄物として廃棄）廃棄方法に関しては、市町村
等の各自治体にお問い合わせください（2003年3月現在）。

②本機の所有者が事業者の場合（産業廃棄物として廃棄）当社は資源有効利用促進法
に基づき、積極的に当社の回収・リサイクルシステムにしたがって資源の有効利用
につとめていますので、下記のホームページで紹介している窓口にお問い合わせ
ください。

URL　http://www.nec.co.jp/eco/ja/recycle/renrakusaki.html

パソコンの廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意

パソコンを使っていくと、ハードディスクにお客様が作成、使用した重要なデータが
記録されていきます。
そのため、このパソコンを譲渡または廃棄するときに、これらの重要なデータ内容を
消去することが必要となります。ところが、ハードディスク内に書き込まれたデータ
を消去するというのは、実はそれほど簡単なことではありません。

一般に「データを消去する」という場合、次の操作を指します。
・データを「ごみ箱」に捨てる
・「削除」操作を行う
・「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す
・ソフトウェアで初期化（フォーマット）する
・再セットアップを行い、工場出荷状態に戻す

これらの操作を行うと、パソコン内部では、ハードディスク内に記録されたデータの
ファイル管理情報が変更され、データが見えなくなっているだけという状態になり
ます。
つまり、データは一見消去されたように見えますが、WindowsなどのOSから、それ
らのデータを呼び出す処理ができなくなっただけで、本来のデータはハードディス
ク内に残っているのです。

データ回復のための特殊なソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとる
ことが可能な場合があり、悪意のある人によって、このパソコンのハードディスク内
の重要なデータが読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれがあります。
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譲渡／廃棄について

お客様が廃棄・譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータの流出トラブル
を回避するために、ハードディスクに記録された全データをお客様の責任において
消去することが非常に重要です。データを消去するためには、専用ソフトウェアまた
はサービス（共に有償）を利用するか、ハードディスク上のデータを金槌や強磁気に
より物理的・磁気的に破壊して、読めなくすることを推奨します。

また、ハードディスク上のソフトウェア（OS、アプリケーションソフトなど）を削除
することなくパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触
する場合があります。詳しくは「このパソコンを譲渡するには」（p.229）をご覧にな
り、十分な確認を行ってください。

バッテリパックのリサイクルについて

・本機はリチウムイオン電池を使用しています。
・リチウムイオン電池はリサイクル可能な貴重な資源です。交換後不要になった電
池、および使用済みの製品から取り外した電池のリサイクルに際しては、ショート
による発煙、発火のおそれがありますので、端子を絶縁するためにテープを貼るか
ポリ袋に入れて、以下の拠点に設置した充電式電池回収BOXに入れてください。
－個人ユーザ様：充電式電池リサイクル協力店くらぶ
※詳細は、電池工業会ホームページ（http://www.baj.or.jp/）をご覧ください。

－法人ユーザ様：NEC法人向け二次電池持ち込み拠点
※詳細は、NEC環境ホームページ（http://www.nec.co.jp/japanese/profile/
kan/index.html）をご覧ください。

・リサイクル協力店のお問い合わせは、下記へお願いします。
　－製品、リチウムイオン電池をご購入いただいた販売店
　－（社）電池工業会小型二次電池再資源化推進センターおよび充電式電池リサイク

ル協力店くらぶ事務局
・リサイクル時のご注意
　－電池はショートしないようにしてください。火災・感電の原因となります。
　－外装カバー（被膜・チューブなど）をはがさないでください。
　－電池を分解しないでください。
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強制的にパソコンの電源を切る .......... 186

クリックボタン ......................................... 71

コンパクトフラッシュカードスロット

............................................................. 32,100

さ行

再セットアップ ...................................... 138

再セットアップ用CD/DVD-ROM ... 159,161

サウンド機能 .......................................... 123

サスペンド................................................. 45

サポート窓口（アプリケーション）....... 223

システムの復元 ...................................... 178

周辺機器.................................................. 201

省電力機能....................................... 44,187

消耗品／消耗部品 .................................. 222

譲渡 ......................................................... 229
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索引

索
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スーパバイザパスワード ..... 67,133,136

スクロールスライドスイッチ .......... 71,72

スクロールボタン .............................. 71,72

スクロールロックキーランプ .......... 30,32

スタンバイ状態 .................................. 44,47

スタンバイ状態からの復帰 ..................... 48

スピーカ.............................................. 30,33

スリープ状態 ............................................. 44

セーフモード .......................................... 177

セキュリティ機能 ..................................... 66

セキュリティケーブル ............................. 66

節電 ............................................................ 43

セットアップ ................................................ 6

増設RAMボード .................................... 111

ソフトチョイス ......................................... 28

ソフトナビゲーター ................................. 25

た行

大容量バッテリパック ............................. 39

タップ ........................................................ 72

ダブルタップ ............................................. 72

チェックディスク .................................. 177

ディスプレイストレッチ機能 .............. 119

ディスプレイの切り替え ...................... 122

データの復元 .......................................... 178

デバイス マネージャ............................. 201

デュアルディスプレイ機能 .................. 122

電源 ........................................ 35,181,186

電源回復（スタンバイ状態からの復帰）... 54

電源管理ユーティリティ .................. 44,49

電源スイッチ ............................... 20,30,32

電源ランプ................................... 30,31,32

電子マニュアル ......................................... 27

添付品 ........................................... 212,216

電話回線用モジュラーコネクタ... 31,33,60

同時表示.................................................. 121

盗難防止用ロック ....................... 31,33,66

な行

内蔵マイクロフォン ................................. 30

ニューメリックロックキーランプ

............................................................. 30,32

ネットワーク ............................................. 52

は行

バーチャルスクリーン .......................... 118

ハードディスクアクセスランプ ............. 30

ハードディスク起動セクタへの
　ウイルス感染防止 ................................. 70

ハードディスクのパスワード

................................................ 68,133,136

廃棄 ......................................................... 229

ハイバネーション ..................................... 45

パスワード....................................... 66,189

ぱそガイド....................................... 27,174

パソコンのいろはⅡ ................................. 28

バックアップ .......................................... 140

バッテリ.................................................. 191

バッテリアンロック .......................... 31,33

バッテリイジェクトロック .............. 33,41

バッテリ残量の確認 ................................. 35

バッテリ充電ランプ ................... 30,31,32

バッテリの充電 ......................................... 37

バッテリパック .............................. 2,31,33

バッテリパックの交換 ............................. 39

バッテリパックのリサイクル .............. 231

バッテリリフレッシュ ................... 38,192

パッド ........................................................ 71

ビープ音のオン／オフ ............................. 77

非常時ディスク取り出し穴 .................. 199

表示色 ........................................... 118,195

復帰 .................................................. 48,187

フリーズ.............................. 180,186,197

フロッピーディスクドライブ ................. 93

ベイ ......................................................... 116

ベイアンロック ............................... 31,117
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ヘッドフォン／オーディオ出力端子

.......................................................... 32,124

ヘッドフォン／オーディオ／

　光デジタルオーディオ（S/PDIF）

　出力端子....................................... 31,123

ポインティングデバイス ......................... 71

保守サービス .......................................... 222

ホットキー機能 ......................................... 77

ボリュームコントロール ...................... 127

ま行

マイクロフォン ...................................... 125

マウス .............................................. 74,196

【メール】ボタン ......................................... 78

メモリスロット ........................ 31,33,111

モデム .............................................. 60,218

や行

ユーザパスワード ................. 67,133,136

ら行

レジューム................................................. 45

わ行

ワイヤレスLAN .............................. 55,221

ワイヤレススイッチ/ワイヤレスランプ... 31,57

ワイヤレスランプ .............................. 32,57

割り込みレベル ...................................... 202

ワンタッチスタートボタン ....... 30,32,78
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1当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースター
プログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。

国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしたオフィス機器の省エネル
ギー化推進のための国際的なプログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的に
抑えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により参加することが
できる任意制度となっています。対象となる製品は、コンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、
ファクシミリおよび複写機等のオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加
各国の間で統一されています。

■技術基準等適合認定について
このパーソナルコンピュータには電気通信事業法第50条第1項の規定に基づき技術基準認証
済みのいずれかの通信機器が搭載されています。認証番号は次の通りです。

本機の内蔵モデムは、諸外国で使用出来る機能を有していますが、日本国内で使用する際は、他
国モードに設定してご使用になりますと電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となりま
す。なお、ご購入時の使用国モード（初期値）は「日本モード」となっておりますので、設定を変更
しないでそのままご使用ください。

■電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説
明書に従って正しい取り扱いをしてください。

■漏洩電流自主規制について
この装置は、社団法人電子情報技術産業協会のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合して
おります。

■瞬時電圧低下について
［バッテリパックを取り付けていない場合］
本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬
時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。

［バッテリパックを取り付けている場合］
本装置にバッテリパック実装時は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコン
ピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインを満足しますが、ガイドラインの基準を上回る瞬時
電圧低下に対しては、不都合が生じることがあります。

■レーザ安全基準について
このパソコンには、レーザに関する安全基準（JIS・C-6802、IEC825）クラス1適合のCD/
DVDドライブが内蔵または添付されています。

通信機器 認証番号

モデム A02-0604JP（LaVie ME）
A01-0299JP（LaVie J）

デュアルバンドワイヤレスLAN（無線LAN） D02-1010JP
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■FCC自己適合宣言書

NEC Solutions America，

DECLARATION OF CONFORMITY

We, the Responsible Party

NEC Solutions America

15 Business Park Way

Sacramento, Ca．95828

declare that the product

　LaVie

　is in conformity with part 15 of the FCC Rules. Operation of this
product is subject to the following two conditions: (1) this device
may not cause harmful interference, and (2) this device must
accept any interference received, including interference that may
cause undesired operation.
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1（1）本書の一部または全部を無断転載することは禁じられています。
（2）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載

もれなどお気づきのことがありましたら、ご購入元、またはNEC 121コンタクトセン
ターへご連絡ください。落丁、乱丁本はお取り替えいたします。ご購入元までご連絡くだ
さい。

（4）当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、（3）項に
かかわらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。

（5）本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等
の使用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用
され、人身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

（6）海外における保守・修理対応は、海外保証サービス［NEC UltraCareSM International
Service］対象機種に限り、当社の定める地域・サービス拠点にてハードウェアの保守
サービスを行います。サービスの詳細や対象機種については、以下のホームページをご
覧ください。
http://www.ultracare.com

（7）本機の内蔵ハードディスクにインストールされているWindowsは本機でのみご使用く
ださい。また、本機に添付のDVD-ROM、CD-ROMは、本機のみでしかご利用になれませ
ん（詳細は「ソフトウェアのご使用条件」および「ソフトウェア使用条件適用一覧」をお読
みください）。

（8）ソフトウェアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりす
ると、著作権の侵害となります。

（9）ハードウェアの保守情報をセーブしています。

Microsoft、MS、MS-DOS、Windows、Outlook、Bookshelf、Officeロゴ、Windows Media
およびWindowsのロゴは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商
標または登録商標です。
Bookshelf Basicは、次の書籍を基に制作されました。『新英和中辞典』第6版©研究社1967、
1994、1998、『新和英中辞典』第4版©研究社1933、1995、1998、『新明解国語辞典』第5
版©三省堂1972、1974、1981、1989、1997。
インテル、Intel、Pentium、 SpeedStep、およびIntel　IntelロゴはIntel Corporationの商
標または登録商標です。
AMD、AMDロゴ、AMD Athlon、ならびにその組み合わせは、Advanced Micro Devices,
Inc. の商標です。
Ulead、VideoStudio、DVD MovieWriterは、Ulead Systems, Inc.の登録商標です。
PS/2は、IBM社が所有している商標です。
筆王は株式会社アイフォーの登録商標です。
@niftyはニフティ（株）の商標です。
ODN(Open Data Network)は日本テレコム（株）の登録商標です。
OCNはNTTコミュニケーションズ株式会社の商標です。
DIONはKDDI株式会社の登録商標です。
So-net、ソネット、So-netのロゴはソニー株式会社の商標または登録商標です。
東京電話インターネットは東京通信ネットワーク株式会社の登録商標です。
Adobe、AcrobatおよびAcrobatロゴはAdobe Systems Incorporated（アドビシステム
ズ社）の商標です。
「BeatJam」は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。
「BeatJam」は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、「BeatJam」にかかる著作権、そ
の他の権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。
CyberSupportは株式会社ジャストシステムの商標です。
FAR STONEは、米国FAR STONE社の商標です。
Fresh Voiceはエイネット株式会社の登録商標です。
アドレスステーションは、システムポート株式会社の登録商標です。
InterVideo、InterVideoロゴ、WinDVDはInterVideo,Inc.の登録商標です。

ご注意
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ソフトウェアなどの正式名称

Windows、
Windows XP

Windows XP
Home Edition

Windows XP
Professional

Windows Media
Player

Windows
Messenger

Office XP Personal、
Office XP

Office XP
Service Pack 1
Microsoft®

Office XP
Service Pack 2
Microsoft®

インターネット
エクスプローラ、
Internet Explorer

Outlook Express

Outlook

Microsoft® Outlook®

Plus! 2.0

Office XP
ステップ バイ ステップ
インタラクティブ

BIGLOBEで
インターネット

@niftyでインターネット

Acrobat Reader

Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system
日本語版 Service Pack 1

Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system
日本語版 Service Pack 1

Microsoft® Windows® XP Professional operating system
日本語版 Service Pack 1

Microsoft® Windows MediaTM Player9

Microsoft® Windows® Messenger Version4.7

Microsoft® Office XP Personal（Microsoft Word、Microsoft
Excel、Microsoft Outlook®、Microsoft Bookshelf® Basic 3.0、
Microsoft Outlook Plus! 2.0）

Office XP Service Pack 1

Office XP Service Pack 2

Microsoft® Internet Explorer 6.0 Service Pack 1

Microsoft® Outlook® Express 6.0

Microsoft® Outlook®

Microsoft® Outlook® Plus! Version 2.0

Microsoft® Office XP Personal Step By Step
Interactive

BIGLOBEインターネット接続ツール

@niftyでインターネットfor Windows® Version5.00

Adobe® AcrobatTM Reader 5.1

VERITAS RecordNowは、米国VERITAS Software Corp.の米国における登録商標です。
Symantec、Symantecロゴは、Symantec Corporationの登録商標であり、各製品名は
Symantec Corporationの商標または登録商標です。
「蔵衛門」および「デジブック」は株式会社トリワークスの登録商標です。
Epoch Onlineは、（株）セアンITの商標です。
Gunboundは、（株）ソフトニックスの商標です。
Cyber囲碁は、（株）世界サイバー棋院の商標です。
Helbreathは、（株）シメンテックの商標です。
かるがるネットは株式会社アイコムジャパンの登録商標です。
駅すぱあとは株式会社ヴァル研究所の登録商標です。
「マジックゲート メモリースティック」「メモリースティック」はソニー株式会社の商標です。
SDロゴは、商標です。
BIGLOBE、PCGATEは、日本電気株式会社の登録商標です。
その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
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1

OCNスタートパック

携帯マスター9

JWord

ゼンリン電子地図帳

DVD-MovieAlbum
SE

DVD MovieWriter

So-net簡単スターター

DIONサインアップ

東京電話インター
ネットサインアップ

RecordNow DX

VideoStudio

ホームページミックス

オンラインラボ工房

蔵衛門デジブック

かるがるネット

バックアップ-NX

翻訳アダプタⅡ
CROSSROAD

Norton AntiVirus

PCGATE Personal

BeatJam

WinDVD 4

OCNスタートパック for Windows Ver3.1N

携帯マスター9 for NEC

JWord Plugin

ゼンリン電子地図帳Z［zi ］5 for NEC

DVD-MovieAlbumSE Ver3

Ulead® DVD MovieWriterTM for NEC Ver.2

So-net簡単スターター Ver.2.3

DI0Nサインアッププログラム

東京電話インターネット オンラインサインアップナビ Ver200109

VERITAS RecordNow DX

Ulead® VideoStudio® 6 SE Basic

ホームページミックス /R.2

コニカオンラインラボ工房

蔵衛門9デジブック for NEC

かるがるネット接続ソフト

バックアップ-NX（パソコン乗換機能付）

翻訳アダプタⅡ CROSSROAD（Ver3.0）

Norton AntiVirusTM 2003

PCGATE Personal Ver2.0

BeatJam for NEC

InterVideo®  WinDVD® 4 for NEC

◆上記以外の正式名称について
上記以外のソフトウェアの正式名称につきましては、「スタート」- 「ぱそガイド」
の「ヘルプ」をご覧ください。
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©NEC Corporation, NEC CustomTechnica, Ltd. 2003
日本電気株式会社、NECカスタムテクニカ株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。

■輸出に関する注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。
本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。
従いまして、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っていません。（た
だし、海外保証サービス［NEC UltraCareSM International Service］対象機種については、海外で
のハードウェア保守サービスを実施致しております。）

本製品の輸出（個人による携行を含む）については、外国為替および外国貿易法に基づいて経済産業省
の許可が必要となる場合があります。
必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。
輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた販売店または当社営業拠点にお問い合わせくだ
さい。

■Notes on export
This product (including software) is designed under Japanese domestic specifications
and does not conform to overseas standards. NEC＊1 will not be held responsible for
any consequences resulting from use of this product outside Japan. NEC＊1 does not
provide maintenance service nor technical support for this product outside Japan.
（Only some products which are eligible for NEC UltraCareSM International Service can
be provided with hardware maintenance service outside Japan.）

Export of this product (including carrying it as personal baggage) may require a permit
from the Ministry of Economy,Trade and Industry under an export control law. Export
without necessary permit is punishable under the said law. Customer shall inquire of
NEC sales office whether a permit is required for export or not.

＊1：NEC Corporation, NEC CustomTechnica, Ltd.

853-810601-131-A
2003年5月初版
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